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よこしまな貴公子プリンス








　





　ここはオレ――芦あし川かわ恵けい太たの両親が細々とやっている居酒屋だ。


　カウンターがあって、後はいくつかテーブルがあるだけの小さな店で、普ふ段だんなら常連さんでそれなりににぎわっている。


　が、今は客が一人いるだけだ。


　いや、こいつは客とは言わないだろう。というか、絶対に言わない。言ってたまるか。


「恵太ちゃん、酒をついでくれよ」


　テーブルにいるのは、どう見てもヤクザ。正確にはヤクザの組長の息子むすこだ。まだ若い。二十歳はたちそこそこくらいだろう。


　高校生のオレは、こいつに何な故ぜかしつこくつきまとわれていた。


　思い起こせば数週間前。店の前でこいつに絡からまれていた女の子をオレが助けた。女の子を上手うまく逃にがしたのはいいが、こいつを転ばせちゃって……。それで、怪け我がしたから治ち療りよう代払はらえって言い出してさ。まあ、ヤクザにありがちだよね。


　治療代なんか払えるかって言ったら、何故かこいつはオレを気に入ったらしく、それからというもの、ずっとうちの店に来るんだ。しかも、子分を連れて。


　その子分はどこにいるかというと、店の前にたむろっている。はっきり言って、営業妨ぼう害がいだ。常連さんだって、怖こわがって近づこうともしなくなった。


　そして、こいつはいつも店に入り浸びたっている。ずっと居座って飲んだり食ったりしているが、金は払わない。というか、金は組事務所に取りに来いと言うんだ。


　そんなの、行けるわけないじゃないか。オレはこいつに何度もオシリを撫なでられたり、気色悪いことばかりされているのに。行ったら最後、もう普ふ通つうの身体からだでは帰れないかも……と思ってしまう。


　こんなんじゃやっていけないということで、一回、店を閉めたら、子分達がシャッターを蹴けりまくって、罵ば声せいを浴びせ、大変なことになった。オレ達家族はここの二階に住んでいるし、ご近所に迷めい惑わくがかかると困るので、結局は店を開けた。そして、オレが店に出ないと、また罵声の嵐あらしだから、オレも嫌いや々いやながら店に出て、こいつの相手をしている。


　こんな状じよう況きようが数週間続いて、このままだと店は確実につぶれる。でも、こいつは店をつぶすのが目的じゃなくて、オレが目当てみたいだからな。警察に相談しても、ちっとも取り合ってくれないんだ。


　ああ、我が家は一体、どうなるんだ……。というか、オレの身の安全はどうなるんだろう。


「恵太ちゃん、そろそろ真ま面じ目めに俺とのこと考えろよ」


　組長の息子は酒を持ってきたオレの腕うでをつかんで、そう言った。


　カウンターの中で、両親が心配そうにオレを見ている。


「考えることなんてないですよ」


「それはないだろう？　俺がこんな店に毎日通ってやってんのは、全部おまえのためだろ？　俺んとこに来れば、贅ぜい沢たくさせてやるぜ」


　こんな店で悪かったな。と言いたいのを、なんとか堪こらえる。こいつに楯たて突つけば、それはそれで、とんでもないことになりそうだ。


「オレ、男だから。それに、贅沢なんてしたくないです」


「別に男でもいいのさ。俺は男もＯＫだ」


　そんなの、威い張ばって言ってほしくない。いや、個人の趣しゆ味みで済むのなら、それは全然構わないが、どうしてそれをオレに押しつけるんだ。オレは男と付き合う趣味はない。しかも、ヤクザとなんて、絶対嫌だ。


「なあ、恵太ちゃん。あんまり断わると……どうなっても知らねえぜ？」


　蛇へびのような目で見られてゾッとする。


　それは、何かの脅おどしなんだろうか。たとえば、店をどうにかするとか、家族に危害を加えるとか……。


　男は立ち上がって、オレの肩かたを親しげに抱だいた。


「……やめてください！」


　オレは男を軽く押しやったが、相手は酒のためにふらついて、テーブルに手をついた。


「コノヤロウ！　人がせっかく優やさしく口説いてやってんのに、その態度は……！」


　男の拳こぶしが振ふり上げられる。


　殴なぐられる……と思って目をつぶったが、鉄てつ拳けんは振ってこなかった。


「何するんだ！　おまえ、誰だれだ！」


　男の罵声を聞いて、オレはこわごわ目を開ける。すると、そこには男の腕を後ろからつかんでいる青年がいた。


　誰……？


　知らない人だが、ずいぶん綺き麗れいな顔立ちをした人だ。二十代……後半くらいか。色白で彫ほりが深い。それから、仕立てのよさそうなスーツをスマートに着こなしていて、スラッと背が高く姿勢がよかった。


　その人は男の腕をようやく離はなした。


「私は弁護士の西さい園おん寺じ瑛えい一いちです」


　そういえば、両親が近所に住んでいるうちの常連さんに、弁護士を紹しよう介かいしてもらったという話をしていたな。


　そうか。弁護士か……。


　よく見ると、スーツの襟えりに金バッジをつけている。


「弁護士が何しに来たっ？」


　西園寺さんは組長の息子に冷たい視線を向けた。


「あなたと話をつけに」


「なんだとっ？」


　男にすごまれても、西園寺さんは全然ひるんだ様子がなかった。


　なんか、この人、格好いい……。落ち着いた態度で話すし、有能な弁護士って雰ふん囲い気きだ。


「あなたがこの店にいらっしゃることで、この店のオーナーである芦川氏は大変迷惑しております。つきましては、私が芦川氏の代理人となって、お話し合いをさせていただきます」


「俺がこの店の客だと、なんか都合の悪いことでもあるのかよっ？」


「大有りです。まず、この店のイメージダウン。あなただけではなく、店の外にあれだけヤクザがいては、他ほかの客が寄りつきません」


　そういや、今も子分達がいるんだよな。よくあの中を通ってこられたよ。それだけで、西園寺さんは頼たよりになる弁護士さんじゃないかな。


「第二に、あなたは飲食代金を払っておられない」


「うちに来てくれれば、払うって言ってんだ。取りに来ないのは、こいつらの勝手だろ！」


「なるほど。ですが、この店の会計は現金のみです。請せい求きゆう書しよを送付しますので、期日までに所定の口座にお振り込みください。なお、入金がない場合は、しかるべき法的措そ置ちを取らせていただきます」


　そう言って、西園寺さんはにっこりと微ほほ笑えんだ。


　法的措置だって……。なんか判らないけど、格好いい。組長の息子も、面と向かってそんなことを言われたことがないんだろう。なんと言い返していいか判らないようだ。


「最後に。これが一番重要なことですが、芦川氏の息子さん……未成年の恵太君に対してのセクシャル・ハラスメント」


「セクハラじゃねーよ！　俺は本気でこいつを口説いてたんだからな！」


　そう。本気が一番困る。ただの嫌がらせなら、目的がはっきりしているだけに、そっちを解決すればいいが、それを恋れん愛あいだと言い張られると困る。


「しかし、社会通念上、暴力団は脅きよう威い的なものとなっています。暴力団の……しかも組長の息子であるあなたに性的接せつ触しよくをされれば、たとえ死ぬほど嫌でも、なかなか拒こばみづらい」


「組長の息子は恋愛しちゃいけねーのかよ！　弁護士ってのは、俺に恋愛禁止するほど、偉えらい人種なのかよ！」


　まるで駄だ々だっ子このように、男はわめいている。やっぱりヤクザっていうのは、常識が通用しないんだろうな。いくら弁護士でも、こんな奴やつには勝てないよ。


　オレの気持ちは早くも敗北ムードになっていた。


　西園寺さんはふーっと溜ため息いきをつく。


「……判りました。埒らちが明かないようなので、あなたのお父様とお話しさせていただきます」


　ちょっと待てよ。当たり前のことだけど、組長の息子むすこのお父さんって言ったら、組長じゃないか。つまり、西園寺さんは、組事務所に乗り込むと言ってるんだ。


「ほう。うちの親おや父じと話すって言ってるのか？　いいだろう。うちに来なよ。じっくり話をつけてやるぜ」


　男はニヤニヤ笑っている。自分の縄なわ張ばりにいれば、怖こわいことはないからだろう。


「西園寺さん！　危険ですからやめてください！」


　オレは西園寺さんの腕に手をかけて言った。


　なのに、西園寺さんはオレの目を見て、優しく微笑んだんだ。


「平気です。これも仕事ですから」


「そんな……。いくら仕事でも、やっぱり危険です。どうしても行くって言うなら、オレも一いつ緒しよに行きますから！」


　西園寺さんは一いつ瞬しゆん驚おどろいたように目を瞠みはった。が、すぐにまた微笑んだ。


「大だい丈じよう夫ぶ。こういうことには、けっこう慣れているんですよ。かえって、慣れてない人が一緒にいると、そっちのほうが危ないんです」


　弁護士さんにそう言われると、なんとなくそうかなあという気がしてくる。


　普通の人は簡単に、ヤクザの大本山に乗り込もうとは思わないはずだ。ということは、弁護士の仕事として、何度かそういう経験があったんだろう。


「じゃあ……本当に気をつけてください」


「はい。行ってきます」


　西園寺さんはさわやかにそう言い残して、組長の息子と共に、組事務所へと向かった。


　それからしばらく、オレも両親も気が気じゃなかった。父さんも母さんも、まさかこんな展開になるとも思わず、常連さんの勧すすめるとおりに弁護士に依い頼らいしたんだろうし、もし西園寺さんに何かあったら、やっぱりあまりに申し訳ないじゃないか。


　そして、深夜近く、オレ達が警察に電話しようかと相談していた頃ころ、西園寺さんがやっと店に戻もどってきたんだ。








「実は、私はあそこの組長とは別件で面識がありまして……」


　カウンターに座った西園寺さんがそう切り出したとき、オレはホッとした。


　一人で行くと言うから、かなり心配したが、面識があったのなら、少しは安心だ。といっても、相手はやっぱりヤクザだから、危険には変わりないと思う。


「息子をこの店に出入りさせないという約束は、条件次し第だいで可能ということになりました」


「条件というのは、どういう……？」


　カウンターの向こうの父さんは、眉まゆを寄せて尋たずねた。


「それが……金を要求されまして」


「金……いくらですか？」


「五百万です」


　店の雰囲気は一気に凍こおりついた。いや、ずっと店には客一人来てなかったから、最初から寒かったが。


「そんな……。なんで、こっちがそんな大金を払はらわなきゃならないんですかっ？」


　あんまりだから、オレはつい話に口を挟はさんでしまった。


　向こうが勝手につきまとってきて、大金払ったら許してやるって……それはないだろうと思うんだ。それに、飲食代も含ふくめて、こっちが慰い謝しや料りようを払ってもらいたいくらいだよ。


「向こうは、恵太君に怪け我がをさせられたと主張していて、その治ち療りよう代、慰謝料込みだということなのですが……」


　そういえば、そんなことがあったな。オレはすっかり忘れていたけど。


　西園寺さんは溜息をついて、うちの両親に非難の眼まな差ざしを向けた。


「何な故ぜ、その怪我のことをお話していただけなかったんですか？　故意に隠かくされると、処理がしにくくなるのですよ。こちらにも話し合いのプランがあったのに、すべて台無しになってしまいました」


　どうやら、そのことで話し合いが上手うまくいかなくて、金を要求される羽目になってしまったらしい。


「治療代は最初だけしか請求されてなかったので、もういいと思っていたんです」


　父さんは西園寺さんに弁解していた。


　いや、だって、今いま更さらそんなこと持ち出されるとは、うちの誰だれも思ってなかったよ。


「まあ、過ぎたことは仕方ありません。治療代といっても、どこかの怪あやしい医者の診しん断だん書などが出てくるだけの話ですが、まったく払わないとなると、一体どうなるか……」


　ここでまた、西園寺さんが意味ありげな溜息をつく。


　なんだよ。気になるじゃないか。どうなるんだよ。


「今のところ、あの男は店に来て、恵太君にセクハラをする程度です。しかし、本気になれば、恵太君を無理やりさらうくらいは暴力団にとっては簡単なこと。そうなってしまってからでは、こちらからは手の打ちようがありません。警察がもう少し頼りになればいいのですが……」


　た、確かに……。よく考えると、オレは学校の行き帰りなんかは一人きりだ。そういうときに、車に乗せられて、どこかに連れていかれたらおしまいじゃないか。


「このままだと、恵太君の身の安全は保証できませんね。それを思うと、たった五百万。安いと思われませんか？　私は組長と知り合いですし、必ず約束は守らせます」


　五百万と、オレの身の安全が秤はかりにかけられる。


　そんな大金を払うのは、なんか理り不ふ尽じんだ。けど、オレだって、どっかに監かん禁きんされて、ひどい目に遭あいたくはない。何をされるか判らないしさ。命だって危ないかもしれない。


　でも……でもさ、五百万は高すぎじゃないかな。


「もうちょっと低い金額にならないんですか？」


　オレは西園寺さんに尋ねた。


「最初は一千万要求されたのを、それはいくらなんでもと半分に下げさせたんですよ。これ以上は無理です」


　父さんは難しい顔をしながら、西園寺さんに告げた。


「しかし……うちには五百万なんて金はどこにもないんです」


　この店を建てるときに、うちはかなり借金をしている。そのローンをまだ払い終わってないんだ。これ以上、五百万の借金なんてできなかった。


「でも、それで恵太が無事でいられるなら……」


　母さんはオレのことが心配でならないらしい。


　オレがあのとき、絡からまれてる女の子を助けなければ……とも思うが、やっぱり今、目の前で誰かがヤクザに絡まれていたら、オレは助けに入るだろう。誰かが困っているのに、見て見ぬふりはできなかった。


　だけど、たったそれだけのことで、五百万なんて……。オレはそんな負担を両親にはかけたくなかった。


「だが、五百万なんて、どうやって……」


　父さんは頭を抱かかえてしまっている。


　いっそのこと、オレが自分からあの組長の息子のところに行けば、五百万なんて金も払わずに済むし、ヤクザで店の入り口を固められることもないはずだ。


　でも……。


　オレはあいつに身体からだを触さわられるだけで、嫌いやなんだ。だいたい、オレが犠ぎ牲せいになったところで、父さんも母さんもちっとも嬉うれしくないに違ちがいない。


「差し出がましいようですが……」


　西園寺さんが口を開いた。


「五百万、私がご用立て致いたしましょうか？」


「えっ、西園寺さんが？」


　父さんも母さんも、そしてオレもビックリして、西園寺さんを見つめることになった。いや、そんなこと、弁護士さんが言い出すとは思わなかったからだ。


「私にも蓄たくわえはありますし、さほど難しいことではありません。商売ではないので、金利なしで月々十万ずつお返しいただければ……」


　もちろん月十万払うのも、うちの家計を考えると大変なことだ。しかも、一度、店の常連さんが離はなれていってしまっている。売り上げが元に戻るまで、多少の時間はかかるはずだ。


「なんとか……なんとか月十万ずつお返しします。こんなことを弁護士の先生にお頼たのみするのは大変心苦しいのですが、他ほかに手立てがありません」


　父さんと母さんは西園寺さんに頭を下げていた。


「オレも働きますから！　バイトして、早く返済できるように稼かせぎますから！」


　とりあえず、オレができることはそれだけだ。今まで夜は店を手伝っていたけど、その経験を活いかせば、居酒屋でバイトができるじゃないか。


　西園寺さんはオレに向かって微ほほ笑えみかけてくれた。


「頼もしいですね。……もしよかったら、うちで働きませんか？」


「うちって……弁護士事務所で？」


「いえ、自宅です。私は独身で不自由していますから、住み込みで身の回りの世話をお願いしたい。恵太君は働き者のようですし、そうしてもらえれば、助かるのですが……。学校は行ってもらって構いません。給料として、月十万、お支払いします」


　それだと、つまり支払い分がオレの労働力で、まったくチャラになるってことだ。それはずいぶんおいしい話だけど、乗っちゃっていいのかな。


「本当に西園寺さんはそれでいいんですか？　なんか、こっちにばっかり都合がよすぎて、西園寺さんにはあまりメリットがないような……」


「金貸しが商売じゃないから、メリットなんか、なくていいんですよ。それに……私は一人で淋さびしいですから、恵太君みたいな元気な子が傍そばにいてくれると嬉しいんです」


　なんか照れるなあ。そうか。元気な子かあ。


　西園寺さんみたいに、男気があって格好いい有能弁護士に褒ほめられたら、オレも嬉しい。


「父さん、母さん、西園寺さんのところで働いてもいい？」


「それはいいけど……住み込みなのよ。普ふ通つうのバイトとは違うのよ」


　母さんはやっぱりオレのことが心配なんだろうな。オレはもう高校生だし、大たい概がいのことは一人でできるのに。


「うん。頑がん張ばって働く。元々、五百万はオレのせいなんだし、オレが働くべきだって思う。それに、西園寺さんみたいな立派な人のところで働けるのは嬉しいし」


　オレの言葉に、西園寺さんはにっこり笑う。


「この辺りは、あのヤクザ達の縄なわ張ばりですし、恵太君は離れていたほうが安全です」


　この一言で、父さんも母さんも、オレが西園寺さんの家で働くことに賛成することになった。


「では、明日、五百万を持って、組事務所を訪ねます。その際、領収書と、こちらに近づかないという念書をもらってきましょう。そして、その足でこちらにお伺うかがいするということで。恵太君の雇こ用よう契けい約やく書も持って参りますので、ご確かく認にん願います」


「はい。よろしくお願いします。……それで、恵太はいつからそちらへ……」


　西園寺さんはこっちをちらっと見た。


「いつからでもいいですが……。恵太君、明日からどうですか？」


「明日から……」


　いきなりだが、どうせ行くのなら、早いほうがいい。そうして、早くお金を返すんだ。


「判りました。明日からお願いします！」


　オレは西園寺さんに深々と頭を下げた。








　翌日、学校から帰ると、西園寺さんがオレの家で待っていた。


　もうすべてが片付いていて、父さんも母さんもホッとしているみたいだった。なんかもう、西園寺さんって、我が家の救世主だよ。


　昨日、西園寺さんのことを母さんに聞いたんだけど、実はすごく有名な人らしい。まだ若いのに、数々の難事件を担当し、無罪を勝ち取ってきた腕うでのいい弁護士として……。それから、テレビの法律相談コーナーにいつも出ていて、法ほう曹そう界の若きプリンスと呼ばれているんだって。


　まあ、上品で端たん整せいな容姿の持ち主だし、貴公子然としているから、プリンスと呼ばれても違い和わ感かんないよな。


　父さんは五百万の借用書を書き、雇用契約書に印いん鑑かんを押していた。でも、なんか大げさな気がするよね。雇用契約書なんて。


　契約によると、仕事内容は西園寺さんの身の回りの世話で、住み込みのための光熱費や食費は西園寺さんの負担らしい。そして、月給は十万。学校にいる時間には働かないわけだから、けっこう高額のようだが、西園寺さんの都合に合わせて、深夜でも仕事をしてもらうことがあるからだという説明だった。そして、もちろんその給料は全額、西園寺さんへの返済に充あてる予定だ。


　つまり、五百万円を完済するためには、四年二ヵ月かかることになる。


「母さん達もなるべく節約して、お金を西園寺さんに返していくね。そうしたら、早く帰ってこられるから。それまで頑張るのよ」


　母さんに涙なみだながらにそう言われると、まるでオレは借金のカタに女じよ郎ろう部屋にでも売られる江え戸ど時代の町娘むすめみたいじゃないか。


　いくら五百万返済のためとはいえ、西園寺さんは優やさしい人だ。そんなひどい目に遭あったりしないよ。


　オレは苦笑しながら、母さんに言った。


「大だい丈じよう夫ぶだよ。これでも小学生の頃ころからずっと母さんの手伝いをしてきたんだ。トイレ掃そう除じだって、なんだってできるから」


　もちろん料理も作れる。片付けも洗せん濯たくも、自分でできないことはほとんどないよ。


「では、行こうか、恵太君」


　オレは西園寺さんの車の助手席に乗せられた。


　なんか車内がすごく広々としているんだけど、けっこうハイクラスな車なのかな。


　荷物は本当に身の回りのものだけだ。遊びにいくわけじゃないから、なんだか落ち着かない。だけど、心細そうにしていたら、父さんや母さんに心配をかける。オレは精せい一いつ杯ぱい、元気なふりをして、二人に手を振ふった。


「じゃ、行ってくるね」


「身体に気をつけてね。たまには電話するのよ。勉強もちゃんとしてね」


　母さんは最後までオレを心配しどおしだ。


　車がスタートすると、オレはふと、もう一生、家に戻もどれないような気がした。


　いや、そんなはずはない。状じよう況きよう的に、西園寺さんに金で買われたような気もするけど、別に奴ど隷れいになるってわけじゃないしさ。


　それに、たまには家に帰れるだろうし、何より五百万払はらってしまえば、必ず帰れる。


「恵太君、身体は丈夫なほうかな？」


　物思いにふけっていたところに、急に話しかけられてビックリする。


「はい。少々の風か邪ぜでは寝ね込こんだりしません」


「そうか……それなら都合がいい」


　都合がいい？　変な言葉の使い方をする人だな。そりゃあ、病気がちだったら雇やとうほうとしては困るだろうが、都合がいいって言い方はあんまりしないんじゃないだろうか。


「あの……西園寺さんはオレのこと、あんまり知らないと思うんですが、簡単に雇ったりして大丈夫なんですか？　本当はすごーく性格悪いかもしれませんよ」


　オレがそう言うと、西園寺さんはクスッと笑った。


「君はそんなふうには見えない。女の子を助けるためにヤクザに突つっ込んでいく勇気を持った子だ。君なら、絶対、与あたえられた仕事を責任感を持ってやってくれるだろうと期待してるよ」


「勇気っていうか、考えなしなんでしょうけどね」


　でも、西園寺さんにそう言われたからには、しっかり働かないといけないな。もちろん、そんなふうに言われなくても、誠心誠意、ちゃんと働くつもりだったけどさ。


「ところで、君は高校二年……だったかな？」


「はい、この春、進級したばかりです」


「十六歳？」


「七月に誕生日があるから、すぐに十七歳になります」


「ほう。それはいい。あまり小さい子だと、いろいろ困ることになるしね」


「……は？」


　何がいいんだろう。深夜に働かせることもあると言っていたから、そういう意味で、あまり若くないほうがいいのかもしれなかった。


「来年の夏休みには車の免めん許きよを取りなさい。費用は出してあげよう。私の運転手代わりになってもらうときがあるかもしれないから」


「はい……」


　高三の夏休みといえば、受験勉強の追い込み時期だ。とはいえ、借金がある状態で、大学なんか行ってる場合じゃないよな。


　いや、そんなこと考えて、今から憂ゆう鬱うつになってる場合じゃない。オレはこれからしっかり働かないといけないんだから。月給十万を払うだけの価値がある仕事をしないと。


　車はやがて、大きなお屋や敷しきの前に着いた。


「あの……ここですか？」


　オレは門の前の表札を何度も見てしまった。


　どう見直してみても『ＳＡＩＯＮＪＩ』と書いてある。


「そうだよ。他ほかの家に連れてきても仕方がないだろう？」


「それはそうですけど、西園寺さんは一人暮らしじゃなかったんですか？」


「そんなこと言ったかな」


　言ってない。言ってないけど、独身だから不自由だとか言ったんだ。こんなお屋敷に一人で住んでる……わけはないよな。どう考えても。


　西園寺さんがリモコンで操作すると、門が開き、車は敷しき地ち内へと入っていく。そうして、他に何台も車が置いてある大きなガレージに停とまった。


　オレは荷物を抱かかえて車から降りる。


　うわっ、この隣となりに停まってる車って、外車だ。オレはあんまり車種には詳くわしくないけど、左ハンドルなら外車のはずだ。弁護士だし五百万をポイと出せる人だから、金持ちだろうとは思っていたが、このお屋敷にこの車……。これほどまでとは思ってなくて、オレはビックリした。


　なんか、大変なところに来たみたいだ。オレ、この家で何をすればいいんだろう。ここに来るまでは、西園寺さんはマンションに住んでるんだろうと思っていたし、普ふ通つうに炊すい事じだの洗濯だの掃除だのの雑用をすればいいと思っていたんだ。


　それなのに……。


　オレ、本当にここで掃除なんかするの？　普通、こういう大きなお屋敷では家政婦さんとかがいるよね。


「瑛一様、お帰りなさいませ」


　たぶん家政婦の人だと思うけど、車の音を聞きつけたのか、愛想のいい中年の女の人が玄げん関かんのドアを開けて、西園寺さんに挨あい拶さつをした。


「ただいま、寺てら田ださん。誰だれか帰ってる？」


「旦だん那な様も奥様もまだお帰りになっていません」


「そうだな。今日はいつもより早く帰ったから……まだだろうね」


　寺田さんはオレのほうにちらっと目をやった。すかさず、西園寺さんがそれに気づいて、オレの紹しよう介かいをした。


「ああ、この子は芦川恵太君。しばらくうちで働くことになったんだ。私の身の回りの世話や離はなれの掃除なんかはこの子がやってくれることになるから」


　オレは寺田さんにできるだけ丁てい寧ねいに挨拶をした。そしたら、笑顔で挨拶を返してくれて、ちょっとホッとする。いや、一応、使用人仲間ってことになるんだしさ。嫌きらわれたら困るよ。


「お食事はどうなさいますか？」


「ああ、用意ができたら呼んでくれ。それと、彼の分もよろしく」


「はい、かしこまりました」


　靴くつを脱ぬいで上がったものの、玄関が広くて、うちみたいに靴が脱ぎっぱなしとかじゃないみたいで、オレは自分の靴をどこに置いたらいいのか迷った。


「いいんですよ、私が仕し舞まいますから」


　寺田さんはニコニコしながらオレの肩かたに手をかけて、西園寺さんのほうに押しやった。


「えっ、でも、自分のことは自分でしなくちゃ……」


「これは私の仕事ですから。恵太さんは恵太さんの仕事をなさってください」


　そういえば、オレの仕事は西園寺さんの身の回りの世話をすることだった。それはオレが思っていたような家事とかではないみたいだ。具体的に何をすればいいのかさっぱり判らないけど、ここでグズグズして、西園寺さんを待たせちゃいけないってことは確かだ。


「早く来なさい。君は私が帰ってきたら、私に常につき従うこと。もちろん私の命令は絶対だ」


「はい……！」


　オレはあわてて西園寺さんのほうに駆かけ寄った。


　なんだか、西園寺さんの厳しい言葉を初めて聞いて、ちょっとショックだ。いや、オレは仕事でここに来たんだから、そんな甘いことは言ってられないな。


　西園寺さんの言うことは、確かにオレにとって絶対なんだから。


「すみません。オレ、こんな大きな家に来たのは初めてで……」


　言い訳になるけど、自分の戸と惑まどいをオレは西園寺さんに告げた。


　玄関が広ければ、中だって広い。目の前には幅はばの広い階段があって、階段には上品な柄がらの絨じゆう毯たんが敷しいてあった。


「後で家の中を案内してやろう。私の部屋は離れになっているから、こっちだ」


　西園寺さんはさっき離れの掃そう除じはオレがやるって言ってたな。なるほど、大きな家だから、離れがあるのか。


　離れといっても、ドアで仕切られていて、そこから先はまるで別の家みたいになっている。違ちがうのは、すでに靴を脱いでいることくらいか。二世帯住宅みたいな感じと思ってしまったのは、リビングだの対面式キッチンだのが目の前に広がっていたからだ。


「えーと、なんでキッチンがあるんですか？　西園寺さんが料理をするとか？」


「まさか。ただの飾かざりのようなものだ。たまにコーヒーなんかを飲むのに使う」


　飾りのためにキッチンをつけているのか……。お金持ちの考えてることは判らない。うちのキッチンよりはるかに立派で綺き麗れいだったが、まったく使われてはいないようだった。


　リビングにはどっしりとしたソファがあって、その横には洋酒が並んでいるサイドボード、それから正面には画面の大きなテレビが壁かべに埋うめ込まれるような感じで設置されていた。


　そして、リビングの脇わきには階段があり、二階へと続いている。


　そ、そうか。離れといっても、二階建てなんだ。


　西園寺さんが階段を上るから、オレもついていくと、上は書しよ斎さいとベッドルームに分かれていた。もちろんどっちも広くて、オレはもうめずらしくてキョロキョロしてしまった。


「荷物はこっちに置きなさい」


　オレは手にしていた荷物を西園寺さんが指定した場所に置いた。


「あ、そういえば、オレ、どこで寝ねればいいんでしょう」


「リビングの手前のほうに、使っていないメイドルームがある。そこを君にあげよう。まだベッドは手配していないから、今日はとりあえずここに寝るといい」


「……ここって？　あ、ここですね」


　オレはベッドルームにあるゆったりとしたソファを指さした。


「違う。ベッドだ」


「えっ、でも、西園寺さんはどこに寝るんですか？」


「もちろんベッドだ」


　そりゃあ、広いベッドだけど、オレは西園寺さんと一いつ緒しよに寝たくないよ。親しいならともかくとして、知り合って間もないし。


「オレ、ソファで寝ますから。西園寺さんも一人のほうがよく眠ねむれるでしょう？」


「……君は何か勘かん違ちがいしているな」


　突とつ然ぜん、西園寺さんにそう言われて、オレは意味が判らず首をかしげる。


「どういう意味ですか？」


　西園寺さんはオレの不思議そうな顔を見ると、ふっと笑った。そうして、オレの両肩に手をかけ、オレの顔を覗のぞき込むようにして言う。


「つまり、君は自分に自由意思があると勘違いしている。しかし残念ながら、この家の中で、君には自由なんかない。私の奴ど隷れいなんだからね」


「奴隷って……」


　オレは絶句してしまった。


　この人って……この人って……。


　いい人じゃなかったの？


　一人で組事務所に乗り込む勇気のある人で、格好いい有能な弁護士で、五百万を無利子で貸してくれた上に、返済のための手立ても調ととのえてくれた優しい人だと思っていたのに。


「オレは奴隷なんですかっ？」


　ビックリしすぎて、声が裏返っていた。


「そうだ」


　ごく当たり前のことのように言われて、オレの頭は混乱した。だって、奴隷なんて、いつ誰がなったって言うんだよ。雇こ用よう契けい約やく書にはそんなこと、一言だって書いてなかったし、今の世の中、奴隷なんてあるわけないだろう。


「オレは西園寺さんに雇やとわれて、給料で借金を返済する約束はしましたけど、奴隷になる約束なんてしてません！」


「奴隷という言葉が悪ければ、こう言おう。君は住み込みでここで働くわけだ。雇い主は私。使用人は職場で雇こ用よう主の言うことを聞くものだろう？」


「それはそうですけど……」


　西園寺さんの言い方は、なんだか引っかかる。雇われている人みんなが、雇ってる人の奴隷ってわけじゃないはずだ。確かに借金のカタに取られたって気がちょっとだけしていたのは事実だけど、それはそれだ。オレは普ふ通つうに働くつもりでいたのに、西園寺さんはオレを奴隷だと見なしてるってことだろうか。自由意思も認めないほどに。


「まあ、奴隷といっても、私は優やさしいからね」


　西園寺さんは打って変わって、言葉どおりに優しい口調になる。


「明日は休みだし、一緒に家具を見に行こう。君の部屋に似合うものを買ってあげよう」


「えっ、家具なら……一応、うちにもありますし、別に買わなくてもいいですよ。必要なものはうちから送ってもらいますから」


　途と端たんに、西園寺さんは眉まゆをひそめて、オレの肩から手を離した。


「……だから、君には自由意思はないんだ！　ただ私の言うことを聞いていればいい。私の言葉に楯たて突つくことだけは許さない」


　苛いら立だたしげに言われて、オレはまたもや黙だまることになった。


　でも……。


　買ってあげるって言われても、素す直なおにありがとうなんて言えない。この話には絶対、裏があるよ。オレを奴隷だと思ってるなら、なおさら、家具なんて好意で買ってくれるはずがない。


つまり、西園寺さんはオレを騙だまそうとしているんだ。


　オレは顔を上げ、西園寺さんにはっきりと言った。


「家具の代金を請せい求きゆうされたら困りますから。それよりは、家から送ってもらったほうがいい。ベッドだって机だって本ほん棚だなだって、うちにちゃんとあるし」


「私の都合で買うのだから、君に代金を請求なんかしない。家具を揃そろえるのは……まあ、ここまで言うのは失礼かと思って言わなかったが、君の家にある家具が私の家にふさわしいとは思えないからだ」


　う……。確かに。


　オレの机は、小学校に入るときに買ってもらった机だ。ベッドだって、パイプベッドだし、このお屋や敷しきの雰ふん囲い気きには全然似つかわしくない。もっとも、オレの部屋なんだから、別にどんな家具が入っていても、ドアを開けさえしなければ構わないだろうとも思うんだけどさ。


　それじゃ嫌いやだと、西園寺さんが言うのなら、オレはもう文句を言わないことにした。代金がオレ持ちでなければ、どうでもいいや。


「判りました。……じゃあ、お願いします」


　オレが折れると、西園寺さんはまたにっこりと笑った。


　そうだ。オレの雇い主は西園寺さんなんだから、わざわざ西園寺さんの機き嫌げんを悪くさせることはないよな。もちろん、オレは奴隷なんかじゃないけどね。








　その後、オレは西園寺さんに家の中を案内してもらって、一緒に夕食を摂とった。やたらと大きいダイニングテーブルなのに、食べているのはオレと西園寺さんだけで、しかもシーンとしてるから、食欲が湧わかなくて困る。


　いや、残すのは失礼だから、全部食べるよ。でも、やたらとフォークだのナイフだのがあるから、どれを使っていいのか判らないし、こんな生活が毎日続くのかな。


「あの……西園寺さん」


　そっと声をかけると、西園寺さんはオレに目を向けた。


「どのフォークを使っていいのか判らないのか？」


　さっきオレが迷っていたのを見てたんだな。


「いや、そうじゃなくて。西園寺さんの家族って、お父さんとお母さんだけなんですか？」


「……そうだ。両親は仕事でまだ帰ってこないから、君のことは明日紹しよう介かいしよう」


　兄弟はいないのか。オレも一人っ子だし、同じなんだな。うちは夕方から忙いそがしいから、夕食はいつもポツンと一人で食べていた。一人で食事をして、一人で風ふ呂ろに入って……。


　高校に入ってから、店を手伝い始めて、そういう淋さびしさはなくなったけど、オレみたいな子供時代を西園寺さんも過ごしたんだろうかと思ったら、少し親近感が湧いてきた。


「西園寺さんのご両親はどんなお仕事してるんですか？　やっぱり、弁護士？」


「父はね。母は女優だよ」


「えっ……女優って、あの、テレビとかに出てる？」


「そうだ。椿つばき佳か奈な子こって言うんだけど」


「あ、知ってます！　美人女優で有名な……」


　もちろん歳としはそれなりだけど、今でも昔の華はなやかな美び貌ぼうは衰おとろえていない。しっとりした大人の女性という感じで、そう言われてみれば、西園寺さんの顔とよく似ていた。


「すごいですね。お母さんが女優だなんて」


「別にすごくない。私にとってはそれが当たり前なんだ。生まれたときから、母は女優だったんだから」


　それはそうなんだけど、普通に考えたら、身内に女優がいる確率は低い。まして、お母さんだし、美人女優となったら、さらに確率は低いと思うんだ。


　でも……。


　それで、西園寺さんが子供の頃ころ、淋しい思いをしていたとしたら、お母さんが女優でもあまり喜べないのかもしれないな。


「西園寺さんはどうして弁護士になろうと思ったんですか？」


「……その『西園寺さん』だけど。君はうちに住み込みで働くわけだから、父や母の前でも西園寺と呼ばれると、紛まぎらわしい」


　でも、西園寺さんって呼ぶ以外、なんて呼べばいいんだろう。西園寺さんの名前って、瑛一だったっけ。


「えーと、瑛一さんって呼べばいいんですか？」


　とりあえず下の名前で呼んでみたオレだったが、西園寺さんは何な故ぜかニヤリと笑った。


「君は私と対等な立場というわけではない。瑛一様と呼びなさい」


　瑛一様……って……。


　なんか、思いっきり見下されてる感じだ。だけど、オレが好きな呼び方で呼べるわけはない。奴ど隷れいではないけど、使用人なのは確かだと思うから。


「瑛一様……」


　オレは嫌々ながらそう呼んだ。


「よし。それでいい。で、私が弁護士になった理由なんか聞いて、どうするつもりなんだ？」


「えっ、どうするつもりもないけど、なんとなく……。顔はお母さん似みたいだし、どうして俳優にならなかったのかなって思っただけです」


「西園寺家の長男は代々、弁護士なんだ。私で五代目」


「五代目……」


　ということは、由ゆい緒しよ正しい弁護士家系だったんだな。西園寺……いや、瑛一さん（心の中でまで様付けするのは嫌だ）は自分の意志じゃなく弁護士になったんだろうか。


「私にはこの仕事が性しように合っているし、強制的にならされたわけじゃないけどね」


　そう言うと、瑛一さんは楽しげにオレを見つめた。


　確かに、瑛一さんのあの弁護士ぶりは、天職みたいに見えたな。それこそ、ものすごくいい弁護士みたいに。


　食事が終わり、オレはまた瑛一さんについて、離はなれに向かう。そうして、瑛一さんの指示どおりに動く。


　といっても、テレビをつけろとか、お茶を出せとか、風呂に入るから支し度たくをしろとか、その程度のことなんだけどさ。


　それから、瑛一さんはしばらく書しよ斎さいにこもるというので、その間、オレは風呂に入らせてもらって、リビングで学校の勉強をする。あまり勉強なんか好きじゃないけど、例の組長の息子むすこのことでいろいろ悩なやんでいたから、勉強どころじゃなかったんだ。それを取り戻もどしておかないと、テスト前に困るからね。


　時々、二階からコーヒーを持ってこいという声がかかったりして、オレはキッチンのコーヒーメーカーで作り、持っていく。


　瑛一さんの身の回りの世話って、こういうことなのかな。ずっとこれなら、けっこう楽じゃないか。だって、昼間は仕事だろうし、朝と夜だけのことだろう？　ここで食事を作れと言われればできるけど、わざわざオレに料理させるより、ちゃんと家政婦さんがいるわけだし。後はここの掃そう除じくらいか……。


　でも、こんなことのために、オレを月十万も出して雇やとうなんて変だよな。


　そんなことを考えているうちに、もう夜中だ。オレはだんだん眠ねむくなってきて、ソファで横になって、うつらうつらする。


「恵太、起きなさい」


　肩かたを揺ゆさぶられて、ハッと目を覚ます。


　一いつ瞬しゆん、ここがどこなのか判らなくて、辺りを見回した。……そうだ。ここは瑛一さんの家なんだった。そして、オレはここで雇われているんだ。


「すみません。コーヒーですか？」


　オレは目を擦こすりながら立ち上がった。


「いや……。もう寝ねるから、こっちに来なさい」


　そういえば、オレは何故か瑛一さんと一いつ緒しよのベッドで寝ることになったんだったな。瑛一さんの後をついて、階段を上り、ベッドルームに入る。


　ほの暗い明かりがつき、急にまた眠ねむ気けを催もよおしてきた。


「オレ、本当にここで寝ていいんですか？」


「ああ。それが君の仕事だからね」


「は……？」


　どういう意味なんだろう。このベッドで寝るのが仕事って……まさか瑛一さんって、一人で寝るのが怖こわい……とか。


　いや、いい歳をした男がそんな馬ば鹿かな。


「よく判らないけど……おやすみなさい」


　オレはもぞもぞとベッドに入ると、瑛一さんがその横に滑すべり込んでくる。


　広いベッドのはずなのに、瑛一さんの身体からだがぴったりとくっついてきた。


　あったかい……。


　オレは遠い昔、母さんと一緒の布ふ団とんに入って寝ていた頃のことを思い出した。添そい寝っていうのかな。母さんの温ぬくもりがあれば、オレはなんの不安もなく眠れていたっけ……。


　普ふ通つうだったら、男同士でこんなにくっついて寝るのは気持ち悪いと思うところだけど、もう眠いから、どうでもいい。オレはすぐさま眠りに落ちた。


　が、瑛一さんに鼻をつままれて邪じや魔まされる。


「何するんですか……」


「馬鹿だな。君は仕事を済ませてないのに寝るつもりなのか？」


　オレは瑛一さんの言う意味が判らず、まばたきをして、瑛一さんの顔を見つめた。


「あの……仕事って、なんですか？　まさか寝ずの番をしろとか？」


「君はなんにも判ってないんだな」


　瑛一さんの手がオレの顎あごにかかる。


　気がつくと、瑛一さんはオレの身体の上に乗っていた。そして、顔がすぐ目の前にあるんだ。


「重いんですけど……」


「身体の重みなんて、すぐに気にならなくなる。仕事をしているうちにね」


　瑛一さんは少し笑うと、さらに顔を近づけてきた。


　と思ったら、唇くちびるが何か柔やわらかいものに塞ふさがれていた。


　えっ……。


　ちょっと……待ってよ。


　オレはボンヤリしていた頭が次し第だいにはっきりしてきた。今、オレの唇に触ふれているのは、どう考えても瑛一さんの唇じゃないかな。


　夢でも見てるのかって思ったくらい、オレは驚おどろいた。だって、これじゃ瑛一さんにオレがキスされてるってことじゃないか。


　だけど、どうやらこれは夢の世界ではないし、現実のことなんだ。


　でも、何故、瑛一さんはオレにキスしてるんだろう。とにかく、この状じよう況きようから逃のがれようと、オレは首を振ふった。


「やっ……ん……」


　だが、両頰ほおを押さえられて、すぐにまたキスをされる。というか、口を開けた拍ひよう子しに、中に瑛一さんの舌が入り込んでいた。


　噓うそ……噓だ。


　キスされてることも信じられないが、こうして舌が触れ合っていることはもっと信じられない。だって、オレと瑛一さんは男同士だ。普通はキスなんてしないよな。


　オレは強ごう引いんに舌を搦からめ捕とられていた。


　嫌いやだ、こんなの。


　口の中を蹂じゆう躙りんされていたが、しばらくして、瑛一さんは唇を離す。


「身体の力を抜ぬきなさい。そんなに緊きん張ちようしていたら、君だって楽しめないだろう？」


「オレは……楽しむ気なんかないですよ。瑛一さん、どうしてこんなこと、するんですかっ？」


「『瑛一さん』？」


　そう言われて、『様』をつけてなかったことに気がついた。


「瑛一様！」


　オレはヤケクソになって、そう呼んだ。瑛一さんは満足そうにうなずいて、オレの唇を親指で撫なでた。


　何故だか、寒くもないのに、一瞬、身体がゾクッとする。


「君は私の身の回りの世話をしに来たんだろう？　私の家にはすでに家政婦がいる。まさか、君はお茶を出したり、掃除をするだけで、月十万をもらえるとでも思っていたのか？」


　もちろんそれだと、ものすごく時給が高いことになる。オレだって、それじゃあまりに楽すぎるとは思っていたよ。でも、それは瑛一さんのほうから言い出したことだから……。


「いや、だって……普通、身の回りの世話って言ったら……。ああ、じゃあ、オレ、一階のキッチンで料理しますよ。瑛一さん……いや、瑛一様の好きな料理、なんでも言ってください。オレ、頑がん張ばって作りますから！」


　瑛一さんはオレの言葉を馬鹿にしたように鼻で笑った。


「私の身の回りで不自由していることと言ったら、何か判るかな？　私は独身なんだよ……」


　意味ありげに腰こしを撫でられて、オレはハッと気づいた。


　独身で不自由って……そっちのほうかよ！


「オレ、男です！　それに、瑛一様なら女の人にモテモテでしょうっ？　だって、すっごく格好いいし！　お金持ちだし、弁護士だし！　よりどりみどりじゃん！」


　オレは力を込こめて、瑛一さんをヨイショした。でないと、なしくずしにオレが瑛一さんの餌え食じきになりそうだったからだ。


「女性は機き嫌げんを取るのが面めん倒どうだからね。その点、君は私の奴ど隷れいだから、機嫌なんて取る必要はない。私の欲望のままに抱だけるというわけだ」


「そんな……！　オレはそんな契けい約やくしてません！」


　何が奴隷だよっ。オレがどうして瑛一さんの欲望のままに抱かれなきゃいけないんだ。これじゃ、あの組長の息子に言い寄られているのと同じこと……いや、それ以下だ。少なくとも、あいつはオレを口説いていたし。


「したよ。私の身の回りの世話、だろう？」


　瑛一さんは顔を近づけてくる。オレは必死で腕うでを突つっ張って、瑛一さんの顔を近づけさせないようにした。


　男とのキスなんて、一度で充じゆう分ぶんだよ。


「オレはまだ高校生なんですよっ。それに……これじゃセクハラだ！　訴うつたえますからねっ」


「ほう。セクハラで訴える？　では、訴えてみたまえ」


　瑛一さんはニヤリと笑う。


　法律の専門家がそんな自信ありげにしてるってことは、訴えても勝ち目がないってことだろうか。でも、でもっ、やっぱりこれは変だと思うんだ。身の回りの世話がエッチのことだなんて、誰だれも思わないし。しかも、オレは高校生なんだ。


　やっぱり非は瑛一さん側にあると思うんだけど。


「で、五百万の借金はどうする気かな？　返すアテはあるんだろうね？」


　う……。痛いところを突かれて、オレはつい腕の力を緩ゆるめてしまった。


　唇が再び触れる。


　オレ、二度も男にキスされちゃったよーっ。


　口の中を蹂躙されたが、瑛一さんはふと顔を上げると言った。


「もしかして、キスは初めて？」


「初めてで悪いのかよ！」


　オレは涙なみだ目めになりながら瑛一さんをにらんだ。


「悪くはないよ。だが、あまりに反応がないのも、つまらなくて」


　瑛一さんはオレの唇を指で撫でた。


　また、さっきみたいに、身体がゾクッとしてくる。


「ほう……」


　オレの表情を眺ながめていた瑛一さんは何かに感心したような声を出した。


「じゃあ、少し練習しようか」


　練習って、なんの？　もしかしてキスの練習とか。


　瑛一さんはオレの口の中にいきなり人差し指を突っ込んできた。


「さあ、これを舐なめなさい」


　なんでこんなことをしなきゃならないんだと思ったけど、瑛一さんの有う無むを言わせないような態度に、オレは仕方なくその指を舐めてみた。


　赤あかん坊ぼうの頃ころなら指もしゃぶったかもしれないけど、高校生になってこんな真ま似ねをする羽目になろうとは思わなかった。しかも、他人の指を。


　ああ、あの五百万の借金さえなければ……。


　そう思いながらも、瑛一さんの指を黙だまって舐める自分がなんだか情けない。


「そう。……だんだん上手になってきた」


　瑛一さんは次に中指もオレの口の中に入れてきた。


「ん……」


　指を舐めてるだけなのに、なんだかいやらしいことをしてる気分になってくる。これって、変かな。オレの考えすぎなのかもしれないけど、こう、頭の中がふわふわとしてくるんだ。


　瑛一さんはオレのパジャマのボタンを外していく。もしかして、すごくマズイことになるかも。そう思いつつも、指で口が塞がれていて、抗こう議ぎできない。


　瑛一さんの手がオレの胸をゆっくりと撫でた。


　その手の動きに、オレは何な故ぜだかドキドキしていた。何をされるんだろうという不安もあったけど、それだけじゃないような気もする。


「君の舌、気持ちいいよ。もっと舐めて」


　瑛一さんは指を舐められるのが気持ちいいのか。というか、指って、舐められると気持ちいいものなんだろうか。


　オレには判らない。そんな経験ないから。


　不思議な気持ちになりながらも舐めていると、不意に瑛一さんはオレの乳ち首くびを探さぐり当てて、そこを撫でてきた。


「ん……んっ……」


　なんか嫌だ。そんなところ、撫でないでほしい。


「気持ちいい？」


　オレはかすかに首を横に振ふった。だけど、瑛一さんはそこを撫でながら、ついでのようにオレの胸の中央にキスをしたんだ。


　ドキッ。


　心臓が跳はね上がるような衝しよう撃げきを受けた。


　だって、すごくいやらしいことだ。オレと瑛一さんの間には、別に恋れん愛あい感情も何もない。なのに、そんなことができるなんて……。


　それはオレがこんなふうに指を舐めてるのと同じなのかな。慣れれば、そんなことも平気でできるのか。


　オレには判らない。こんなの、初めてのことだから。


「気持ちよくなっていいんだよ。身体からだが反応するままに……」


　嫌だ。嫌だ。


　無理やりされてることに、気持ちよくなったりしたくない。


　瑛一さんはオレの胸のあちこちにキスをする。そうして、さっき指でいじっていた乳首にもキスをした。


　身体がビクンと震ふるえる。


　何……オレ、感じてるの？


　そんなはずないよ。オレは五百万の借金のために、おとなしくされるままになっているだけで、本当はすごく嫌いやなんだから。


　だけど、オレは何故だか身体が自然と熱くなってくるのを感じた。


　……ダメだ。ここで止まらなきゃ。オレはこんなことで気持ちよくなっちゃダメなんだ。だって、瑛一さんの思うツボになってしまうから。


　それに、気持ちよくなって……それからどうなるんだ。感じちゃったら、合意の上での行こう為いってことになるじゃないか。


　そうじゃない。断じてそうじゃないんだ。


　オレは無理やりされてるんだ。


　突とつ然ぜん、指が口から出ていった。オレはやっと終わりなのかって、一いつ瞬しゆんホッとした。でも、すぐにそれがちっとも安心できることじゃないことに気づく。


　瑛一さんの顔が目の前にあった。


「今やったのと同じようにするんだよ」


「え……」


　唇くちびるがまた塞ふさがれる。そうして、舌がオレの中に入ってきた。


　今やったのと同じようにするってことは……まさか、瑛一さんの舌を舐めろってことなのか。


　オレは気が遠くなった。


　何が悲しくて、他人の指ならまだしも（それも嫌だったけど）、他人の舌なんて舐めなきゃいけないんだよ。


　だけど、催さい促そくするように頰ほおをつつかれて、オレは思い切って、瑛一さんの舌に自分の舌を絡からめた。


　指と違ちがって、舌は柔やわらかい。そんな当たり前のことをオレは思った。


　最初は気持ち悪いって思った。けれども、舐めてるうちに、オレは変な愛情みたいなものが生まれてくるのを感じた。といっても、瑛一さんに対する愛情なんかじゃない。オレが舐めてるものに対しての愛情……みたいなものなんだ。上手うまく表現できないけど。


　舌を絡めているうちに、瑛一さんの舌がオレにとっても馴な染じんだものみたいに思えてくる。そんなはずはないし、それはきっと錯さつ覚かくなんだろう。でも、不思議だけど、こういう触ふれ合いは悪くなかった。


　キスは好きな人とするものって、オレは長い間ずっと思っていたのに。


　こんな会って間もないような人と……しかも同性とでもできるものなんだな。


　キスをされながら、オレは乳首を指でいじられていた。


　気持ちいい……。


　オレは泣きたい気分になった。オレは気持ちよくなったりしちゃいけないのに。これは無理やりされてることなんだってば。


　こうして瑛一さんの舌に自分の舌を絡めているのも、命令されているからだ。


　なのに、気持ちよくなったりしたら、自分に対して言い訳が立たない。


　だけど、心の中ではそう思うのに、身体はオレの考えのとおりにはいかない。次し第だいに身体の奥のほうから、熱い何かがせり上がってきそうになる。


　オレはそれを懸けん命めいに抑おさえようとする。でも、上手くいかないんだ。


　どうしよう……。


　やがて、柔らかい舌がオレの口から出ていった。


「気持ちいい？」


　オレの頭の中を見み透すかすように、瑛一さんは尋たずねた。


　本当は瑛一さんの言うとおりだ。だけど、オレはどうしても認めたくなくて、首を横に振った。


「強ごう情じようだね。噓うそをついたって、すぐに判ることなのに」


　瑛一さんはオレの股こ間かんに手を触れた。


　そこは初めての刺し激げきに硬かたくなり始めていた。


「あ……嫌だ。触さわらないで……」


「残念ながら、君の自由意思はないと言っただろう？　君の身体はすでに私のものなんだ」


「違う……！」


　オレはそう叫さけんだけれど、瑛一さんは当たり前のようにそこをパジャマの上からさするんだ。


「や……やめろってば……」


　オレは泣きそうな声で訴うつたえた。


　そんなふうに刺激されると、どうしたって弱い。瑛一さんの手によって、オレのそこはたちまち硬こう度どを増してくる。


「私は優やさしいから、君を痛い目に遭あわせたりしない。それどころか、気持ちよくしてあげるからね」


　そんなの、優しいって言うんだろうか。本当に優しい人なら、こんなことしない。オレのことを奴ど隷れいだなんて言ったりしない。


「ほら、こんなに硬くなった」


　瑛一さんの指先はオレのそこの形を布の上からなぞっていく。


「あ……」


　指が敏びん感かんな部分に触れて、オレは思わず声を上げてしまう。


「ここがイイんだ？」


　オレは首を横に振る。


　瑛一さんはオレの反応にふっと笑った。バレバレだって言いたいのかもしれないけど、どうしてもオレはそれを認めたくなかったんだ。


「やっぱり直接触らないと、よくないのかもしれないね」


「えっ……？」


　瑛一さんはニヤリと笑うと、いきなりオレのパジャマのズボンをずり下げた。ていうか、パジャマと一いつ緒しよに、下着までずり下げられていた。


「わっ、ちょっ……」


　あわててそれを引き上げようとしたが、瑛一さんの手に阻はばまれる。


「ダメだよ。ご主人様の言うことを聞かないと」


「誰だれがご主人様なんだよっ！」


「私に決まってるじゃないか。他ほかに君の主人はいないはずだから」


　いつからオレに主人なんてものができたんだよ。いや、瑛一さんはもうオレのことを自分の奴隷だと決めているし、オレがいくらそうじゃないと言っても聞いてくれそうにない。


　実際、あの借金のことがあるから、オレもそんなに強く出られないし。


　奴隷……なんかじゃないはずなんだけどなあ。


　瑛一さんはパジャマと下着をさっさとオレの足首から抜ぬいてしまった。


　下半身裸はだかで、上半身だって裸同然だ。何が悲しくて、オレはこんな格好をさせられなきゃいけないんだろう。しかも、大事なところは勃ぼつ起きしてるし。


　瑛一さんは改めてオレの勃たち上がっている部分をまじまじと眺ながめる。


「そんなに見なくてもいいじゃないか……」


「見ようが見まいが、すべて私の勝手だ。君にとやかく言われる筋合いはない」


「オレの身体からだなのに？」


「そう。君は私のものだと言っただろう？　何度も同じことを言わせないでほしいな」


　だって、そんなこと、オレは承知してないのに。瑛一さんが勝手に決めているだけで、オレはやっぱり身体まで捧ささげるつもりなんてない。


　ああ、でも五百万……。


　オレはどうしたらいいんだろう。このままだと、とんでもないことになりそうだ。


　瑛一さんはオレの足をスッと撫なでる。


「あ……」


　普ふ通つう、素す足あしをそんなふうに撫でられることなんてない。というか、男の足なんか、誰が撫でるんだよ。


　瑛一さんはオレの表情を見てニヤリと笑い、それから身を屈かがめると、チュッと音を立てて膝ひざにキスをしたんだ。


　ビクンと足が震ふるえた。


　足にキス……なんて。きっとわざとだ。オレが感じると思って、わざとキスしたんだろう。そんな手にやすやすと乗るもんか。


　だけど、唇をそのまま滑すべらせていく瑛一さんに、オレはドキッとしてしまった。


　膝から太ふと腿もも。それから腰こし。


　身体が震える。


「嫌いやだ……嫌だっ」


「どうして？　気持ちいいのは嫌？」


　そうだ。気持ちよくなるのが嫌なんだ。これ以上の醜しゆう態たいは晒さらしたくない。


　オレは何度もうなずいた。


「可哀かわい想そうに……。でも、そういう可哀想な君をいたぶってみたいと私は思うんだよ」


「そんな……ああっ」


　瑛一さんはオレの太腿の内側にキスをした。


　微び妙みような刺激に、もう身み悶もだえてしまう。だって、オレが一番感じる場所にものすごく近いから。


　感じたくはないと思うのに、いろいろ刺激をされると我が慢まんができなくなる。瑛一さんがオレを奴隷のように好きにしたいと思ってるのは仕方ないかもしれないけど、オレまでそれに付き合うことはないと思うんだ。


　オレは……瑛一さんとエッチなんかしたくない。だから、オレの身体だって、オレの考えと同じように感じてほしくない。このままじゃ、すべて瑛一さんの思うとおりになってしまう。


　それはどうしても嫌だった。


　オレはただ、ここに働きにきたのに。なんで、こんなこと……。


「もう……嫌だ！　こんなの……」


　オレはどうしても耐たえ切れず、身体を起こしてベッドから逃にげ出そうとした。だが、瑛一さんは素早くオレの腰をつかんで、元の位置に引きずり戻もどす。


「ダメだよ。逃げたって、君は私から逃のがれられない」


「だって……！」


「そんなに私が嫌？」


　顔をくっつけるようにして訊きかれて、嫌だとは言いづらい。


「そ、そういうわけじゃないけど……」


　曖あい昧まいな言葉でオレは口ごもる。


　オレは瑛一さん個人に対して、それほど嫌きらいという意識はないんだ。「なんて奴やつ」とは思うから、好きでないのは確かだけど、面と向かって嫌いと言うほどでもない。


「そう。よかった」


　瑛一さんはちょっと笑うと、オレの両足を抱かかえ上げた。


「な……何っ？」


「これからいいことをしてあげよう」


「わっ……瑛一さん！」


　オレはビックリして目を瞠みはった。瑛一さんがオレの大事な部分にキスをしていたからだ。


　しばしオレは呆ぼう然ぜんとして、それを見つめていた。とても信じられない光景で、自分の身体に直接その感かん触しよくが感じられても、オレは身動きすらできなかった。


「や……やめてください……っ」


　オレは情けないことに泣き声になりながら訴えた。が、瑛一さんはわざとのように、その部分を口に含ふくんだんだ。


「あ……あぁ……」


　オレは必死で頭を振ふった。快感が這はい上ってくるのを抑おさえたかった。


　でも、オレが一番感じるところに舌が絡からみつき、刺激されて……どうにもならない。逃れようとしても逃れられないし。


　ギュッと目をつぶって、シーツをつかんだ。


「嫌だぁ……ああ……っ」


　身体がガクガクと震える。


　どうしよう。もう制せい御ぎよできないよ。


　頭が混乱して、わけが判らなくなる。オレはビクビクッと身体を震わせて、いつの間にかイッてしまっていた。


　これが、こんなに気持ちいいなんて……。


　強きよう烈れつな余よ韻いんに浸ひたっていると、いきなりオレは瑛一さんに顎あごをつかまれた。そうして、無理やり唇くちびるを重ねられる。


「ん……んっ」


　口の中に液体が流し込まれる。


　ちょっと待って。これって……。


　吐はき出したいのに、瑛一さんは唇を離はなした後、手でオレの唇を押さえた。


「飲みなさい。君のだろう？」


　そんな無茶苦茶な……。


　オレはもがいていたが、瑛一さんに腕うでをつねられて、驚おどろいた拍ひよう子しについ飲み込んでしまった。


　う……。飲んじゃった。


　あまりのことに、オレは涙なみだ目めで瑛一さんをにらんだ。


「ひどい！」


「どっちがひどいんだ？　人の口の中に出すなんて」


　そう言われれば、そうかもしれない。だけど、オレが嫌がっているのに、瑛一さんが無理にやったことじゃないか。


「まあいい。私は優やさしいから、これで許してあげよう」


　瑛一さんが優しいかどうかはともかくとして、これで許してくれるならありがたい。オレは身体を起こそうとした。


「君は何をしてるんだ？」


「え？　だって、許してくれるんでしょう？」


　瑛一さんはふっと鼻で笑った。


「馬ば鹿かだな、君は。私の口の中に出したことを許してあげようと言ったんだ。これからが楽しい本番なのに、途と中ちゆうでやめるわけがないだろう？」


　そうだったのか。オレの馬鹿。


　というか、そんな本番なんてされたくないよ。


「オレ……やっぱり嫌です」


「なら、五百万はどうする？」


　瑛一さんはやはりそれを持ち出してくる。


「ひどいです。オレと両親を騙だまして……。こんなことされるって判っていたら、オレ、ここで働こうなんて思いませんでした」


　今いま更さらな愚ぐ痴ちだけど、言わずにはいられない。だって、なんとかして本番は避さけたかった。ベッドでこんな格好にさせられて、あまつさえイッておいて、かなり図々しいとも思うけど、元からオレが望んだことではないし。


「私が救わなければ、君はあの男の餌え食じきだった。どうせなら、ヤクザよりは弁護士の私のほうがいいだろう？」


「そんな理り屈くつ……！」


　瑛一さんは手を伸のばすと、オレの髪かみに触ふれた。


「な、何……？」


　急に髪なんか撫なでられて、オレは戸と惑まどった。瑛一さんの言動は、いつも唐とう突とつで、オレには予測がつかない。


「いい子にしていなさい。そうすれば、悪いようにはしない」


「だって……」


　いい子って、結局、瑛一さんは自分の思うとおりにしたいだけなんだ。おとなしくしていれば、瑛一さんの都合はいいだろうけど、オレはそれじゃ嫌いやだ。


　瑛一さんはふと手を伸ばして、ベッドサイドのテーブルの上にあったものを取った。それは液体が入っているボトルで……。


「これはわざわざ君のために用意したんだよ」


「え……？」


　どういう意味だろうと思ったら、いきなりオレは身体からだを裏返しにされた。


「あ、ちょっと……瑛一さん！」


「『瑛一様』だよ。ずいぶん覚えの悪い頭なんだね」


　余計なお世話だ。


　瑛一さんはボトルの液体を手に取った。


「これはね、君の身体を傷つけないようにするためのローションだ」


「あ……やだ」


　オシリの間にヌルヌルした感触を覚える。瑛一さんがそこに触れて、ローションを塗ぬっているんだ。


「ココ……」


　瑛一さんの指は確かに『そこ』を捕とらえていた。


「嫌だ……ぁ」


　オレはもがいたが、瑛一さんは上から押さえつけて、オレを逃のがれられないようにする。そうして、指を中に差し入れていった。


「あぁ……あ……」


　指が入ってる。


　オレはひとりでに涙が零こぼれてきてしまった。


「泣くことはないよ。これから気持ちよくなれるのに」


「気持ちよくなんか……ならない！」


　オレはしゃくり上げながら断言した。


「そうかな？　とりあえず痛くはないだろう？　ほら……」


　指が中でスルスルと動いている。ローションをつけられているから、楽に指が動くんだ。でも、そんなの、ちっとも嬉うれしくない。


　そりゃあ、痛いより痛くないほうがいいけど、そんなことより、オレには指を入れられていることそのものがショックなんだ。


　それが同じ男である瑛一さんに判らないはずはないと思うんだけど。それとも、瑛一さんはこういうの、経験があるとか。


　いや、そんなふうには見えない。瑛一さんは子供の頃ころからいじめっ子体質のような気がするし。もちろん、いじめっ子っぽい人がこういう目に遭あわないとは限らないわけで、本当はどうなのか判らない。


　ていうか、瑛一さんがどうでもオレには関係ないんだ。今のオレの状じよう況きようを、誰だれかどうにかしてくれないだろうか。


　たとえば、瑛一さんが指を入れるだけで満足してくれるとか。


　オレは数少ない望みに賭かけてみた。


「瑛一さん……オレ、やっぱり痛いから……無理です、こんなこと」


　弱々しく訴うつたえてみる。


「おかしいな。もっとローションをつけたほうがいいのかもしれない」


「あ、いや、そうじゃなくて……」


　瑛一さんはオレの話を聞かずに、指を引き抜ぬいて、改めてまたローションをつけていた。そうして、再び中へと指を挿そう入にゆうする。


「あぁっ……なんかさっきと違ちがう」


　指がさっきより太いような……もしかして違う指を入れられたのかな。


「二本入れたからね」


　なんて人だ。こっちが痛いって言ってるのに、ローションはともかくとして、二本入れるなんて、人間のすることじゃないよ。


　それとも、そもそも痛いっていう噓うそがバレてるんだろうか。


「嫌だっ。二本なんて……せめて一本にしてください」


　オレはとりあえずさっきの状態に戻もどしたくて頼たのんでみた。


「嫌だね。我が慢まんしなさい」


　非情な答えをさらっと言うと、瑛一さんはその指を動かした。途と端たんに、身体が電流にでも触れたようにビクンと揺ゆれる。


「あ……ちょっ……あっ」


　なんだろう。これは。


　瑛一さんの指に擦こすられて、オレの中が反応している。いや、中だけじゃない。さっきイッたばかりの場所も一いつ緒しよになって反応してるんだ。


「気持ちいいみたいだね」


「ち……違うっ」


　そうだ。違うんだ。オレの身体は確かに反応しているけど、気持ちいいっていうより、なんか無理やり感じさせられてるような気がする。


　生理的反応っていうかさ。


　なんか変なんだ。


　こんな場所に指を入れられて感じるなんて……。


　信じたくない。絶対に。


「本当は感じてるんだろう？」


「違う……違うっ」


　オレは必死に首を横に振ふる。


　絶対に認めないんだから。これは感じてるんじゃない。


「なかなか強ごう情じようだね。素す直なおに認めればいいのに」


　瑛一さんはふーっと溜ため息いきをついて、指を引き抜いた。


　オレはちょっと助かった気分でホッとする。当然、瑛一さんはこんなことでやめたりはしないんだろうけど、ちょっと小休止って感じなのかなと思って。


　しかし、いきなり後ろから腰こしを引き寄せられ、指ではない何かがそこにあてがわれた。


「あっ……嫌だ」


「あれも嫌だ、これも嫌だ。……そんなことが世の中で通用するはずがないだろう？」


　その部分にグッと力がかかる。


　オレは本能的に逃にげようとするが、それより瑛一さんの腰をつかむ力のほうが強かった。


「入ってくる……そんな……っ」


　徐じよ々じよにそれはオレの中へと侵しん入にゆうしてきた。最初は浅く、それからぐっと深く……。


「あぁ……あ……」


　オレはすがるようにシーツを握にぎりしめた。


「ほら……全部入ったよ。どんな感じ？」


「どんなって……オレは嫌だ。こんなの、嫌だぁ……」


　往おう生じよう際ぎわが悪いかもしれないけど、オレは自分の中に埋うめ込まれたものの存在を否定したくて、泣きながらそう訴えた。


「きっと、すぐに嫌でなくなるよ」


　瑛一さんはそんな無責任なことを言うと、腰を動かした。すると、オレの中にあるものが一緒に動く。


「あ……あっ……やだ」


「嫌いやだなんて言葉は聞き飽あきた。違う言葉で言ってみて」


　そんなこと言ったって、オレは嫌なんだから。違う言葉なんて出てこない。


「あ……やぁ……」


　こんなに嫌なのに。


　身体は指を入れられたときと同じような気持ちよさを感じている。というか、さっきより強い快感がオレの全身を駆かけ巡めぐっていた。


「あん……あっ……」


　声がさっきと違う。自分でも信じられないほど艶つやを帯びた声がオレの口から出ている。しかも、抑おさえようとしても勝手に出てくるんだ。


　どうしよう……。


　なんで、こんなに気持ちいいんだよ。オレは確かに嫌なのに。こんなこと、瑛一さんにされたくないのに。


　気持ちよすぎて、おかしくなりそうだ。こんなに感じたのは、初めてかもしれない。


「……イイんだね？」


　オレは必死で頭を振った。


「そう？　じゃあ、ここはどうしてこんなに硬かたくなっているのかな？」


　不意に、瑛一さんはオレの股こ間かんに手を触ふれた。


「……そ、それは……」


　言い訳できないほど、そこは硬くなってしまっていた。


「いいんだよ。君が感じてくれたら、私も嬉しい」


　瑛一さんはそう言うと、オレのそこを刺し激げきしていく。


「や……やだ……っ」


　そんなことされたら、オレはますます感じてしまう。そうしたら、無理やりされてるんだってことがうやむやになるじゃないか。


　オレはどうしようもなくて、ただシーツをつかんで耐たえるしかなかった。けれども、瑛一さんはオレをどんどん追い上げていくんだ。


「あ……あぁ……あん」


　意識とは別に、身体からだ全体が陶とう酔すい感かんに満たされる。こんなに気持ちいいなら、すべてを投げ出してもいいような気分になってくる。


　たとえ、これが無理やりであろうと、なかろうと。そして、オレが金で買われたような奴ど隷れいであろうと、なかろうと。


　そんなことは、どうだっていいんだ。この圧あつ倒とう的な快感の前には。


　頭が真っ白になるほどに、灼しやく熱ねつの何かが身体の奥から押し上げてくる。


　オレは刺激されるままに、欲望を吐はき出した。


　それと同時に、オレは体内に何かが放出されるのを感じた。


　ひょっとして……。


　中出しされた……？


　オレは眩暈めまいのような余よ韻いんと共に、自分が男でなくなったような気分を味わった。








　翌朝、オレは目が覚めて、自分が裸はだかで寝ねているのに気がついた。


　一いつ瞬しゆん、なんだか判らなくて混乱したオレだったが、すぐに昨日のことを思い出す。瑛一さんはあれからオレがパジャマを着るのを許さず、裸のままベッドで寝るように強制したんだ。


　瑛一さんはちゃんとパジャマを着ていたけどね。


　オレが奴隷だからってことなんだろうか。でも、パジャマくらい着て寝たっていいと思うのにさ。わけ判んないよ。


　そういえば、瑛一さんはどうしたんだろう。確か、一緒のベッドで寝たのに、今はいない。それに、今は何時なんだろう。


　上半身を起こして、オレはベッドサイドにあった時計を見てみた。


　七時半だ……。


　休日の朝に起きるには早い時間かもしれない。けれど、一緒に寝ていたはずの瑛一さんの姿は見えないし、使用人のオレがいつまでも寝ているわけにはいかないだろう。


　オレがベッドから出ようとしたところで、ドアが開いて、バスローブ姿の瑛一さんが入ってきた。


　そこは確かバスルームに通じる洗面所のドアだ。瑛一さんの髪かみは濡ぬれているから、朝から風ふ呂ろに入ったのかな。


「おはよう。というか、君がこんなに遅おそく起きるのはあんまりいいことじゃないんだけどね」


　嫌味な言葉にムッとするが、言われたことに間ま違ちがいはない。瑛一さんの身の回りの世話をするはずのオレが、瑛一さんより遅く起きてどうするんだ。


「すみません……。つい寝過ごしちゃって。瑛一さん……いや、瑛一様も起こしてくれればよかったのに」


　オレが素直に謝ると、瑛一さんはにっこりと笑った。


「まあ、君にとっては、昨夜ゆうべは初夜だったんだし、今朝くらいはゆっくり寝かせておこうと思ったんだよ」


　初夜……か。


　いや、それも間違いじゃないわけだけど、なんとなく違い和わ感かんを覚えた。何が悲しくて、男のオレが瑛一さんと初夜を迎むかえなければならなかったのかと思うとさ。全部、目の前のこいつのせいじゃないか。


　いや、もうあれこれ考えても仕方のないことかもしれない。だって、オレがヤラれちゃった事実はどうしようもないことだし、瑛一さんとはこれからも仕事の相手として、付き合っていかなくてはならないんだ。


　もちろん、やっぱり理り不ふ尽じんだとは思うんだけど。


　瑛一さんは濡れた髪をタオルで拭ふきながら、ソファに腰こし掛かけた。


「よかったら君もシャワーを浴びたら？　スッキリすると思うよ」


「瑛一様は朝にシャワーを浴びる習慣があるんですか？」


　今後の仕事のために一応、訊きいておく。


「朝に走る習慣があるからね。汗あせをかくからシャワーを浴びる。それだけだよ」


「えっ、瑛一様が走るんですか？」


「……どうしてそんな驚おどろくかな。私が走ると変かい？」


「い、いや、そういうわけじゃ……」


　でも、イメージとは全然そぐわない。だって、オレのことを奴ど隷れい扱あつかいして、無理やりエッチするような不健康な精神の持ち主だよ。早朝ジョギングなんて、健康的過ぎるじゃないか。


「まあ、シャワーを浴びるかどうかはともかくとして、もうベッドから出たら？　私は朝からグズグズしてるのは好きじゃないんだ」


「あ、はい！」


　確かにそうだ。とにかく、オレはここに仕事で来ているんだから、ベッドでいつまでもボンヤリしているわけにはいかない。


　ベッドから出たものの、オレは全ぜん裸らだ。思わず大事なところを手で隠かくして、辺りを見回し、自分の衣類を目で探した。


「ここだよ」


　瑛一さんは自分が座っているソファの横にあるパジャマを指差した。


　う……。なんで、よりによってそんなところにあるんだ。


　オレは手で隠しながら、そこに近づいた。


「そんなに隠すことはないだろう？　昨夜、あんなに可愛かわいがってあげたのに」


　だから、隠したいんだよ。恥はずかしいというより、瑛一さんの前で裸でいるなんて危険なことだと思うから。


　ああ、なんでオレが男相手に危険だなんて思わなくちゃならないんだ。


　だけど、それは実際そうなんだから仕方ない。瑛一さんはオレの裸で欲情できるんだよ。恐おそろしいことに。


「そんなに隠されると、興味が出てくるじゃないか」


「あっ……ちょっと……」


　オレは瑛一さんの手につかまってしまった。そうして、膝ひざの上に乗せられる。瑛一さんと同じほうを向いて……ちょうど瑛一さんの膝を椅い子すにしている状態なんだ。


「は……離はなしてくださいよっ」


「ダーメ。ほら、隠さず見せなさい」


　瑛一さんはオレの手を無理やり外す。


　ふと見ると、真正面の壁かべに大きな鏡があって、オレの恥ずかしい姿が映っていた。しかも、瑛一さんはオレの膝の裏に手を当てて、大きく広げるんだ。


「勃たってるね」


　瑛一さんは笑いながら指し摘てきした。


「それは朝だから……」


　単なる生理現象で、別にオレがこんな格好をさせられて感じているわけじゃない。オレは露ろ出しゆつ狂きようなんかじゃないんだから。


「判ってるよ。でも、こんなに可愛く勃ってると、ついいじりたくなるじゃないか」


　瑛一さんはオレのその部分に触ふれた。途と端たんに、オレの身体はビクンと揺ゆれる。


「やっ……やめてくださいよっ」


「どうして？」


　そんなふうに触さわられたら、昨夜のことを思い出してしまう。そうしたら、オレの身体は『朝だから』ではなくて、勝手に暴走していきそうなんだ。


「可愛いね。また舐なめてあげたい気分だ」


「ちょっ……あの、瑛一さん！」


「そうじゃないだろう？　私のことはなんて呼ぶんだった？」


「……『瑛一様』！」


「そう。忘れっぽい君にはお仕置きしなくちゃね」


　指がさらに奥のほうへと触れた。


「やぁ……っ」


　指が入り口というか出口をつついている。なんで朝っぱらから、こんなことをしなくちゃいけないんだろう。


「やだ……ってば」


「そんなふうに泣きそうな声で嫌いやだって言われると、ついもっといじめたくなってくる。昨夜が初めてだから、これ以上はさすがに可哀かわい想そうだとは思うんだけどね」


　そう言いながらも、瑛一さんの指は今にもオレの中に入ってきそうだ。ちょっとでも可哀想だと思うなら、やめてくれればいいのに。


　泣きそうな声で嫌だと言われたら、いじめたくなるなんて……。


　瑛一さんはめちゃめちゃ意地悪な人だ。って、今いま更さらなのか。


「朝からグズグズするのは……嫌なんでしょう？　オレ、シャワー浴びますから……っ」


　オレは泣き声にならないように、なんとか声を振ふり絞しぼって訴うつたえた。


「……まあ、そうだね。朝から君の遊び相手をするほど、私も暇ひまじゃない」


　瑛一さんはやっとオレを膝から下ろしてくれた。


　しかし、遊び相手をしてほしいなんて、オレは頼たのんだ覚えはないし、瑛一さんが勝手にやったことだから、そんなふうに言われるのは理不尽だと思う。


　まあ、もうこの人には何を言っても無む駄だって気がするから、言わないけど。


　オレは下着とパジャマを胸に抱だくと、サッと洗面所に逃にげ込んだ。








　シャワーを浴びて、改めてパジャマを着て洗面所を出ると、もう瑛一さんはいなかった。代わりに置き手紙のようなメモがあって、朝食を食べに母おも屋やのダイニングに行くから、オレも来るようにと書いてあった。


　ううっ。なるべく速くシャワーを浴びたつもりだったのに、出で遅おくれてしまったって感じだ。オレは瑛一さんのお世話をするために来ているから、昨夜のようなことはともかくとして、基本的なことは真ま面じ目めに押さえておきたい。


　なので、朝食の時間に、のこのこ後から現れるなんて、恥ずべき失態だと思う。


　とはいえ、朝食抜ぬきというのもつらいので、恥はじを忍しのんで母屋のほうに出向いた。だけど、テーブルで食事をしていたのは瑛一さんだけだった。


「あの……瑛一様のご両親は……？」


　確か、今日になったら紹しよう介かいしてもらえるはずじゃなかったかな。


「父は趣しゆ味みのゴルフ。母は今日も早くから撮さつ影えいがあるから出ていったよ。一応、私は君のことを伝えておいたけどね」


「昨夜ゆうべも遅おそく帰ってこられたみたいなのに……？」


「うちは遅おそ寝ね早起き家族なんだよ」


　瑛一さんは澄すました顔で言う。


　確かに、瑛一さんも昨夜遅くまで仕事をしていたみたいだし、そのうえ、寝る前にオレにエッチをしていた。それなのに、オレが起きたときには、もうジョギングしてシャワーを浴びていたんだから、本当に遅寝早起きなんだ。


「瑛一様は何時に起きるんですか？　オレもそれに合わせて起きますから」


「君にはキツイと思うよ。夜のオツトメもあるわけだし」


　ゲッ。夜のオツトメってアレのことか。ひょっとして、あれを毎日する気でいるんだろうか。


「でも……それは瑛一様も同じなんだし。雇やとわれている以上、ちゃんと自分の仕事はします。というか、どっちかというと、夜のオツトメのほうをやめたいんですけど」


「それはダメだね」


　あっさりと言われて、ガックリとくる。まあ、瑛一さんって人は、そういう人なんだろうな。まだ会って間もなくて、よく判らないけど、そんな気がした。


　食事が終わった後、オレは掃そう除じと洗せん濯たくをした。といっても、掃除は別べつ棟むねのところだけ、洗濯はオレと瑛一さんの分だけだった。でも、シーツなんかも汚よごれていたから、それも洗うと、けっこう時間がかかったんだ。


　その間、瑛一さんは書しよ斎さいで仕事をしていた。やっぱり弁護士って、いろいろ大変なんだろうね。オレには想像もできないけどさ。


　そうして、午後からはデパートに出かけた。


　オレの部屋の家具なんかの買い物だ。オレもついていったけど、結局、全部、瑛一さんの趣味で固められてしまって、オレがついていった意味は全然なかったみたいだ。


　家具は明日届くそうで、ひょっとして、今晩もオレは瑛一さんと一いつ緒しよに寝ないといけないのかな。どっちみち、瑛一さんはオレに夜のオツトメをさせるつもりだから、オレのベッドがあろうとなかろうと、大した違ちがいはないのかも。


　帰りの車に乗り込んだところで、オレは一応、お礼を言っておかなくてはと思って、運転席の瑛一さんに声をかけた。


「あの……今日はどうもありがとうございました。いろいろ揃そろえてもらって」


　瑛一さんは家具だけじゃなくて、調度品から服や靴くつまで買ってくれたんだ。


「お礼を言われるほどのことはしてないよ。まあ、飼い主の務めってやつかな」


　今、飼い主って言ったよね……。


　オレ、ひょっとして瑛一さんのペットなのかな。それとも奴ど隷れいの主人という意味で言ったんだろうか。どっちにしろ、すごくいやーな表現だ。


「服も靴も、それなりの店に入るときに必要になるからね。ちゃんとした服が制服しかないというのも、なかなかすごいものだね」


　オレくらいの高校生なら、普ふ段だん着ぎはＴシャツとかジーパンくらいが普ふ通つうだと思うけど。瑛一さんが高校生のときはきっとそうじゃなかったんだろうな。


　まあ、結局、オレのためのようで、瑛一さんにとっては全部、自分のための出費なんだろう。


「今日の夕食は君のその服装でも入れる店にしよう」


「え、外で食べるんですか？」


「そうだよ。一応、今日は君とデートしてるんだし」


「デ、デートって……」


　そんなもの、してるつもりはないよ。いくら昨夜、ああいうことしたからって、なんでいきなりデートってことになるんだ。


「冗じよう談だんだよ。奴隷とデートなんか普通はしない」


　う……。それはそれで傷つく。オレは使用人だけど、瑛一さんとは対等な関係のつもりだ。瑛一さんがどう言おうと、借金はあっても、奴隷なんかじゃないんだから。


　ちょっとだけ落ち込んでうつむくと、横から手が伸のびてきて、肩かたが引き寄せられる。


「瑛一さん……？　じゃなくて、瑛一様？」


「……もういいよ。いくら言っても、君の頭は理解しないみたいだし」


　そんなよっぽどオレの頭が悪いみたいに言わないでほしい。また落ち込んじゃうじゃないか。


「もっとこっちにおいで」


「あっ……」


　さらに肩が引き寄せられたかと思うと、唇くちびるが塞ふさがれていた。


　噓うそっ。こんなところでキスするなんて！


　唇はすぐに離はなされていたが、オレはこちら側に顔を寄せていた瑛一さんを向こうに押しやった。


「こんなところで、何をするんですかっ？」


　ここは駐ちゆう車しや場じようだ。思わず辺りを見回したが、幸い誰だれもいなかった。


　瑛一さんはオレの反応にクスクス笑っている。


「こういうのは……せめて夜だけにしてください。こんなところで、もし誰かに見られたら……あなただって困るでしょう？」


「そうだね。でも、君が落ち込んでるから、ちょっと励はげましてみたんだよ」


　どこが励ましたってことになるんだろう。キスされたって、オレは全然嬉うれしくないぞ。


「だいたい、誰が落ち込ませたんですかっ？」


「私じゃないね。君が勝手に落ち込んだんだ」


　瑛一さんは澄ました顔で、エンジンをかけた。


　この人はこういう人なんだよな……きっと。


　怒おこるだけ損をする。オレはこれから何年も瑛一さんにこんなふうに振り回されなきゃならないんだろうか。


　考えると、気が遠くなってきそうだ。


「まあ、君はいつも面おも白しろい反応をして、私を楽しませてほしいな」


　瑛一さんは車をスタートさせながら、勝手なことをつぶやいた。








　瑛一さんに連れられて、オレは小料理屋みたいなところに着いた。といっても、堅かた苦くるしい店ではなくて、庶しよ民みん的な店だった。オレの家の居酒屋とちょっと雰ふん囲い気きが似ている。


　瑛一さんはそこの馴な染じみ客らしく、四十代くらいの着物を着た女将おかみさんに『瑛一君』なんて呼ばれていた。こんな性格悪そうな瑛一さんにそんな呼びかけをするとは、勇気があるなあと思ったりして。


　だって、瑛一さんなら、変なナンクセをつけて、人を脅おどかしそうだから。


「瑛一君、今日は可愛かわいい子を連れてるけど、どうしたの？」


　テーブルに着くと、女将さんはお茶を持ってきてくれて、そう声をかけてきた。


「ああ、昨日からうちで働いてもらっている」


「あらまあ、ずいぶん若い子を雇ってるのね」


　女将さんはオレににっこりと笑いかけてくれた。


「瑛一君は優やさしいでしょう？」


「え？……あ、はい」


　まさかエッチなことをしていじめられたとも言えずに、オレは笑え顔がおでそう答える。


「私も昔は瑛一君の家で家政婦をしていたのよ。瑛一君はいつも本当に優しかったわ」


　女将さんはオレがビックリするようなことを言った。


　瑛一さんが昔は優しかったって？　ひょっとしたら、女の人には優しいのかもしれないけど、オレには全然優しくないよ。


「子供の頃ころの話だからね。そんな私も今では鬼おにの弁護士と呼ばれているよ」


「瑛一君も今は立派な大人だもんね。そりゃあ、仕事上では鬼にならなきゃいけないこともあるでしょうよ」


　仕事でなくても、瑛一さんは充じゆう分ぶん鬼ですよってオレは言いたかった。さすがに本人を前にして言えないけどね。


　だって、普通に働くつもりが奴隷にさせられて、借金を盾たてにエッチされちゃったんだ。普通の人間にはとてもできないことだよ。


　もちろん、あのまま組長の息子むすこに付け回されればよかったってことじゃないけど……。


　でも、他ほかの方法はなかったのかって思う。それに、そもそもオレを奴隷にして、エッチしようと企たくらむなんて、すごく変だよ。


　オレがせめて女の子なら、ともかく。


　本当に瑛一さんは何を考えてるのか、よく判らない人だ。


「何？　私の顔をそんなに見つめて」


　ふと気がつくと、女将さんはもう傍そばにはいなくて、その後もオレは瑛一さんの顔をじーっと見つめていたらしい。


「いえ、瑛一さんにも子供の頃があったんだなあって」


「当たり前じゃないか。君は私のことをなんだと思っているんだ？」


「だって……子供の頃は優しかった人だなんてとても思えないから」


　オレがそう言ったら、瑛一さんは肩をすくめた。


「君にはそれほどひどいことをしたとは思ってないんだけど」


「あれがひどいことじゃなくて、なんなんですかっ？」


　思わず大きな声になってしまって、瑛一さんはちょっと顔をしかめ、自分の唇に人差し指を当てた。


　こんな非常識な人に常識を説かれたようで、なんだか嫌いやだ。


「……すみません。でも、やっぱり、あんなの、まともじゃないって思うし」


「まともって何？　君だって、ちゃんと楽しんだじゃないか」


　瑛一さんは急に冷たい声でそう言った。


　そんな言い方をされるのは嫌だ。感じていたのは事実だけど、あれは身体からだの反応に過ぎないと思う。オレ自身が楽しみたくて楽しんだわけじゃない。


「ああ、また落ち込んだ顔をする。悪いけど、そういう顔は好きじゃないな」


　瑛一さんは自分で落ち込ませておいて、オレの表情にまでケチをつけるんだ。どうしてオレはこんなに瑛一さんにいじめられなきゃならないんだ。


　本当に理り不ふ尽じんだ。


「瑛一さんって、勝手な人だ！」


「そうだよ。でも、それのどこが悪いんだ？」


　あっさりとそうだと肯こう定ていされて、オレはガクッとくる。


「居直らないでくださいよ。オレは瑛一さんの言動にいちいち動どう揺ようしてるのに」


「ああ、動揺しているのか。落ち込まれると嫌だが、動揺はいい。もっと君を動揺させて楽しみたいな」


　ああ、オレは瑛一さんって人が判らない。元々、判らないんだけど、一層判らなくなってくる。


　ただのお騒さわがせな人だって思ってもいいのかな。だけど、瑛一さんのペースに巻き込まれて、オレはどうしていいか判らなくなってくるんだ。もっと普ふ通つうに、オレは仕事をしたいのに。


　どうしてオレはこんな人に雇やとわれる羽目になってしまったんだか……。


　オレは瑛一さんを恨うらみがましい目つきでにらんだ。


　だけど、瑛一さんはそんなオレを見て、にっこりと笑うんだ。まるで、すごく嬉しいことでもあったように。


「なんで笑うんですか？」


「楽しいからだよ。君のその表情を見ていると、ワクワクしてくるんだ。これから、どうやっていじめようかって」


　ということは、オレは無意識のうちに、瑛一さんを喜ばせていたってことか。冗じよう談だんじゃないよ。だいたい、オレはいじめられたくなんかないんだから。


　オレは視線を逸そらして、なるべく無表情を装よそおった。


「君は可愛いよ」


　途と端たんにムッとするようなことを瑛一さんは言う。


　ああ、ダメだって。その手に乗ったら、瑛一さんを喜ばすだけだ。


「……どこが可愛いって言うんですか？」


　どうしても我が慢まんできずにそう言ってしまうと、瑛一さんは嬉うれしそうな笑みを返す。


「そういうところがね。たまらなくいじめ甲が斐いがあって」


　くーっ。オレの馬ば鹿か馬鹿。


　なんでわざわざ瑛一さんを嬉しがらせてしまうんだ。


　そんな会話をしているうちに、料理が来る。瑛一さんにいろいろ言われて、すっかり不ふ機き嫌げんになっていたオレだが、食べているうちに気分がよくなってくる。


「そんなにおいしいかい？」


　オレの表情を見ていた瑛一さんはおかしそうに言った。


　でも、実際おいしいし、空腹が満たされると、それほど腹も立たない。結局、オレは空腹で機嫌が悪かったのかも。


「おいしいです！」


　オレはそう答えて、目の前の料理をパクパク食べる。その様子を瑛一さんは目を細めて見ていた。


「飼い主としては、君の食べっぷりはなかなか嬉しいものだね」


　結局、瑛一さんはオレが不機嫌でも機嫌よくても嬉しいみたいだ。ただ落ち込んでると、不ふ愉ゆ快かいみたいだけど。


　すっかり満腹になって、お茶の残りをすすると、瑛一さんと目が合う。


「えーと、ご馳ち走そう様さまでした」


　オレは瑛一さんに頭を下げた。


「いや……君に食事を与あたえるのは、私の役目だからね」


　最後に憎にくらしいことを言って、瑛一さんは席を立つ。レジで精算している間に、後ろの戸が開いて、新しいお客さんが入ってきた。


「いらっしゃいませ。……あら、寛ひろ人と君じゃないの」


　女将おかみさんの声に、瑛一さんは何な故ぜかビクッとして振ふり向いた。


　寛人君と呼ばれたその人は、瑛一さんより体格がよくて、なんだかヤクザみたいな怖こわい外見をしていた。浅黒いし、顔つきが怖いのかな。鋭するどい目つきで瑛一さんとその連れであるオレを見ている。


　なんとなく、組長の息子にいつもくっついて歩いていた柄がらの悪いボディーガードを思い出して、オレは無意識のうちに瑛一さんの袖そでをつかんでいた。


　この人は瑛一さんの知り合いの人なんだろうか。ひょっとして、ホントにヤクザかもしれない。仕事上のことで、この人に恨みを持たれていたりして。


　瑛一さんみたいな人なら、そういうこともあり得うるだろうし。


「そんな目でにらんでほしくないね」


　瑛一さんはまるでオレを庇かばうように、その人との間に立ちはだかった。


「別ににらんでいるわけじゃない。ただ、あんたがその子供とどういう関係なのかと思っただけだ」


　子供……って、オレのこと？


　高校生なんだし、そんなに子供ってわけでもないと思うんだけどな。確かに背は低いし、童顔ではあるけどさ。


「この子は私のところで働いているんだよ。専用のメイドみたいなものだ」


　さすがに、人には奴ど隷れいとは言わないのか。まあ、言ったら、いろいろ差し障さわりがあるだろうからね。特に、オレに何をしてるかって、人には言えないだろう。


「メイド……？　まあいい。あんたが誰だれを雇おうが、俺には関係ないからな」


　オレは怖いながらも好こう奇き心しんで、瑛一さんの後ろから顔を出して、その人を見た。


　その人の目がオレのほうに向けられて、一いつ瞬しゆん、細められる。


　うーん、怖い。


「この男には気をつけたほうがいい。逃にげるなら早いほうがいいな」


　どうやら、これはオレに言ったらしい。


　気をつけたほうがいいって言われても、もう遅おそいよ。だいたい、借金負わされて、逃げられないし。


　しかし、オレに忠告してくれるってことは、見かけほどそんなに悪い人じゃないのかもしれない。だいたい、女将さんも『寛人君』なんて親しげに呼びかけているし、歓かん迎げいしているふうだよね。


「もう、二人とも、仲良くしなさいよ。兄弟なんだから」


　女将さんの言葉に、オレはガクゼンとする。


「えっ、兄弟？」


　いくらなんでも、似てなさ過ぎる。瑛一さんはどっちかというと色白の美男子で、人形みたいに綺き麗れいな顔をしているのに、一方の寛人さんは浅黒くて、きつい眼まな差ざしをしたヤクザみたいな怖い顔をした人だ。


　全然似てないが、よく見ると、スーツの襟えりに金バッジがついている。瑛一さんと同じで、弁護士のようだった。


「兄弟なのは半分だけだ。母親が違ちがうこいつを私は弟だなんて思ったことはない」


「それだけは同意見だな。俺だって、こいつが兄だなんて思いたくない」


　母親が違うって……。


　なんだかオレは踏ふみ込んじゃいけない家庭の中の出来事に遭そう遇ぐうしてしまい、どうしていいか判らなくなる。


　瑛一さんはふと寛人さんから視線を逸らすと、女将さんに目を向ける。


「じゃあ、ご馳走様でした。また寄るから」


「ええ、ぜひいらしてね。その子も一いつ緒しよにね」


　女将さんはオレにもにっこり笑いかけてくれる。オレは女将さんにペコリと頭を下げた。瑛一さんは寛人さんにはもう目も向けずに、オレの腕うでを引っ張って、店を出た。


「……嫌いやな奴やつに会って、さっきまでの気分が台無しだ」


　瑛一さんはそうつぶやくと、オレの腕から手を離はなす。


「瑛一さんは一人っ子だって思ってました。弟さんがいたなんて……」


　そうだ。確か、家族のことを訊きいたときに、ご両親の話しか瑛一さんはしなかったんだ。


「あんな奴は弟と認めていない。それに、今は別に住んでいるんだ。あんなものは家族とは呼ばない」


　瑛一さんはきっぱりとそう言った。


　よく判らないけど、オレが口出すことじゃない。母親の違う兄弟なんて、オレにはいないし、そういう気持ちは判らないから……。


「恵太……」


「はい？」


　見上げると、街灯に照らされて、瑛一さんはずいぶん厳しい表情をしていた。今までオレが見たこともないような顔だ。


「おいで」


　瑛一さんはオレの腕を再び引っ張って、足早に歩き、駐ちゆう車しや場じように停とめておいた車の後部座席に何故かオレを押し込み、自分も乗り込んだ。


「瑛一さんっ……あ、ちょっと……」


　オレはシートに押しつけられるようにして、キスされていた。


　いきなり、なんなんだよ。しかも、こんなところで！


　さすがに車の中で何かされるのは嫌だったからもがくと、瑛一さんは顔を離し、ふーっと溜ため息いきをつきながら乱れた髪かみをかき上げた。


　薄うす暗ぐらい車の中では表情は判らない。


「あの、瑛一さん……？」


「いいんだ。これはただの口直しなんだから」


　口直しって、どういう意味なんだろう。まさか、あそこの料理がまずかったという意味じゃないだろうし、その後に出会った寛人さんとのことが瑛一さんの心にそれほど重くのしかかってるってことだよな。


　オレはそんな瑛一さんになんと声をかけていいか判らなかった。


　だいたい、兄弟の間にどういう確かく執しつがあるのかなんて訊けないし。


　オレと瑛一さんは決して親しい間あいだ柄がらってわけじゃないからだ。初めて会ってから、それほど経たってないし、お互たがいのことなんて全然知らない。無理やりエッチなんてされて、不本意ながら、身体からだの隅すみ々ずみまで知られてしまったけどさ。


　それに、瑛一さんにとって、オレは奴隷かペットみたいなもんなんだ。オレが二人の間にある柵さくを乗り越こえて、中に入ってくることなんて、瑛一さんは期待してないだろう。


　いや、オレのほうだって、わざわざそこまで瑛一さんに干かん渉しようしようとは思わない。


　ただ……。


　何か少しだけ、瑛一さんの心を苦しめているものを取り除いてあげたいって思った。目の前に苦しんでいる人がいたら、できれば助けてあげたい。


　自分の力の及およぶ限り。


「よく判らないけど……元気を出して」


　そんな陳ちん腐ぷな言葉でも、かけないよりはマシだよね。


　一瞬、間があって、瑛一さんはちょっと笑うと、オレの額を指でコツンと弾はじいた。


「痛っ」


「生意気なんだよ。君は子供のくせに」


　そうかもしれないけど、瑛一さんの雰ふん囲い気きが少し柔やわらかくなったのが判ってホッとする。


「子供のくせにって言うけど、その子供にあんなことしたのは誰ですか？」


　瑛一さんは肩かたをすくめた。


「仕方ないよね。君は私に金で買われたんだから」


　そんな理り屈くつ、理屈になってないんだけどな。仮にも弁護士がこういうことを言っていいんだろうか。


　いや、借金があるのは事実だから、法律がどうのって言いたくない。別にエッチされたいわけでもないんだけど、そのへんはもう仕方ないっていうか……。


　ふと、オレは昨夜ゆうべのエッチのことを思い出した。


　身体の芯しんまで熱くなったのなんて、初めてだった。キスも、触さわられるのも、もちろん挿そう入にゆうされるのも。


　もし、このまま車の中でエッチされちゃったら、どうなるんだろう。


「さあ、そろそろ家に帰ろうか」


　瑛一さんの言葉に、オレは我に返る。


　エッチな妄もう想そうをしてしまうなんて、オレの馬ば鹿か。こんなんじゃ、瑛一さんの思うツボじゃないか。


　オレは借金のために、瑛一さんの命令には従うけど、それはそれだ。別に恋こい人びとでもない瑛一さんとのエッチにのめり込みたくないよ。


「はい！」


　オレは自分の頭の中のモヤモヤを振ふり払はらうように、元気に返事をした。








　家に戻もどると、オレはやっと瑛一さんのご両親に会えた。


　厳しそうなお父さんに、華はなやかな笑え顔がおのお母さん。だけど、どっちも家族という感じじゃない。なんだか、よそよそしいように感じた。


　オレが思い描えがく家族というのが、自分の家族だからかな。うちは自営だからかもしれないけど、みんなが助け合っていて、あったかい家族だ。


　それにさ。


　瑛一さんは、寛人さんとは母親が違うって言ってたよな。ってことは、このお母さんは後妻なのかな。で、瑛一さんとは血がつながってないとか。


　でも、瑛一さんは両親だけが家族だと言っていたから、お母さんは家族だと認めてるってことじゃないか。それなのに、寛人さんだけ家族じゃないって言ってるのは、どういうことなんだろう。


　それも、瑛一さんに尋たずねるのは躊躇ためらわれた。変に落ち込んでるふうの瑛一さんなんて見たくなかったからだ。


　寝ねる時間になって、オレはまた寝しん室しつに呼ばれる。


　昨夜のことを思い出してしまって、ドキドキしてくる。だけど、いくらなんだって、毎日エッチはしないよね。


　オレはそう思いながら、多少緊きん張ちようしつつ、ベッドに入ろうとした。


「待った」


　いきなり瑛一さんに声をかけられて、ドキッとする。


「な、なんですか？」


　ビクビクしながら瑛一さんに顔を向けると、にっこり笑顔を返される。


「昨夜も言ったよね。パジャマは着ないようにって」


「えっ……だって、昨夜は昨夜なんじゃ……」


「決めるのは私。私のベッドで、君は何も着ちゃいけないんだ」


　ニヤリと笑う顔が、まるで悪あく魔まみたいに思える。


　パジャマを着るなではなくて、何も着ちゃいけないんだったら、ここで真っ裸ぱだかになれってことだよな。


「心配しないでいい。今日はエッチしないから。君のほうから求めない限りはね」


　それって、本当だろうか。どうも信用できない。結局、オレの待たい遇ぐうを決めるのは瑛一さんで、それは瑛一さんの気分によって変わるんだ。


「さあ、脱ぬぎなさい。それとも脱がせてほしい？」


「……自分で脱ぎます！」


　すごく嫌いやだけど、脱がされるのはもっと嫌だ。


　オレは決心して、手早くパジャマと下着を脱ぎ、サッとベッドに潜もぐり込んだ。


「どうせなら、もっと色気のある脱ぎ方をしてもらいたいものだね」


「そんな脱ぎ方、できません！」


「できないなら、毎日これから練習しないとね。なんなら、私が手取り足取り教えてあげよう」


　ゲッ。毎日、ずっとこんな目に遭あうんだろうか。確かベッドを買ったはずだけど、あれはただの飾かざりになったりして。


　いやいや、そんなことないと思う。


　だって、瑛一さんは弁護士なんだ。いっぱい頭を使って、疲つかれる職業なんじゃないかな。だから、きっと毎晩オレ相手にこんな馬鹿な遊びをやってられないよ。


　瑛一さんはオレの横に滑すべるように入ってくると、オレの身体を軽く抱だきしめた。


「何もしないって言ったのに……！」


「何もしてないよ。ただ抱きしめただけ。何か君に不都合なことでもあったかな？」


「だって……なんだか気になるし」


「気にしなくていい。君は目を閉じて、眠ねむればいいだけなんだ」


　それはそうかもしれないけど、昨夜エッチされた相手から抱きしめられて、あんまり心安らかにはなれないよ。しかも、オレは今、裸なんだ。いつ瑛一さんの気が変わって、エッチなことをされるか判らない。


「緊張しないで……」


　瑛一さんはオレの背中を撫なでた。


「あ……」


「背中を撫でてるだけじゃないか」


　そうなんだけど、これは瑛一さんの手なんだ。


　じっとしてると、瑛一さんは別に背中を撫でること以外、何もしてこない。オレはちょっと緊張を緩ゆるめる。


　抱きしめられてると、あったかいんだな……。


　しかも、瑛一さんの身体からだからは香こう水すいだかなんだか知らないけど、いい匂においがしてくる。オレは瑛一さんの手に背中を優やさしく撫でられながら、次し第だいに眠気を催もよおしてきた。


「君の肌はだはなめらかで、触り心ごこ地ちがいいな」


　瑛一さんのささやきが聞こえてくる。


　オレも瑛一さんに撫でられていると、あったかくて心地いい。エッチ抜ぬきで、こういうのなら、オレは毎晩だって瑛一さんと寝てもいいかなと思った。


　ふと、瑛一さんの手が背中から腰こしに滑っていく。


　あれ……？


　そのうちに、腰からオシリへと手が移動していくんだ。


「あの……」


「何？」


　瑛一さんの口調はとても優しい。


　けれど、手がなんだか微び妙みようなところを撫でている。


「今日は何もしないって言いましたよね？」


「そう。ただ撫でているだけ。それが何？」


「い、いえ……ただ場所的にちょっとそこは……」


　瑛一さんはふっと笑った。


「何が不満？　ああ、ひょっとして撫でられると感じるのかな？」


「そうじゃありません！」


　オレは瑛一さんのからかうような喋しやべり方にムッとして、思わず否定してしまった。


「なら、別にいいよね」


　瑛一さんはオレの身体のあちこちを撫でてくる。


　どうしよう……。


　さっき背中を撫でられていたときとは、明らかに何か撫で方が違ちがうような……。でも、オレがそういうのに反応するから、瑛一さんは面おも白しろがって撫でてくるんだよ。


　そうだ。どこを撫でられようが関係ない。もう寝よう。


　目をつぶって、頭の中に羊を描く。


　羊が一匹ぴき、羊が二匹ひき、羊が……。


　オレの頭の中に、羊が撫でられてるのが浮うかぶ。気がつくと、オレは羊になって、広い牧場で瑛一さんに思う存分、撫でられているんだ。


　いやいや、こんなこと思い浮かべてどうするんだ。


　オレは瑛一さんの手のことを頭から追い払はらおうとしたが、どうしても気になってしまう。


「瑛一さん……くすぐったいです。もう……やめてください」


　オレは瑛一さんにお願いをしてみた。


「くすぐったい？　感じてるんじゃないの？」


「……違います。オレ……瑛一さんに撫でられると、くすぐったくて……」


　瑛一さんはクスッとオレの耳元で笑った。


「それは感じてるんだよ」


「えっ、そんなはずは……」


「可愛かわいいね。撫でられただけで、感じてくるなんて」


　瑛一さんはオレの股こ間かんをスッと撫でた。


「あ……」


　いつの間にか、そこは硬かたくなっていた。オレは裸だし、さっきからくっついてる瑛一さんには丸判りだったんだ。


「これは……その……」


「感じてないなんて言い訳はしなくていいからね」


　確かにそれは言い訳でしかない。というか、さすがにこれでまったく感じてないとは言えないよな。だけど、本当にオレはくすぐったいだけ……のつもりでいたんだ。


　それって、オレの頭とは別に、身体は勝手に感じていたってことだろうか。


　瑛一さんの手はさらにオレの腹を撫でる。


「ちょっと……もうやめてくださいよ。眠れないじゃないですか」


「だから眠ってていいよ。私は勝手に撫でるから」


「そんなことされたら、眠れません！」


　瑛一さんはクスクス笑いながら、オレの胸を撫でる。


「あっ……あん……」


　なんで乳ち首くびを指先で撫でるんだ。そこが弱いんだってことを、瑛一さんは知っているはずなのに。……いや、知ってるから、撫でているのか。


　どうしよう。このままじゃ、オレは感じてしまって、どうしようもないじゃないか。


　そういえば、瑛一さんは何もしないと言いつつ、オレが求めたらするみたいなことを言っていたな。つまり、わざとオレから求めるように仕向けているんだ。


　その手には乗らないぞ。絶対、オレから求めるなんてことはないんだから。


　だって、それじゃ、まるっきり合意の関係ってことになる。オレはただ金で買われて、借金のために仕方なくエッチしただけだ。


　そりゃあ、感じちゃったけど……。


　でも、瑛一さんとは恋こい人びととかじゃないんだ。オレから求めたりしない。


　オレはギュッと目をつぶって、歯を食いしばった。それに気づいたのか、瑛一さんがちょっと笑う。


「そんなに我が慢まんしなくてもいいんだよ。してほしいなら、いつでも言ってくれればいい」


　オレは口を引き結んだまま、首を横に振ふった。


　オレのなけなしのプライドにかけて、我慢する。これで我慢できないようじゃ、瑛一さんの仕打ちに反発する資格もないよ。


　ふと、瑛一さんはオレの太ふと腿ももの間に手を差し込んできた。


「あっ……」


　歯を食いしばっていたはずなのに、うっかり声が出てしまう。


　ううっ、不覚だった。今のは不意打ちだったからだ。これからは声なんか出さないんだから。


　瑛一さんは内腿をさわさわといやらしく撫でていく。一気に股間に血液が集中したみたいで、その部分が一層硬くなったのを感じた。


　瑛一さんがそのあたりを撫でるたびに、オレは身体をビクッと震ふるわせる。必死で我慢するけど、気持ちいいんだ。


　たかが、太腿じゃないかって思うけど、やっぱり敏びん感かんな場所に近いところだし、触さわられ方によっては、ものすごく感じてしまう。


　肝かん心じんな部分には、まったく触ふれられてないのに、どうしてオレはこんなに感じてしまうのか。


「すごく敏感なんだね……」


　オレは黙だまって首を横に振る。


　敏感だって言われると、なんだかこういう素質が元々あったみたいじゃないか。


　そうじゃない。そうじゃないんだ。オレはただ、昨夜ゆうべのことがまだ頭に残っているから、こんなことになってるんだって思う。


　そう。昨夜あんなことされるまでは、こんな快感を知らなかった。男同士でエッチすることも、どこかよその国の出来事みたいに感じていたからだ。


　でも、オレは知ってしまった。愛あい撫ぶされれば感じることを。瑛一さんの指先や唇くちびるが、どんなふうにオレの身体に快感をもたらすのかを。


　そして……。


　挿そう入にゆうされたときの感覚。


　その部分だけではなく身体からだ中が熱くなり、嵐あらしが吹ふき荒あれるようにすべてが翻ほん弄ろうされてしまう感覚を知ってしまったから。


　ダメだ。あのときのことを思い出したら、オレはおかしくなる。


　昨夜のことは忘れなくちゃ。頭の中から消して、普ふ通つうの状態に戻もどらなくては。


　そうでないと、オレは我慢できなくなる。自分から瑛一さんに求めてしまう。


「足を広げて」


　手が太腿の奥へと入ってこようとしている。


「あ……やだ」


　逆に足を閉じてしまい、瑛一さんの手を挟はさんでしまうことになる。瑛一さんの手はそれでも無理やり奥へと入っていって、オシリの微妙なところを撫なでる。


　昨夜、瑛一さんを受け入れた場所……のすぐ近くを撫でられて、オレの身体はガクガクと震えた。


　どうしよう。直接触られてもいないのに、オレ、ものすごく感じてる。


　こんな微妙なところじゃなくて、いっそその部分を撫でられたいという欲望が湧わき起こってくるんだ。


　もちろん触られたら、もっとブレーキが利きかなくなる。それが判っていながらも、もうオレは止められないほどの衝しよう動どうを感じていた。


　指が大事なところにかすかに触れる。


「あぁっ……」


　オレの身体はそれだけでものすごい反応を示した。


「そんなに手を締しめつけないでほしいな」


「だっ…て……」


　もう泣きそうな声になっている。というか、目から涙なみだが勝手にあふれ出ているんだ。もう自分で自分の身体がコントロールできない状態だった。


　指はまた違ちがう部分を撫でている。


　こんなの……我慢できない。触るなら、もっとちゃんと触ってほしい。


　オレは自分で腰こしを揺ゆらした。


「何してるのかな。君は眠ねむいんじゃなかったっけ？」


　瑛一さんの意地悪な声が聞こえる。


　オレは涙でいっぱいの目を開けて、瑛一さんをにらみつけた。だけど、瑛一さんはニヤニヤと笑ってるだけなんだ。


　悔くやしい。無理やりエッチされるだけじゃなくて、こんな男にオレの心まで弄もてあそばれるなんて。


「本心を言っていいんだよ。私はいつだって君を満足させてあげることができるんだから」


「こんなの……卑ひ怯きようです！」


「卑怯？　違うね。これは駆かけ引きなんだ。それに、君には選せん択たくの自由を与あたえている。昨日の私よりははるかに優やさしいじゃないか」


　そんな理り屈くつ、アリだろうか。


　もう、わけが判らない。とにかく瑛一さんはオレの意思を尊重しているようで、もっとオレを貶おとしめたいだけなんだ。


「楽になりなさい。私は君のそういう目を見ていると、ゾクゾクしてきて、ますますいじめたくなってくるんだから」


　ゲッ。ということは、オレが瑛一さんをにらんでいるのは、逆効果ってことだ。


　だけど、オレはこのまま楽になんかなれなかった。オレにだって、プライドがあるんだよ。無理やりエッチされてるならともかくとして、感じちゃったから続きをしてほしいなんて、口が裂さけても言えなかった。


　再びギュッと目を閉じ、口を引き結ぶと、瑛一さんは溜ため息いきのような笑いを洩もらした。


「馬ば鹿かな子だね。でも、そういう馬鹿なところも可愛かわいいと言えるかもしれない」


　瑛一さんの指はさらにオレを追いつめていく。


　身体の奥の熱がどんどん上じよう昇しようする。オレはなんとか止めようとしていたけど、どうしても止められなかった。


　もう一度、大事な部分にかすかに指が触れる。


　ガクンと身体が揺れた。


　オレは目を開けて、すがるように瑛一さんを見つめる。涙で滲にじんだ目に、瑛一さんはとても綺き麗れいで優しげに見えた。


「……何？」


　穏おだやかな声で尋たずねられて、オレの中の何かが一気に崩くずれていった。


　涙がどっと出てくる。


「オレ……もう我慢できない……」


　涙声で訴うつたえる。そうしたら、瑛一さんは優しく微ほほ笑えんだ。まるでオレの何もかもを包むような笑え顔がおで、オレは瑛一さんに頼たよりたくなってくる。


　オレの窮きゆう状じようを救ってくれるのは、瑛一さんしかいないような気がして。


「我慢できないんだ？」


　オレはその問いかけに、何度も子供のようにうなずく。


「もっと……ちゃんと触ってほしい。こんな……蛇へびの生殺しみたいなのは嫌いやだ」


「触ってほしいって……ココのこと？」


　瑛一さんの指がオレの大事なところを撫でた。


「あっ……」


　身体が大げさなほど揺れる。それがオレの待ってたものだって、瑛一さんに知らせるように。


「ここが君の性感帯？」


「わ……判らない。けど、触ってほしいって思った……」


　そんなところが性感帯のはずはなかった。だって、自分でそんな意味で触ったことなんか、今まで一度もなかったからだ。


　だけど、昨夜のエッチで、オレはそれを知ってしまったんだ。


「……撫でるだけでいい？」


「あ……」


　撫でられたら、次の段階に行きたくなる。だけど、それは瑛一さんにエッチをねだるのと同じことだ。


　昨夜のことが頭をよぎる。


　指が入ってきたときのこと。


　中の部分が擦こすれていく独特の感かん触しよく。それから、一気にオレの身体を熱くさせていく快感。


　想像しただけで、身体が震ふるえてくる。


　だけど、それを求めたら、オレは終わりだ。触るだけならまだしも、中に入れてほしいだなんて。


　オレは男なんだ。だから、中に入れられて感じる自分を否定したい。


　外側の刺し激げきだけで満足したいんだ。


　だけど、オレはそこを撫でられるだけで、どうしようもなく興奮していた。前の部分には触さわられてないのに。


「撫でるだけでいい？」


　重ねて同じ質問をされる。


　それと同時に、そこを撫でる指にわずかに力が入る。


　それがオレの気持ちのバランスを突つき崩した。


「オレ……オレ……」


　すすり泣くような声に変わってしまっている。哀あわれっぽくて、こんな自分は嫌だ。でも、今は瑛一さんに頼るしかなかった。


　たとえ、このまま瑛一さんが撫でるのをやめたとしても、もう元のオレには戻れない。興奮しきっていて、後あと戻もどりができない状態にあった。


　そして、頭の中では、昨夜ゆうべのことが繰くり返し再現されている。


　もっと気持ちよくなりたい。


　昨夜みたいに満足したい。


　そうだ。どうせオレは瑛一さんに買われたんだ。だったら、自分から求めても、瑛一さんに無理やりされても、同じことだ。


　これから何年も、オレは瑛一さんとこんなことをするんだから……。


　オレは瑛一さんにしがみついた。


「昨日みたいにして……っ」


　震える声でそう告げた。


「昨日みたいに？」


　オレはうなずいた。


「気持ちよく……なりたいんです」


　顔を上げると、瑛一さんの唇くちびるがすぐ近くにある。オレは勢いで、その唇にむしゃぶりついた。


　自分でも、自分のしてることがよく判らない。身体からだの中の熱に浮うかされたみたいに、オレは信じられないことをしていた。


　唇を離はなすと、瑛一さんはじっとオレを見つめる。


　不思議だ……。


　こんなふうに見つめあうなんて、まるでオレと瑛一さんは、恋こい人びと同士みたいだよね。


「……ご褒ほう美びだよ」


　瑛一さんはそうささやき、顔を近づけてきた。そうして、改めてオレは瑛一さんからキスをされる。


　オレは夢中で舌を絡からめた。


　誰だれに強制されているわけでもないのに、そうせずにはいられなかったんだ。


　瑛一さんはさらに首筋や胸、それからいろんな場所に次々とキスをしていく。そのたびに、オレは大きく快感に悶もだえた。


　やがて、瑛一さんはオレの両膝ひざの裏に手を差し入れて、胸につくくらいに押し上げた。


「あ……なんでこんな……」


　これじゃ、何もかもが瑛一さんの目の前に晒さらされている。恥はずかしいなんてもんじゃないよ。


「これもご褒美だ」


　瑛一さんは太ふと腿ももにキスをし、唇を中央にずらしていく。


「あ……そこは……」


　さっき指で撫なでられた場所に、瑛一さんの唇は到とう達たつする。


　そして……。


　温かい感触がして、オレはそこにキスをされていることに気づいた。


「そんな……やだっ」


　だけど、瑛一さんはキスだけじゃなくて、そこを舐なめたんだ。


　どうしよう……。


　いや、どうしようと思ったって、仕方ないのは判っている。オレはそんなところを舐められたいわけじゃなかったが、瑛一さんが舐めるのは止められないじゃないか。


　瑛一さんがそこを舐める音がしている。


　それを聞いて、身体がゾクッとした。


　すごくいやらしいことをしてるんだって思ったから。


　ただ挿そう入にゆうされるよりも、信じられないほどエッチだ。そう思うと、硬かたくなっている前の部分がジーンと痺しびれてくるような気がした。


　その部分への刺激だけじゃなくて、気持ち的にオレは興奮しているんだ。


　オレと瑛一さん……男同士で、それほどお互たがいを知っているわけでもなく、ただ金で買われ、借金で縛しばられているような関係に過ぎないのに。


　気が遠くなるほどの深い快感を味わう。


　瑛一さんは唇を離し、その部分に指を挿入した。


「あ……ぁ……っ」


　指がオレのいいところを擦こすっていく。


　たまらない。


「私の指を締しめつけている」


「だって……」


　どうにもならないくらい、オレは興奮しているんだ。


　たった二度目なのに、こんなに感じるなんて、オレだって不思議だった。そもそも、今までここが感じるなんて考えたこともなかった。


　オレ、これからどうなっていくんだろう……。


　そんな不安を感じながら、オレはそれでも今の興奮を高めることしか考えられなかった。


「いい傾けい向こうだよ。やはり君くらいの年とし頃ごろの子は、適応力がある」


　それって、褒ほめられてる……わけではないよな。冷静に、オレの価値を確かく認にんしてるだけなんだ。


　瑛一さんの指はオレをさらに追いつめていく。そして、同時に、オレの太腿にキスをする。オレはもう何がなんだか判らない状態になっていた。


　早くなんとかしてほしい。


　オレは焦じれて腰こしを揺ゆらした。


「……我が慢まんできない？」


　うなずくと、瑛一さんは指を引き抜ぬいた。


　足の間に硬いものをあてがわれて、オレはハッとする。昨夜は後ろからだったから見えなかったが、今ははっきりと自分がどうされるのかが見える。


　今いま更さらかもしれないが、オレ、本当にあれを入れられたんだろうか。


　瑛一さんはオレが見ているのに気づいて、わざとのようにオレの足を広げた。そうして、じわじわとその部分に力を込こめていく。


「あ……」


「力を抜いて。私が入っていくのが判る？」


　自分のそこが広がって、瑛一さんを受け入れている。それが自分の望んだことなのだと思うと、何か取り返しのつかないことをしてしまったような気がした。


　やがて、全部がそこに納まる。


「嫌いやだ……」


　オレは小さくそうつぶやいた。


　瑛一さんはふっと笑って、腰を動かす。途と端たんに、さっきまでオレを興奮させていた快感が甦よみがえってくる。


「あ……あっ……」


　オレは隠かくしようもないほどに感じていた。


　そうだ。今更、嫌だなんて言っても仕方ない。オレはこれを望んだんだから。


「とてもいい顔をしてるよ」


　瑛一さんの手がオレの勃たち上がっているものに触ふれる。


「あ……あん……」


「今日は君にサービスしてあげよう」


　瑛一さんはオレのそこを刺し激げきする。内側と外側で同時に感じて、オレは瑛一さんの思うように操あやつられていた。


　身体が突つっ走っていく。駆かけ抜けていく熱い衝しよう動どうをもうどうしていいか判らない。


　オレは両手でシーツをグシャッとつかんだ。


　深いエクスタシーを感じながら、オレは昇のぼりつめていった。








　オレはイッてしまった後もしばらく余よ韻いんに浸ひたっていた。


　なんだか、疲つかれてしまった……。


　自分が動いたわけではなくても、感じた分はやっぱり疲れる。ずいぶん我慢していたから、身体のあちこちに妙みように力を入れてしまったし。


「おいで。風ふ呂ろに入ろう」


　オレは瑛一さんに腕うでをつかまれた。


「えっ、風呂って？　さっきも入りましたけど」


「馬ば鹿かだな、君は。汚よごれた身体を綺き麗れいにするんだよ」


　そのまま引っ張られて、オレはバスルームに向かう羽目になる。


　瑛一さんはさっさと洗面所でパジャマを脱ぬぎ始めた。さすがに毎日ジョギングしているだけあって、無む駄だのない身体からだつきをしている。細身だけど筋肉質で大人の身体なんだ。


　思わずオレは瑛一さんの身体に見み惚とれてしまう。


「……何？」


　オレはハッと我に返った。ホントにもう、男の身体に見惚れてどうするんだって。


「もしかして、瑛一さんも一いつ緒しよに風呂に入るんですか？」


「そうだよ。何か問題あるかな？」


　有う無むを言わせぬ口調で言われて、オレは黙だまった。


　どっちみちオレには自由意思なんてないんだよ。瑛一さんの指示どおりにしなきゃならない身なんだから。


「さあ、おいで。身体を綺麗にしてあげよう」


　オレはまたもや腕を引っ張られて、バスルームに連れていかれる。そうして、一人で楽しそうな瑛一さんに、ボディーシャンプーで身体中を泡あわだらけにされる。


「一人で洗えます！」


　オレは悲鳴のような声を出した。


「遠えん慮りよなんかしなくていいよ。君の身体を洗ってあげるのは、飼い主の務めだから」


　つまり、オレには拒きよ否ひ権がないってことかな。それにしても、奴ど隷れいはまだしも、飼い主ってなんなんだろうね。


「あっ……ちょっと待って。……なんでもっと普ふ通つうに洗えないんですかっ？」


　瑛一さんは背後からオレの身体を洗う……というより、撫なでている。普通に撫でられただけでも感じたのに、泡で滑すべりがよくなっている今、撫でられるとまた困ることになりそうなんだ。


　瑛一さんの手がオレの股こ間かんに触れた。


「ここは汚れたし、念入りに洗わないとね」


　確かにそうかもしれないけど、泡で包み込むようにして撫でられると、どうにも身体がムズムズしてきて、腰が揺れてしまう。しかも、そのうちに、指がオシリの狭はざ間まにも入ってきた。


「こんな……っ」


　瑛一さんはオレの後ろで笑った。


「ここだって綺麗に洗わないとね」


　オレは壁かべに手をついて、首を横にブルブルと振ふる。こんなところを洗ってもらわなくてもいいと思うのに、上手うまくそれが言葉にならない。


「そんなふうに腰を揺らしたら、まるで誘ゆう惑わくされているようだよ」


「違ちが…う……」


　誘惑なんかしてない。ただ……。


　もう自分の意思では抑おさえられないんだ。


「さて、そろそろいいかな」


　瑛一さんは指を引き抜き、オレにシャワーをかけると、綺麗に泡を洗い流した。


「さあ、君は浴よく槽そうに入りなさい」


　オレにそう指示をすると、瑛一さんは自分の身体を洗い始める。オレは途と中ちゆうで放り出された気分になりながら、入にゆう浴よく剤ざいでミルク色になったお湯に入った。


　ああ、なんか股間がジンジンしてくる。どうせなら最後までしてもらいたかった。単にイキたいというより、ベッドでしたのと同じことをしたい。


　何考えてるんだよ、オレ……。


　それじゃ、もうまるっきり瑛一さんの術中にはまってるってことじゃないか。エッチしたいなんて、自分から思うようになったらおしまいだ。相手は男なんだぞ。


　お湯の中でオレはもじもじと腰を動かす。


　このミルク色のお湯なら、何をしても判らないだろう。かといって、ここで自分を慰なぐさめるわけにはいかない。ここは他ほかのことを考えて、意識をエッチのことから逸そらさなくては……。


　瑛一さんはやがてオレと同じ湯の中に入ってきた。


　狭せまいわけじゃないけど、二人で入るには決して広くはない浴槽の中で、瑛一さんと入っているのは、なんだか変な気分だ。しかも、オレは別の意味で落ち着けないし。


「顔が赤いね。どうしたの？」


　そんなの、判ってるくせに。


　瑛一さんは微ほほ笑えむと、オレの顎あごに手をかけた。


　そうして、静かに唇くちびるを塞ふさいだ。


　感じているから、キスされると、余計に身体が変なふうにゾクゾクしてくる。オレがこんな経験をしたのは、確か昨夜ゆうべが初めてだったのに、どうしてこんなに馴な染じんでしまっているのか。


　自分でも不思議だけど、どうしようもない。オレの舌と瑛一さんの舌が絡からんでいるのが、ベッドでの行こう為いを連想させる。


　身体が突っ走って、一気に駆け上がりそうになったところで、唇が離はなれた。


「瑛一さん……っ」


　オレは涙なみだ目めになりながら、瑛一さんを見つめた。


「どうしたの？」


　優やさしく微笑んでいるが、たぶんオレの窮きゆう状じようはちゃんと判っているんだろう。それなのに、わざと知らないふりをして、オレにどうしたのかと尋たずねるんだ。


「瑛一さんはひどい……」


「そうかな？　私は優しいじゃないか。別に君をムチで引っぱたいたり、無理難題を吹ふっかけたりしてないよね？」


　それはそうだけど、やっぱりひどいと思う。


「オレは男なのに……こんな……」


　男同士のエッチなんて覚えたくなかった。まして、好きでもない相手と、こんなふうに身体をつなぐ快感を教えてもらいたくなかった。


　瑛一さんはふっと笑って、オレの髪かみを撫でた。


「可愛かわいいね。……もう我が慢まんできないんだ？」


　違うって意地を張りたかった。だけど、身体のほうは本当にもう我慢できない状態だった。


　オレは仕方なくうなずいた。


　瑛一さんとエッチなんかしたくないのに。


　だけど、身体は求めてしまっている。


「いい子だね。おいで」


　瑛一さんはオレを抱だき寄せて、再びキスをする。


　さっきよりずっと情熱的なキスだ。舌が絡み合って、オレは瑛一さんにしがみついた。


　もう、なんだっていい。とりあえず、オレの身体を満足させてくれるなら。そして、これからのことは、後で考えればいいんだ。


　オレは瑛一さんの膝ひざに腰こしかけるような形で抱き上げられた。


　オシリに硬かたいものが当たる。そうして、膝の裏に手を添そえられて、ゆっくりとその部分に腰を下ろされる。


「あ……ん……」


　すごい。オレの中が瑛一さんでいっぱいになっているみたいだ。すべてを満たされたような気分になって、オレは息を吐はく。


「そんなに気持ちいいんだ？」


「え……？」


「君の中、すごく締しまってる」


「そんなこと……」


「噓うそはつかなくていい」


　オレは瑛一さんに腰を揺ゆすられた。途と端たんに、身体の奥のほうから快感が突つき上げてくる。


「あっ……あっ……」


「ほら、もっともっと感じてごらん」


　オレはエクスタシーの波にたちまちさらわれそうになる。


　なんでこんなに感じてしまうんだろう。オレって、本当はすごくエッチな奴やつだったのかな。ちょっと気持ちいいことをされただけで、こんなふうに溺おぼれてしまいそうになるなんて。


　本当はこんなオレ自身に抵てい抗こうしたい。瑛一さんの誘惑には乗りたくない。


　だけど……。


　こんな気持ちよさにはどうしても抗あらがえなかった。


　何度も何度も突き上げられて、頭が朦もう朧ろうとしてくる。


　オレは瑛一さんの腕うでの中で、貫つらぬくような快感に支配され、やがて身体からだから力が抜ぬけていった。








　それからオレは瑛一さんの身の回りの世話をしながら、瑛一さんの気が向いたときにだけ呼ばれて、エッチをすることになった。


　だんだん瑛一さんとのエッチに慣れてくる自分が嫌いやだったけど、これも仕事の一いつ環かんと割り切れば、なんとかなるような気がした。というか、割り切らないと、自分のことが嫌になりそうだったから……。


　これは仕事なんだから……って考えると、自分から求めるのも瑛一さんを喜ばすことになると思える。そうでなければ、とても耐たえられない。


　でも、それは毎日ではないんだ。瑛一さんは仕事が忙いそがしいし、帰りが遅おそかったり、帰ってからも書しよ斎さいに閉じこもりきりでいろいろ勉強をしていることも多かった。オレからすると、勝手に借金を負わされて、とんでもない弁護士だと思ったけど、普ふ段だんは真ま面じ目めに仕事をしているのかもしれない。


　オレは自分の仕事をこなしつつ、学校にも通った。そうして、そんな生活にも慣れた頃ころ、西園寺家に寛人さんが現れたんだ。


　寛人さんはお父さんに呼ばれたようだった。瑛一さんとのあの仲の悪さを考えると、よそに住んでいる寛人さんがわざわざ家に来るはずがないし、それはよほどのことなんだろう。


　その日の夕食は、瑛一さんと瑛一さんのお父さん、それから寛人さん、オレ……の四人で摂とることになった。


　お父さんは有名な弁護士らしいが、家ではいつも寡か黙もくな人だった。なのに、寛人さんの前ではよく喋しやべるんだ。それも、寛人さんにばかり話しかけて、瑛一さんには話しかけない。ずっと、寛人、寛人……って言ってる。


　なんだかゾッとした。


　人様の家庭のことなんだし、外野のオレがいろいろ考えちゃうのは失礼かもしれないけど、それじゃ、瑛一さんが可哀かわい想そうなんじゃないかって思うんだ。


　もちろん、瑛一さんは立派な大人なわけなんだから、そんな子供じみたことは考えない……とは思うんだけど。……思うけど、瑛一さんはたまに子供っぽいところがあるから。


　もし、自分が瑛一さんの立場だったら、すごくつらいだろう。


　自分のお父さんが弟ばかりを可愛がっているという事実を突きつけられたみたいで。


　だから、瑛一さんは寛人さんと仲が悪いのかな。それがすべてではないかもしれないが、ひとつの理由にはなっているかもしれない。


　食事が終わり、一いつ杯ぱい目のコーヒーを飲み終わり、二杯目になっても、一向に二人の話は終わる様子がない。というか、話しかけるのはお父さんで、寛人さんはそれに答えるのみで、ちっとも会話は広がっていかないんだけどさ。


　そして、瑛一さんはたまにお父さんに話しかけられたときだけ喋り、当然、寛人さんとは口も利きかず、その他は一いつ切さい、自分から話そうとはしなかった。


　そのうち、瑛一さんは時計をちらっと見た。


「お父さん、私は仕事があるので、これで失礼します」


　そうして席を立とうとすると、いきなりお父さんはテーブルを叩たたいた。


「寛人がせっかく帰ってきているのに、その態度はなんだ？　そんなに寛人が憎にくいのか？」


　オレはビックリして、手にしていたカップを取り落としてしまった。少ししか残っていなかったものの、白いテーブルクロスの上に、コーヒーの染しみができる。


「ごめんなさいっ……」


　寺田さんがすぐに飛んできて、布ふ巾きんでテーブルクロスを拭ぬぐったものの、そんなもので取れる色じゃなかった。


「急に大声を出さないでもらえますか？　恵太はまだ子供だから、怯おびえてしまうでしょう？」


　瑛一さんは静かな声でそう言った。


　オレは自分のことをそれほど子供だとは思わなかったが、あえて反論はしなかった。この雰ふん囲い気きの中で反論ができなかったというのもあるが。


　できれば、オレは瑛一さんの味方をしてあげたかった。というのは、きっと瑛一さんには余計なことなのかもしれないけどね。


　お父さんの瑛一さんに対する差別みたいなものが、オレは許せなかったんだ。


「恵太君、すまなかった。君はもう離はなれに行ってもいいよ。学校の勉強もあるだろうから」


　お父さんは何な故ぜかオレにはいつも優やさしかった。だけど、お父さんにそう言われても、オレは瑛一さんの傍そばから離れるわけにはいかない。というか、瑛一さんの命令に従う義務があったからだ。


「でも……オレは瑛一さんに雇やとわれていますから。瑛一さんがここにいる以上、オレもここにいます」


　瑛一さんの顔を見ると、よく言ったというふうに、うなずかれた。別に瑛一さんが怖こわいわけじゃないけど、ちょっとホッとする。瑛一さんが微ほほ笑えんでいたからだ。


　お父さんにこんな仕打ちをされて、ショックを受けてるんじゃないかと心配していたが、さすがに大人の瑛一さんはそんなことなかったようだ。その点、オレの思い過ごしみたいだったので、安心した。


「恵太君……と言ったかな。君は」


　不意に、オレは寛人さんから話しかけられた。


「はい、そうです」


　オレは瑛一さんの視線を気にしながら答えた。


　たぶん、瑛一さんは寛人さんとオレが喋るのを、あんまり快く思わないと思うので、気を遣つかう。だが、話しかけられて、返事をしないわけにもいかないからね。


「高校生の君がどうしてこの人の下で働くことになったのか、不思議なんだが。どういう経緯いきさつがあったんだろう？」


　その質問に本気で答えると、今の雰囲気がもっと悪くなるのは目に見えていた。だって、瑛一さんのしたことは、とんでもなくあくどいことだからだ。


　いっそのこと、全部バラしたい気持ちもあったが、なんとなく今は口にできなかった。


「えーと……実はうちに借金があって、オレが働く必要があったんです。で、うち、店をやってるんですけど、そこの常連さんが瑛一さんを紹しよう介かいしてくれて……。信用できる人だからって」


　そう。信用できる人だからって言われて、信用した挙句が、こんなところで奉ほう仕しさせられる羽目になったんだ。


　しかも、目的はエッチだよ。本当に信じられない男だ。


　瑛一さんはオレのそんな答えを満足そうに聞いている。ということは、瑛一さんも、本当のことがバレたらマズイってことは、よく判っているんだ。


　すると……。


　逆にこれで瑛一さんを脅おどせないかな。お父さんに言いつけるぞって。いや、そんなつまらない脅しに乗るような奴やつじゃないだろうな。性格、めちゃくちゃ悪そうだし、オレのほうが返り討うちにあって、ひどい目に遭あいそうな気がする。


「そうか……。だが、もし何か雇こ用よう関係でよくないことがあったら、すぐに誰だれかに相談したほうがいい」


「誰かって、誰に相談すればいいんですか？」


　寛人さんの言葉に、オレは思わずマジになって尋たずねていた。


「……何かあるのか？」


「いえっ。たとえばの話です」


　オレは瑛一さんににらまれたので、なんとか取り繕つくろった。寛人さんはスーツの胸ポケットから名めい刺し入れを出すと、オレに名刺を渡わたしてくれた。


「ここに来なさい」


　それには寛人さんの弁護士事務所の場所などが記き載さいされていた。そういえば、寛人さんも弁護士なんだったっけ。


　あれ、この場所、うちの学校の近くだ。ビル名にも見覚えがある。いつも通っている道路沿いに建っているビルだ。


「おまえもずいぶんと失礼な奴だな。私が雇っている子に、そんなことを言うなんて、私への嫌いやがらせか？」


　腹に据すえかねたらしい瑛一さんが、今日初めて寛人さんに話しかけた。


「あんたは無理難題を言って、恵太君を困らせそうだからな」


　うーん、鋭するどい！


　オレはそう思ったけど、図星を指された瑛一さんは面おも白しろくなかったらしい。口元には笑えみを浮うかべていたが、目はちっとも笑っていなかった。


「面白いことを言うね」


　口元だけで笑っている顔でそういうことを言われると、怖いんだけど。でも、寛人さんは寛人さんで、鋭い目つきで瑛一さんをにらんでいるし。どっちもどっちかな。


　オレとしては、頼たのむから、オレのことを口実にして喧けん嘩かをしないでほしいという感じだ。


「あのー……ホントに何もありませんから」


　不ふ穏おんな空気に耐たえられず、オレは口を挟はさんだ。別にオレが原因ってわけじゃないんだけどさ。


「そうだ。瑛一、寛人に絡からむな」


　お父さんはやっぱり寛人さんには何も言わないで、瑛一さんだけに注意をしている。どう考えても、先に絡んだのは寛人さんのほうなのに。


　そんなにお父さんは寛人さんのほうが可愛かわいいのかな。オレは一人っ子だから、よく判らないけど、兄弟二人いれば、親の愛情はそれぞれ違ちがうものなのか。


　瑛一さんは反論せず、肩かたをすくめた。


「では、この団だん欒らんはもう続けられませんから、退出してよろしいですか？」


　改めて、瑛一さんは馬ば鹿か丁てい寧ねいな訊きき方で、お父さんにダイニングを出ていいかどうかを尋ねる。お父さんは仕方なさそうに溜ため息いきをついた。


「判った。どうせいつまでも、おまえ達は仲良くはできないようだからな。せっかく二人きりの兄弟が揃そろったというのに」


　ということは、もしかして、お父さんは二人の仲を取り持とうとしていたんだろうか。でも、そんなやり方じゃ、寛人さんはともかくとして、瑛一さんは反発するだけだ。


　何故、二人がそんなに不仲になったのか……。オレには想像もつかないが、もしオレにできることがあれば、何かしてあげたいな。


　そんなの、ただのお節せつ介かいかもしれないけど。


「恵太、ついてきなさい」


「……あ、はい！」


　オレはあわてて席を立ち、残りの二人に礼をすると、瑛一さんについていった。








　瑛一さんは離れのリビングに入ると、くるりと振ふり向いて、オレの手の中から名刺を抜ぬき去った。


「あ、それは……」


「まさか、これが必要だなんて言わないよね？」


　にっこり微笑まれて、オレは押し黙だまった。オレがもらったものだし、これが瑛一さんの手に渡るのは、寛人さんだって嬉うれしくないと思う。とはいえ、オレがこれを持ってるのは、きっと瑛一さんにとって我が慢まんのならないことなんだろうというのは判るんだ。


　瑛一さんはそれを破ると、ゴミ箱の中に投げ入れた。


　どうせ事務所の所在地は知ってるからいいんだけど、やっぱり寛人さんには悪かったかな。


「こっちにおいで」


　ソファに腰こしを下ろした瑛一さんに呼ばれて、オレはそこに近づいた。


「なんですか？」


「遠えん慮りよしなくていいから、ここに座りなさい」


　瑛一さんは自分の横に来いという仕草をした。なんだか嫌な予感がしたが、逆らうわけにもいかず、ちょっと離れた場所に座った。


「どうして私から離れようとするんだ。もっとこっちに来なさい」


　オレは無理に肩を引き寄せられる。


「あ……あの、瑛一さんは仕事があるって……」


「あるが、今すぐしなきゃならないわけじゃない」


　そうかもしれないけど、オレはできれば瑛一さんに早くいつもどおりの行動をしてもらいたかった。


　この間、寛人さんと会ったときにもそうだったが、やっぱり二人の間には、ただの兄弟喧げん嘩かではなく、何かあるんだろうか。瑛一さんの中に、何か普ふ通つうでないものが感じられる。それがなんなのかは、よく判らないが。


　結局のところ、オレは瑛一さんのなすがままの使用人なわけだし、この問題に首を突つっ込むべきじゃないというのは判っている。


　だけど……。


　なんだか気になる。オレはこうして家族のように瑛一さんと一いつ緒しよに暮らしているんだからさ。


「さっき、君は私から受けた仕打ちについて、本当は寛人に言いつけたくて仕方なかったんじゃないか？」


　瑛一さんはオレの耳元でそんなことを尋ねた。


「そりゃあ……言いつけたくなかったと言えば噓うそになりますけど」


　オレは曖あい昧まいな言い回しで逃のがれようとした。そのまま肯こう定ていすると、いじめられそうだし、かといって、言いたくなかったって言うのは、かなり白々しいと思ったからだ。


　瑛一さんはふっと笑って、オレの耳たぶをペロリと舐なめた。


「うわっ……瑛一さん！」


「姑こ息そくなごまかしだね。君の本音はそうじゃないだろう？」


　さすがに見み抜ぬかれていたか。つまり、オレはどっちみち、瑛一さんにいじめられる運命なんだよ。


「言いつけたかったですよ！　でも……」


「でも？　私に同情でもした？」


　確かにそれもあるかもしれない。寛人さんだけを可愛がっているふうのお父さんを見ていたら、これ以上、瑛一さんが責められるのは可哀かわい想そうだと思ってしまったんだ。


「なんとなく言いづらかったんです。それに、言っても、どうせ無む駄だだと思いました。瑛一さんはすごく性格悪いし、オレがそう訴うつたえたところで、上手うまく丸め込んでしまうだろうなあって」


「性格悪い……か。まあ、否定はしないよ」


　否定されたところで、瑛一さんの性格がいいなんてことは、絶対にないからね。


「でも、君は私に弄もてあそばれる生活から逃れるチャンスを、自分でつぶしたのかもしれないよ。ちょっと惜おしかったと思わない？」


「思いますけど……」


　できれば、こんな生活からは抜け出したい。それは当たり前のことだ。


「……嬉しかったよ」


　いきなりトーンを落として耳元でささやかれた言葉に、オレは何な故ぜだかドキッとした。ここで嫌いや味みを言われるならともかくとして、嬉しかったなんて言われるとは思わなかったからだ。


「どういう意味ですか？」


「そのままの意味だ。嬉しかった」


　瑛一さんはオレを抱だき寄せ、唇くちびるを塞ふさいだ。


「ん……」


　舌が滑すべり込んでくる。搦からめ捕とられて、吸われて、たちまちオレは瑛一さんのペースに巻き込まれて、わけが判らなくなってくる。


　オレは何やってるんだろう。瑛一さんにこんな仕打ちをされるのが嫌なら、お父さんにでも、寛人さんにでも訴えればよかったんだ。


　オレは借金のカタにエッチなことをされてるって。


　そりゃあ、こんなこと告白するのは恥はずかしいけど、それですべてから逃れられるなら、簡単なものじゃないか。


　瑛一さんだって、これが悪いことだって知ってるはずだ。いくら借金があったとしても、未成年のオレにこんなことを強要するなんて……。


　だけど、オレはやっぱり瑛一さんを裏切るような真ま似ねはできない。


　瑛一さんがどんなひどい人であっても、オレ自身は約束したことを守り通したい。それに、オレはだんだん瑛一さんがそれほど悪い人には思えなくなってきていた。


　それが何故なのかは、上手く説明できないけど……。


　寛人さんとのことや、お父さんとの関係を見ていると……瑛一さんの内面は、オレに見せている顔とは違うところがあるんじゃないかと思う。いや、そんなのは、オレの考えすぎで、本当にひどい人なのかもしれない。


　でも、今のオレは、瑛一さんから逃にげるという選せん択たく肢しをどうしても取れなかった。


　同情だと言われれば、そうなのかな。しかし、今、こうしてオレにキスをする瑛一さんの胸の中を推おし量れるのは、オレしかいないんじゃないかとも思うんだ。


　それは……オレの勘かん違ちがいなのかもしれないけど。


　唇が離はなれる。


　目が合うと、瑛一さんは微ほほ笑えんだ。どうしてこういうときの瑛一さんは、こんなに優やさしく見えるんだろう。ロクなことを考えていないはずなのに。


　瑛一さんはオレの唇を指で軽くつついた。


「今日は君のココで奉ほう仕ししてもらおうか」


「え……？　奉仕って？」


　意味が判らずに、オレはまばたきをしながら瑛一さんの顔を見つめた。


「そこにひざまずいて」


　オレは言われたとおりに、ソファの前にあるテーブルの位置をずらして、瑛一さんが座っている前にひざまずいた。すると、瑛一さんはズボンのファスナーを下げて、大事なものを取り出す。


「あの……まさか」


「まさかも何も、この状じよう況きようですることはひとつだろう？　いつも私が君にしているようにやってほしい」


　そう。オレはよく瑛一さんに口で愛あい撫ぶしてもらっている。それを思えば、これを拒きよ絶ぜつすることはできない。というか、元々、オレは拒絶できない立場ではあるけどさ。


　でも、こんなこと初めてだし、オレにできるのかな。


　オレは仕方なく口を開けて、それを迎むかえ入れた。


　なんだかドキドキしてくる。変な話だけど、いつもと立場が反対なだけなのに、今までよりずっといやらしいことをしている気がするんだ。


　口の中のものが硬かたくなっていくのと同時に、オレの下半身も硬くなっていく。不思議だけど、自分では止められない。瑛一さんをオレが感じさせていると思ったら、すごく興奮してくる。


　もっと、瑛一さんを感じさせたい。もっと気持ちよくしてあげたい。


　ふと、瑛一さんの手がオレの頭に触ふれた。そうして、髪かみを優しく撫なでてくれる。


　胸の中に、何か判らないけど、あったかいものがあふれてくるような気がした。オレがどんな仕打ちをされても、瑛一さんを嫌きらいになれないのは、たまに見せてくれるこんな優しさがあるからなのかもしれない。


　本当のところ、それが瑛一さんの優しさなのか、それともただの気まぐれなのか、判らない。だけど、オレはこれがあるから、瑛一さんとのエッチに、不思議と罪悪感を持たずに済んでいるのかもしれないとも思った。


　まるで、オレと瑛一さんの間に、特別な感情があるようで……。


　もちろん、そんなものが存在しないことは、オレだって百も承知だ。それでも、こうして髪を撫でられている今だけ、オレは瑛一さんの愛情みたいなものを感じていたかった。


　そうして、オレも瑛一さんが好きだから、こうしているんだって……。


　そう思いたかったんだ。


　たとえ、それがただの思い過ごしや幻げん想そうでも。


「……顔を上げて」


　オレは言われたとおり、顔を上げた。


　今のオレは、たぶんすごくエッチで物欲しそうな顔をしてると思う。実際、オレの身体からだは熱くなっていて、自分では止められなかった。


「してほしい？」


　オレはその質問にうなずくことになる。


「そんな素す直なおな君が好きだよ」


　それは、愛情から出てくる言葉じゃない。瑛一さんにとって都合がいいから、好きだと言ってるに過ぎないってことは判っている。


　でも、好きだと言われたら、単純に嬉うれしいんだ。


　オレは下半身だけ裸はだかになって、瑛一さんの膝ひざの上に向かい合わせで座る。


「このまま入れようか？」


「そんな、いきなり入れられたら……」


「そうだね。用意もしないで入れたら、君の身体が壊こわれてしまうかもしれない」


　瑛一さんはオレに指を差し出した。


「えっ……何？」


「用意してあげるから、指を舐めて」


　つまり、指を濡ぬらせということだ。オレは瑛一さんの指を口に含ふくんで、さっきのことを思い出しながら、舌を絡からめた。


　オレはこのまま瑛一さんに、身も心も引きずられていくんだろうか。


　もしかして自分は道を踏ふみ外はずしているのかもしれないと思いながらも、オレは元には戻もどれなかった。


　一度知ってしまったキスもエッチも……そして、身体の温ぬくもりも、決してオレの記き憶おくからは消えない。いつの間にか、オレはこうして瑛一さんと過ごすことが嫌いやではなくなっていた。


　オレをこんなふうに変えてしまったことは、ひどいことだと思うのに、一方でオレは瑛一さんに同情したりしている。


　何もかも判らなくなりそうだ。


「もういいよ」


　瑛一さんは指をオレの大事なところに近づける。


「あ……あぁ……」


　指がオレの中に入っていく。


　オレは瑛一さんにしがみついた。


　身体の中をかき回されるたびに、オレは声を上げ、指を締しめつける。すごく気持ちよくて、たまらないんだ。


　そして、指で刺し激げきされれば、もっと大きな刺激が欲しくなる。それだって、瑛一さんに無理やりされなければ、オレは知らなかったことだ。


　だから、これはオレのせいじゃないって思いたい。瑛一さんのせいなんだって。


　オレは腰こしを揺ゆらした。


「瑛一さん……っ」


「入れてほしいの？」


　そう訊きかれることは屈くつ辱じよくなのに、オレはうなずいてしまう。もう、どうにもならないほど、オレの身体は熱くなって、ひたすら瑛一さんに慰なぐさめられることを望んでいた。


　瑛一さんは指を引き抜ぬき、オレをソファの上に押し倒たおした。そして、オレの両足を胸につくくらい押し上げる。


　こんなみっともない格好をさせられているのに、オレは早く入れてほしいとだけ考えていた。


　硬いものが足の間に触れる。


　徐じよ々じよにそれが入っていくと、オレはすすり泣くような溜ため息いきを洩もらした。


　どんなに抗あらがってみても、こんな快感には勝てない。オレはひょっとしたら、本当に瑛一さんの奴ど隷れいになっていたのかもしれない。自分でも気づかぬうちに。


　瑛一さんが動くと、オレの身体の中に嵐あらしが巻き起こる。熱が出口を求めて荒あれ狂くるっている。


「あ……はぁ……あっ」


　こうして湧わき起こる快感に、誰だれが耐たえられるだろう。


　そうだ。誰にだってきっと耐えられない。


　オレが瑛一さんに引きずられていても、それは仕方のないことなんだ。


　すでにこの行こう為いが、仕事なのか、なんなのか、オレには区別がつかなくなっていた。仕事だから我が慢まんすべきものなのか、それとも、気持ちがいいからしているのか。


「恵太……」


　瑛一さんと目が合う。


　なんて綺き麗れいな目をしているんだろう。澄すんだ目というわけじゃないが、じっと見つめるときは、いつもこんな深い感情を秘めた眼まな差ざしをしているんだ。


　それがとても優やさしく見えて……。


　オレは瑛一さんのこんな目に見つめられると、胸がどうしようもなく高鳴ってしまう。


　唇くちびるが近づく。


　貪むさぼるような口づけをされて、オレは眩暈めまいがした。


　これが瑛一さんにとって、単なる遊びだなんて、とても思えなかった。でも、状況的には、遊び以外の何ものでもないんだ。


　瑛一さんの手がオレの勃たっているものに触れた。


「一いつ緒しよにイこう」


　オレはうなずき、瑛一さんにしがみつく。


　もう、どうだっていい。


　オレはただ快感に身を任せた。








「ほら……」


　瑛一さんはオレが放ったもので汚よごれた手を、オレの顔になすりつけた。


　気持ちよかった分、そんなことをされると、たちまち現実に引き戻される。そんなとき、オレは瑛一さんの奴隷に過ぎないんだなと思うんだ。


　いや、オレと瑛一さんの間には何の感情もないことはよく判っている。それでも、エッチの最中の優しさを、こうした形ですぐに裏切られることが悲しかったんだ。


　だけど、その気持ちをオレは表面に見せるのは嫌だった。


　だって、馬ば鹿かみたいじゃないか。仕事の契けい約やく上のことでエッチをする羽目になっているだけなのに、傷ついたりするなんて。


　オレと瑛一さんは、所しよ詮せん、そんな関係でしかない。


「瑛一さんって、やっぱりそういう人なんですね」


　オレは呆あきれたように言って、身体を起こした。


「そういう人って？」


「意地悪が好きな人、かな」


　オレは自分の顔を拭ぬぐって、手早く後始末をした。


　優しくされたいなんて思わないほうがいい。何も期待しちゃいけないんだ。瑛一さんはそういう人なんだから。


「君はエッチが好きな人というわけだね」


　ムッとしたけど、それには反論できない。確かにあれだけ快感に引きずられていて、自分から求めておいて、好きじゃないとは言えなかった。


「瑛一さんだって好きなんでしょう？」


「もちろん。好きじゃないなら、こんなことはしない」


　一いつ瞬しゆん、ドキッとする。


　まるでオレのことを好きだと言われたような気がしたからだ。


　馬鹿みたいだな、オレ。たとえ瑛一さんがオレを好きだったとしても、それになんの意味があるんだろう。無理にこんな関係に持ち込まれたのは事実だし、借金のカタにオレがこんなことをしているというのも事実だ。


　オレは溜息をつき、衣服を元どおりにする。


「君は後こう悔かいするかもしれないな」


「え……？」


　オレは瑛一さんを振ふり返った。


「自分が置かれた状じよう況きようを訴うつたえればよかった、と思うかもしれないということだ」


　そうかもしれないし、そうでないかもしれない。だけど、オレは首を横に振った。


「後悔しないんだ？」


「先のことは判りません。でも、自分だけが弱者になるのは、卑ひ怯きような気がするから」


　それに、これは自分の選せん択たくした結果なんだって思いたい。後悔っていう言葉自体、オレはあんまり好きじゃないんだ。


「君はやっぱりいじめ甲が斐いがある」


「オレはいじめられたくなんか、ないですけどね」


　瑛一さんがどういう意味でいじめ甲斐があると言ってるのか判らないが、オレの正直な気持ちとしてはそうだ。まあ、いじめられたい奴やつなんて、あんまりいないだろう。


「瑛一さんはこれからお仕事ですか？」


「ああ。もし君が入浴したいなら、先に入っていいよ」


　そういうところは優しい。こうして、たまに見せられる優しさに、オレはほだされてしまうのかもしれない。


「ありがとうございます。じゃ、お言葉に甘えて……」


　オレは瑛一さんに軽く礼をして、立ち去ろうとした。


「身体からだの隅すみ々ずみまで綺麗に洗うんだよ。後で検査するからね」


「……検査っ？」


　オレはビックリして、声が裏返ってしまった。


「そう。綺麗に洗えたかどうかの検査。服を全部脱ぬいで、私に見せるんだよ」


　つまり、後でもう一回エッチするってことなんだろう。いつもエッチの回数は瑛一さんの気まぐれで決まるものだけど、そんなふうに宣言されると、妙みように気き恥はずかしい。しかも、検査だなんてさ。


「オレ、明日、体育があるんですよ。あんまりされると……」


「別にエッチするとは言ってないだろう？　私がしたいのは、ただの検査だ」


　とはいえ、絶対ただの検査では終わらないだろう。オレだって、今はしたくないけど、瑛一さんに触さわられたら、普ふ通つうの状態でいることはむずかしい。


　オレの身体はすっかり瑛一さんとのエッチに慣れていて、悲しいことに、ちょっとの刺し激げきでも感じてしまう身体になってるみたいなんだ。


「お願いです。検査は明日にしてください！」


　オレは必死で瑛一さんに頼たのんだ。


「検査に耐える自信がないってことかな？」


「はい……」


　それを認めるのは悔くやしいが、事実だから仕方がない。


　オレは唇を嚙かんでいるのに、瑛一さんは嬉うれしそうな顔をしているのが、また悔しい。オレだって、好き好んで、こんなエッチな身体になったんじゃないんだよ。


　そう。何が悲しくて、男相手のエッチに馴な染じまなきゃいけないんだ。


「まあ、感じやすいのは悪いことじゃないからね」


　そう言いながら、微ほほ笑えまないでほしい。誰だれのせいなんだって問いただしたい気持ちでいっぱいだけど、それでヘソを曲げられて検査を延ばしてもらえなければ、困るのはオレのほうだ。


「それじゃ、特別に検査は明日にしてあげよう」


「ありがとうございます！」


　なんとなく理り不ふ尽じんだと思いつつも、オレは瑛一さんに感謝した。瑛一さんはにっこりと、すごくいい人みたいに微笑んだ。


「ただし、検査は明日になると厳しくなるよ。いや、明日が楽しみだね」


　オレは全然楽しくないよ……。


　でも、とりあえず明日の体育は大だい丈じよう夫ぶになったんだ。それだけでよしとしよう。そう思いながらも、オレはちょっと溜ため息いきをついた。


「やっぱり、君は面おも白しろいよね。ホント、君を選んだのは正解だったな。私に見る目があったということだ」


「オレを……選んだって？」


　どういうことだろう。オレは驚おどろいて、瑛一さんの顔を見つめた。


「選んだんだよ、私が君を。エッチの相手は誰でもいいわけじゃないからね。初めて会ったとき、君を絶対手に入れようと思った」


　それは、つまり、あの借金が仕組まれた罠わなだったってことだろうか。わざと、瑛一さんはオレを手に入れるために、借金を負わせたのか……。


　五百万だって、本当に向こうから要求してきたかどうかは判らない。組長と面識があったと言っていたから、二人で口裏を合わせたとも考えられる。


　オレは借金のカタにエッチをされたわけじゃなくて、その逆だったんだ。


「ひどい！　オレはそんなことのために……」


「そんなこと？　私にとっては重要なことだよ。私は君じゃないと嫌いやだ」


　突とつ然ぜん、真しん摯しな眼まな差ざしを向けられ、オレは一瞬ドキッとして、次の言葉が見つからなくなる。


　まるで、オレのことを好きだと言われたような気がして。


　そうじゃないのに。瑛一さんはいじめ甲斐のありそうなオレを見て、手に入れようと思ったんだから。


　それに、仮に瑛一さんがオレをそういう意味で好きだったとして、オレがそのことで動どう揺ようする理由はないんだ。


　そうだ。オレはもっと瑛一さんに文句を言っていいはずだ。人権無視もいいところじゃないか。あの借金が罠だったなら、オレが寛人さんにこれを言いつけたって、ちっとも卑怯じゃないんだ。


　それなのに……。


　どうして、オレは瑛一さんの目を見つめているだけなんだろう。


「恵太……」


　引き寄せられて、軽く唇くちびるを合わせられる。


　まるで、ごめんと謝られたような気がして、オレはますます何も言えなくなる。


「早く風ふ呂ろに入ってきなさい」


「はい……」


　オレはそれだけを言って、瑛一さんから離はなれた。








　それから、オレはロクに瑛一さんと話すこともなく、自分の部屋で寝ねた。そうして、翌朝は何事もなく、早朝ジョギングに付き合い、普通に食事をして学校に向かった。


　瑛一さんはもう、昨日のことなんか忘れたのかな。そもそも、喧けん嘩かをしたというわけでもないし、オレもあんなこと気にするのはやめたほうがいいのかもしれない。


　ついでに、検査のことも忘れてくれていたらいいんだけど……。


　きっと、それは無理だろう。


　オレはそう思いながら、放課後、校門を出た。


　しばらく歩くと、寛人さんの事務所が入っているビルが見える。オレは思わず、立ち止まって、上を見上げた。


　こんなに近くにあるなんて奇き遇ぐうなんだけど、ここで偶ぐう然ぜん、寛人さんと鉢はち合あわせする……なんてことは起こらないよな。いや、鉢合わせしても、困るけど。


　オレの頭の中には、昨日の瑛一さんの言葉がまだ残っている。瑛一さんが故意にオレの家族に借金を負わせたのなら、オレが今やってることはなんなんだろうって思う。約束は約束として、守るべきだと思っているオレは馬ば鹿かなのかなって。


　それでも、オレは瑛一さんのことを誰かに……特に寛人さんには言えない。あんな仕打ちを受けているのに、オレは何度も身体を重ねているうちに、瑛一さんに情が移ったんだろうか。


　いや……そんなことはない。


　そんなことはないけど、どうにもスッキリしない。オレは自分の気持ちがよく判らなかった。


「恵太君じゃないか！」


　いきなり後ろから声をかけられて、オレは飛び上がるほど驚いた。振り返ると、そこには寛人さんがいたからだ。


「なんだ、君はそこの学校の生徒だったのか」


　寛人さんはオレの制服を見て、それに気がついたようだった。


「は……はい」


「そうか。じゃ、事務所は上だから、ゆっくり話を聞こう」


　寛人さんはそう言うと、さっさとビルの中に入っていく。ひょっとして、寛人さんはオレが瑛一さんとの雇こ用よう関係について相談しにきたと思っているのかな。


「寛人さんっ……オレはそうじゃなくて……」


「さっさと来なさい。時間は有効に使わなくては」


　寛人さんはエレベーターの中に足を踏ふみ入れ、オレを急せかす。


　意外と、瑛一さんと寛人さんって、似たもの同士なのかもしれないと思いながら、オレはビルの前に立っていた理由を説明するために、エレベーターに乗り込んだ。








　結局、エレベーターの中で話を聞いてもらえず、オレは事務所に連れていかれ、相談室みたいに仕切られたところでソファに座らせられた。そして、寛人さんはテーブルを挟はさんだ向かいのソファに座り、メモを取るためなのか、ノートをテーブルの上に広げた。


「さあ、遠えん慮りよせずになんでも話しなさい」


　寛人さんはキリッとした眼差しでオレを見つめた。


　瑛一さんも仕事のときは、こういう顔をしているのかな。やっぱりオレに見せている顔とは全然違ちがうよね。弁護士なんだから。


「あの……オレ、瑛一さんとのことで相談があるわけじゃないんです」


「……え？」


　寛人さんはペンを持ったままの体勢で固まってしまった。


「ごめんなさいっ。説明しようとしたんですけど……」


　オレは全然悪くないと思うが、ここまで来ておいて、話がないと言うのは悪いなあと思ったんだ。


「いや……勘かん違ちがいをした俺が悪かった。だが、どうしてビルの前に立っていたんだ？　じっと上を見上げていて、あれじゃ、うちに用があるんだなとしか思えないぞ」


「それはその、ここが寛人さんの事務所なんだって確かく認にんしていただけで……」


「じゃあ、やっぱり、何かあるんじゃないか？　いずれは相談しようと思っていたとか」


　寛人さんはどうしても瑛一さんとオレの雇用関係に何かあると思いたがっているのか。それとも、そういうのは、勘で判るものなんだろうか。


「そりゃあ、瑛一さんはああいう人だから、いろいろあるのはありますけど、相談するほどではないですよ」


　何もないという気にもなれずに、オレはそんな言葉でごまかした。


　初めて会ったときはヤクザのように怖こわい顔だと思っていた寛人さんだが、どうやらすごく真ま面じ目めな人みたいだ。だから、寛人さんに相談したら、オレは家に帰れるかもしれない。


　だけど、やっぱりそんな気にはなれないんだ。


「そう思うのなら、君はまだあいつに騙だまされているんだ。あいつはロクな奴やつじゃない」


　寛人さんはオレの前できっぱりと断言する。


　お母さんが違うといっても、半分は兄弟なのに、どうして二人はこんなに仲が悪いんだろう。兄弟喧げん嘩かみたいな生なま易やさしいものじゃなくて、まるで憎にくみ合っているみたいだ。


　オレはあの小料理屋で寛人さんと会った後の、瑛一さんの様子を思い出した。何か心の痛みを持っているような気がして、オレはあんな顔を見てしまったから、瑛一さんを単純に嫌きらうことができなくなったのかもしれない。


「寛人さんはどうして瑛一さんのことがそんなに嫌いなんですか？」


　オレは思いきって、寛人さんに尋たずねてみた。


「性格も考え方も徹てつ底てい的に合わないからだ。たぶん向こうも俺のことを同じように思っている。これは昔からなんだ」


「そりゃあ、瑛一さんの性格はあまりいいとは言えませんが……」


「あいつは弁護士になる資格がない。あいつに弁護してもらっている奴らだって、ロクな人間じゃないんだ」


「えっ、そこまで言わなくても……」


　瑛一さんが弁護士としてどうかは知らないけど、弁護されている人達のことまで悪く言うことはないんじゃないかな。


「君は何も知らないんだな」


　寛人さんはふーっと溜ため息いきをつくと、自分のスーツの襟えりについている金バッジを指し示した。


「このバッジの意味、知ってるか？」


「えっ、それって『弁護士です』っていう意味なんじゃないんですか？」


「もちろんそうだが、このバッジは、秤はかりの周囲にひまわりの花びらがデザインされている。秤は公平と平等、ひまわりは自由と正義を表しているそうだ。……だが、あいつにはそのどれもが欠けている！」


　オレは寛人さんの激しいものの言い方に、ただ驚おどろいていた。オレは個人的に瑛一さんを知っていたけど、そこまで言われるほど弁護士としての瑛一さんがひどい人だとは想像もしていなかったからだ。


　毎日、遅おそくまで書しよ斎さいに閉じこもって仕事をしている。なのに、朝は早くから起きてジョギングしているんだ。仕事はちゃんとする人だって、オレは思っていた。


「大金をもらえば、どんな弁護でも引き受ける。法律を盾たてに、あの弁べん舌ぜつで真っ黒なものも真っ白にしてしまう。その結果、弱者は泣き寝ね入いりをすることになる。そりゃあ、弁護士も商売だと言われれば、それまでだ。だが、俺には到とう底てい許せない。正しいものと正しくないものの区別はつけるべきだ！　弁護士はこのバッジの理念が示すとおり、真っ白な中立の心で、人を助けていかなければならないと俺は思う。金で天てん秤びんが揺ゆらぐことがあっては、絶対にいけない」


　オレは寛人さんの言葉に圧あつ倒とうされていた。


　言葉だけじゃない。あふれるような熱意に満ちた表情を見て、すごく男らしいと思った。尊敬の念さえ湧わいてくる。


　瑛一さんがどういう考えを持って仕事をしているのか知らないが、少なくとも、寛人さんの言うような中立の心なんて、あまり持ってないような気がする。というのは、例の借金の件があるからだ。


　オレはどちらかというと、瑛一さんより寛人さんの考え方のほうに共感する。もしオレが弁護士なら、寛人さんのような気持ちで仕事をすると思うし、瑛一さんみたいな人を許せないと思うだろう。


　いや、弁護士でなくても、オレは曲がったことが嫌いなんだ。


「だから、俺はあの男が嫌いだ。あの男も自分に決して与くみしない俺のことが嫌いなんだろう」


　つまり、単純に性格が合わないとか、そういう問題じゃないんだな。主義主張が合わないと言ったほうがいいのかもしれない。


「あ……でも、子供の頃ころは一いつ緒しよに住んでいたんでしょう？　この間、あの店の女将おかみさんが二人とも知っていたみたいだし……」


「ああ、そうだ。……俺の母親があいつの母親と違うのは知っているか？」


「……はい」


　そういう家庭の内情を聞いてしまっていいのかと思いながら、オレはうなずいた。


「俺の母は父の本妻ではない。俺は九歳まで母と二人で暮らしていた」


　それを聞いて、母親が違うという意味はそれなのかと思った。つまり、あのお母さんは瑛一さんの本当のお母さんだということだ。


　そうか。だから、瑛一さんは寛人さんを家族じゃないと言ったんだ……。


「九歳になってすぐ母親が亡なくなり、父の家に引き取られた。それから十三年間、俺はあそこで暮らしたんだ」


　オレは呆ぼう然ぜんとして、寛人さんの顔を見つめた。


　まさか、そんなこととは思わなかったんだ。九歳で母親をなくし、本当の父親と半分だけの兄と、まったく血のつながりのない母親と一緒に暮らしたなんて。


　寛人さんはオレの表情を見て、ちょっと笑った。


「誤解しないでくれ。別に俺は君に、自分の可哀かわい想そうな身の上を語りたいわけじゃない」


「あ……すみません」


　あんまり驚いたから、話の本筋とは違うところで、寛人さんに変な同情心を抱いだいてしまった。


　それは寛人さんにとても失礼なことだ。


「最初のうち、あの人は自分に弟ができたと喜んでくれた。優やさしくしてくれたし、勉強も見てくれた。義母の冷たい視線からも守ってくれた。そのうち、父親はまた新しい女ができ、あまり帰ってこなくなる。義母は義母で、家庭のことなんか顧かえりみない人だった。そうして、二人で寄り添そい、優しい家政婦さんもいて、俺達はそれでなんとか暮らしていた。……あのまま仲のいい兄弟でいられたら、俺もあの人も幸せだったかもしれない」


　寛人さんはふと昔を懐なつかしむような表情をした。それがとても優しげで、寛人さんにとって、その時期が本当に幸せだったんだろうと思った。


「俺達の育ってきた環かん境きようは違う。性格も違う。考え方が合わないとは、薄うす々うす、感づいていたが、それでもなんとかお互たがい、最大限に歩み寄っていたと思う。だが……あの人が高校に入ってからは、その溝みぞが徐じよ々じよに広がっていった。そして、ある事件がきっかけで、それは決定的なものとなってしまったんだ」


　ある事件って、一体なんだろうと思ったが、オレはそれ以上、突つっ込んで訊きけなかった。それは瑛一さんと寛人さんの秘密みたいなものかもしれない。そんな気がしたからだ。


「同じ両親から生まれた本当の兄弟のように思っていたのに、やはりそうではなかった。一時期、信じきっていた相手だけに、それは非常につらかった……」


　俺にはそんな経験がないから、本当のところ、寛人さんのつらさはよく判らない。信じていた相手でも、主義や主張が違ちがえば、敵に回るということはあるんだろうか。


「俺とあの人は決して相あい容いれない。あの人も俺も同じ弁護士を目指していたからこそ、それはどうしても埋うめることのできない価値観の違いだった。だから、俺は家を出て、ほとんどあそこへは戻もどらないし、あの人を兄だとは思わない。恐おそらく、あの人も俺のことを弟だとはもう思ってないだろう」


　そう。家族じゃないとまで言い切っていた。


　だけど、今の寛人さんも、あのときの瑛一さんもどこか苦しげな表情をしているのは、何な故ぜなんだろう。反目し合っていても、どこかまだ愛情みたいなものがあるからじゃないだろうか。


　そうでなければ……単に価値観が合わないだけなら、これほど苦しまずに済むんじゃないかな。なんとも思わない相手のことはどうでもいいだろうし、なんとも思わない相手から嫌われていたって、どうってことはない。


　相手に対して、何かこだわりがあるから、上手うまくいかない感情のコントロールに苦労するんじゃないか……って。


　想像でしかないけど、オレはそう思った。


「もし君があいつのことを優しいと思っているなら、それは幻げん想そうに過ぎない。いずれその幻想は打ち砕くだかれてしまうから、絶対にあいつを信じてはいけない」


　寛人さんは激しい言葉をオレにぶつける。


　オレは息がつまる思いがした。


　オレがたまに瑛一さんのことを優しいと思うのは、幻想なのか。あれがあるからこそ、オレは瑛一さんを嫌きらいになれないでいるのに。


「……信じちゃダメなんですか？」


　オレは躊躇ためらいながらも、その言葉を口にした。


「そうだ。信じれば、裏切られる。そして、君は傷つく。昔の俺のような目に、わざわざ遭あわせたくない」


　寛人さんはオレの中に、まだ子供だったときの自分を重ね合わせているのかもしれない。


　オレと寛人さんは違う。オレは瑛一さんのひどい部分も知っている。勝手で傲ごう慢まんで、オレのことを対等な人間とも認めていない。自分の自由になる奴ど隷れいだと思っている。


　そんな瑛一さんをオレは知っているんだから、オレと寛人さんとは違うと、思いたかった。


「オレは……裏切られません。傷ついたりもしません」


　言葉だけのことだったが、オレは寛人さんの言うことを否定した。


　寛人さんは目を細めて、オレの表情を窺うかがった。


「……君はこれほどまでに言っても、あいつを信じると言うのか？」


「信じる部分はわずかです。だから、それによって、オレは傷つかないという意味です」


「その、わずかでも、裏切られれば痛いぞ」


　そうかもしれない。だけど、瑛一さんにだって、少しくらい良心はあるだろう。たとえ、有能な弁護士として世間的には立派な立場でいながら、その実、本心はそれにふさわしくない考えの持ち主であっても。


　オレはそれを信じていたかった。そうでなければ、オレが惨みじめだ。瑛一さんに身体からだを弄もてあそばれ、それに引きずられていくオレが。


「では、せめて、俺と約束してくれ。もし耐たえられなくなったら、絶対に俺のところに助けを求めにくると」


　オレは目を瞠みはり、寛人さんの顔を見つめた。


　寛人さんは真しん剣けんな眼まな差ざしをしている。仕事でもないのに、こんなに熱心にオレのことを考えてくれる人なんて、両親以外では他ほかにいないだろうと思うと、なんだか目め頭がしらが熱くなってくる。


　いや、寛人さんはオレを通して、幼かった頃の自分を救いたいんだろう。でも、それが判っていても、何故だか涙なみだが出てくる。


「恵太君……」


　寛人さんは突とつ然ぜん流れ出したオレの涙に戸と惑まどっているようだった。


　オレはあわてて涙を手で拭ふいた。


「ありがとうございます。絶対絶対、何かあったら、寛人さんのところに来ますから……」


「ああ、約束だぞ」


　寛人さんはにっこり微ほほ笑えみながらうなずいた。


　最初は寛人さんのことをヤクザみたいだと思ったが、こうして改めて見ると、そんなふうには思えない。あのとき眼差しがきつかったのは、ひょっとしたら、瑛一さんがあの場にいたからなのかもしれなかった。


　こうして微笑んでいるところを見ると、とても男らしいさわやかな人だと思う。あの組長の息子むすことか、店の前で嫌いやがらせをしていたヤクザなんかとは全然違う。


「しかし、本当にあいつに雇やとわれていて、大だい丈じよう夫ぶなのか？　あいつの後を雛ひなみたいについて歩く君を見ていると、とんでもなく理り不ふ尽じんなことをされているんじゃないかと思って、心配になる。働くところなら、どこにでもあるのに、どうしてあいつなんかに……」


　結局、話が一周して戻ってきている。寛人さんの勘かんは当たっているだけに、オレも無下に否定しにくい。


「大丈夫ですよ。今のところは」


　オレはそう言って、笑うしかなかった。


「あ、でも、ひとつだけ寛人さんに訊きいておきたいことがあるんですけど……」


「なんだ？　なんでも訊いてくれ」


　瑛一さんの家庭のことにあまり首を突っ込んではいけないと思っていたが、ここまで聞いたんだからついでだ。思い切って寛人さんに訊いてみよう。


「あの……瑛一さんと寛人さんのお父さんのことで」


「ああ、父のことか……」


　寛人さんは少し眉まゆをひそめた。表情に翳かげりが出て、やっぱり口に出さないほうがよかったかと思う。


　これ以上は、寛人さんもオレに立ち入られたくないかもしれない。


「……やっぱりいいです。じゃ、これでオレは……。失礼しました」


　オレは立ち上がり、寛人さんに礼をした。


「ちょっと待ちなさい」


　ドアに向かっていく途と中ちゆうで、オレは後ろから寛人さんに肩かたをつかまれ、引き戻された。ところが、あんまり勢いよく引っ張られたので、そのまま寛人さんのほうにバランスを崩くずして倒たおれてしまう。


「おっと。悪い」


　オレは寛人さんの腕うでの中に抱きとめられていた。


　一いつ瞬しゆん、瑛一さんの腕に抱き寄せられている自分を思い出して、ドキッとする。いや、瑛一さんと寛人さんが兄弟だからって、なんでそんなこと思い出さなきゃならないんだ。


　いくら瑛一さんにエッチなことをされていても、オレは健全な男子高校生なんだよ。何が悲しくて、男のオレがそんなことでときめかないといけないんだ……。


「すみませんっ」


　オレは急いで寛人さんの胸を押しやり、腕の中から脱だつ出しゆつした。


「……どうかしたのか？　顔が赤いが……」


「いえ、ビックリしただけです」


　寛人さんはオレの顔をしげしげと眺ながめていたが、まさかオレが一瞬、変な妄もう想そうしちゃったなんて、思わないだろう。


「こっちこそ、すまなかった。いきなり帰ると言うから、つい。それにしても、君は軽いな。女の子並みじゃないか？」


「それは、ちょっと大きなお世話です」


　女の子並みと言われれば、小こ柄がらのオレは傷つく。だけど、口を尖とがらせたのに、寛人さんは明るい声で笑ったんだ。


「悪かった。……とにかく座って話を続けよう。父のことを訊きたかったんじゃないのか？」


「でも……寛人さんがあんまり言いたくなさそうにしていたから。訊かないほうがいいのかなって思って」


「ああ……なるほど」


　寛人さんは目を細めて、優やさしい顔で笑った。


「いいんだ。あまり父のことは好きではないが、別に話をしたくないわけじゃない」


「本当に……大丈夫ですか？」


　疑うわけじゃないが、念を押してしまう。やっぱり複雑な家庭だし、寛人さんの心をできれば傷つけたくない。


「ああ。だから、座りなさい」


　ようやくオレと寛人さんはさっきの位置に戻もどる。改めて向き直ったが、一瞬触ふれ合ったことで、さっきより妙みように寛人さんを身近に感じた。


　ひょっとしたら、瑛一さんへの気持ちも、これと同じことなのかもしれない。身体がいつも触れているから、瑛一さんのことをどこかで信じてしまう。優しいところもあるなんて、寛人さんの言うとおり、幻想なのかもしれなかった。


　だけど、オレはどうしてもそれを認めたくないんだよな……。


　自分でも自分の心は上手うまくコントロールできない。


「父の何が訊きたい？」


　寛人さんはまっすぐにオレを見つめて尋たずねてきた。たぶん、オレが質問を躊ちゆう躇ちよせずに済むように考えてくれているんだろう。


「昨日、お父さんは食事をしながら、寛人さんのことばかり構ってましたよね？　オレ、あれがすごく気になったんです。なんで瑛一さんには話しかけてくれないんだろう、なんで瑛一さんばかり責めるんだろうって……」


「ああ、あれか」


　寛人さんは溜ため息いきをつきかけたが、すぐに咳せき払ばらいをしてごまかした。


「たぶん父は、俺に気を遣つかっているつもりなんだろう。母は正式に妻になれないままに病気で亡なくなった。俺は引き取られても、父に何か面めん倒どうを見てもらった記き憶おくがない。いつも家にいなかったからな。あいつと対立して、家を出たときに、父は初めて俺の気き性しようや考え方や不満を知った。そして、そのときになって初めて、放っておいてすまなかったと謝られた」


　寛人さんが家を出たのは、大人になってからの話だし、そのときになって謝られても遅おそいんじゃないかな。とはいえ、寛人さんの心を判ってくれないままだったら、それはそれで悲しい。


「でも……瑛一さんだって、放っておかれてたんでしょう？」


「そう。だが、あいつには母親がいた。もちろん、ロクに面倒なんか見てないようだったが、それでもいるのといないのとでは違ちがう。……と父は思ったんだろう」


　理り屈くつは判るが、それにしたって、あの差別具合は見ていて気になった。瑛一さんはあれでなんとも思わなかったんだろうか。そんなことはない気がする。


「まあ、あいつのことは心配しなくていい。あいつと父は似たもの同士だ。考え方が似ている。何な故ぜ、今いま更さらながら、父が俺に気を遣っているのか、理由を察しているだろうな。まあ、早い話が、父も俺の機き嫌げんを気にするくらい、年を取って気弱になってきたということだ。家を捨てて出ていった子供にだけ話しかけるなんて、判りやすいと思わないか？」


　なるほど。だったら、瑛一さんのお父さんに対する態度も納なつ得とくできる。


　思い切って、寛人さんに訊いてみてよかった。瑛一さんの考えていることは、表面からは判りづらいけど、できればそういうことも知っておきたい。どうせオレはこの先、何年も瑛一さんと付き合っていかなきゃいけないんだから。


「瑛一さんとお父さんの仲が悪いのかと思って、オレ、ドキドキしてました」


　寛人さんはクスッと笑う。


「とはいえ、仲がいいわけでもない。あいつら、どっちも悪人だからな」


　悪人って……。


　瑛一さんにはピッタリだけど、お父さんにはどうなのかな。


「でも、お父さんはオレに優しくしてくれますよ？」


「大人だけの家庭に、子供が一人紛まぎれ込めば、優しくもするだろう」


「……オレ、そんなに子供じゃないつもりですけど」


　ちょっと恨うらめしげに目を上げたら、寛人さんは笑いながらオレの頭を撫なでた。


　だから、子供じゃないってば。


　でも、オレと寛人さんはすっかり打ち解けた感じで、これでオレと瑛一さんの間にいつ何があっても大だい丈じよう夫ぶ……。


　いや、もちろん何もないほうがいい。


　オレは裏切られないほうに賭かけたんだから。








　家……というか、瑛一さんの家に帰って、一通りの掃そう除じなどを終えたオレは、瑛一さんの帰りを待った。


　瑛一さんが用で遅くなるときは、先に食事をしていいという連れん絡らくが入るが、今日は電話もないから、オレはすきっ腹を抱かかえて待たなくてはいけない。まあ、これも仕事と思えば我が慢まんできるかな。


　それに、連絡がないということは、瑛一さんだって、夕食をまだ摂とってないってことだから。


　瑛一さんが食べてないのに、オレだけ食べるわけにもいかないよ。


　母屋のリビングのほうでしばらく待っていると、やっと瑛一さんが戻ってきた。


「お帰りなさい！」


　オレは腹が減っていたので、嬉うれしくて飛びつくようにして、瑛一さんを出で迎むかえた。


　いつもなら、瑛一さんは帰ってくると、オレのことをペットか何かみたいに頭を撫でるんだけど、今日は撫でてくれない。いや、別に撫でられたいわけじゃないけど、なんだか変だ。


　表情も硬かたくて、ニコリともしない。


「あの……仕事で何かありました？」


　今までそういうことはなかったけど、たまには仕事で嫌いやなこともあると思うんだ。それを家にまで引きずって帰ってきたんだとしても、オレは責められない。


　そもそも、オレに対して愛想よくしなければならないという義務はないだろうし。


「仕事で？　いや……」


　そう言いながらも、瑛一さんはものすごく不機嫌そうな顔をしている。


　一体、何があったんだろう。


「まあ、いい。とりあえず腹が減った。食事をしよう」


「……はい」


　オレはなんでもないように食しよく卓たくについて、瑛一さんと食事を始めたが、いつもと違う瑛一さんの様子に気を取られてばかりいた。


　オレと目を合わせようともしない。話もしない。雰ふん囲い気きがなんとなく冷たい。


　どう考えたって、おかしい。何かあったとしか考えられなかった。


　食事が終わった後、瑛一さんはオレにちらっと視線を送り、立ち上がる。離はなれに戻るという合図なんだろうけど、いつもならちゃんと声をかけてくれるのに。


　それに……なんだか冷たい視線だった。


　オレ、何かしたのかな。でも、朝出かけるときはいつもと同じだった。オレの耳にキスをしながら、今夜の検査が楽しみだねって言ったのに。


　どうしたんだよ……。


　オレはなんとなく心細い気持ちになる。瑛一さんはひどい人ではあるけど、この家でオレが頼たよるのは、結局、瑛一さんしかいないんだ。


　離れのベッドルームで、オレは瑛一さんから受け取ったスーツの上着に、ブラシを軽くかけた。傍そばで瑛一さんは、無言のままネクタイを外している。


　二人の間に沈ちん黙もくが流れて、オレは息苦しくてたまらなくなった。


　この空気をなんとかしたくて、オレは仕方なく口を開く。


「あの……今日はホントに『検査』するつもりなんですか？」


「当たり前だ」


　返ってきた言葉は冷たかった。突つき放はなすように言われて、オレは思わず瑛一さんの顔を見上げる。


　氷のような眼まな差ざしで見つめ返されて、オレは何も言えなくなった。


「なんなら、今からしようか？」


「え……だって……」


　綺き麗れいに洗えたかどうかの検査じゃないのか。だったら、当然、風ふ呂ろに入ってからの話だ。


「おいで」


　瑛一さんはオレの腕うでを強く引っ張った。


「痛いっ。……瑛一さん！」


「君はただ私の言うとおり動けばいいんだ。私の奴ど隷れいなんだから」


　その言葉は久しぶりに聞いたような気がする。オレはなるべく瑛一さんの意に沿うように動いていたし、わざわざ奴隷だと言われないようにしていた。


　なのに……。


　そんなふうに言われなきゃならない自分が悔くやしかった。オレは何も悪いことなんかしてないじゃないか。瑛一さんとも上手うまくやっていこうと努力している。これ以上、瑛一さんは何を望んでいるんだよ。


　オレはベッドに突き飛ばされた。


「服を脱ぬぎなさい」


　今までだったら、同じ言葉でも、瑛一さんはこんなに冷たく言ったりしなかった。余よ裕ゆうありげに笑いながら言っていたのに。


　オレは屈くつ辱じよくで震ふるえる手で、衣服を取り去った。


「……脱ぎました」


　オレに笑いかけてくれない瑛一さんの顔なんて見たくない。じっとうつむいたままで、オレはそう言った。


「うつ伏ぶせになって」


「はい……」


　言われたとおりに、ベッドの上でうつ伏せになる。すると、いきなり、オレは両腕を背中に回された。


「えっ……痛っ」


　オレの腕はネクタイでくくられていた。


「なんでこんなことを……っ？」


「検査のためだよ。君が暴れないようにね」


「オレ、暴れたりしません」


　いつも覚かく悟ごして、瑛一さんとはエッチしている。それなのに、今いま更さら逃にげるなんて卑ひ怯きような真ま似ねはしないつもりだ。


「何をされても暴れない自信があるんだ？」


「え……？」


　何をされてもって……瑛一さんは何をするつもりなんだろう。


　瑛一さんはオレのオシリを撫なでた。


「あ……」


「感じる？」


　こんな仕打ちを受けて、感じるなんて思われたくない。オレは首を横に振ふった。


「遠えん慮りよしなくていい。どうせ君は感じてしまうんだから」


　その一言は、オレに衝しよう撃げきを与あたえた。


　確かにそうかもしれない。瑛一さんに身体からだを撫でられているだけで、いつも感じている。だけど、オレは好き好このんで、こんなエッチな身体になったわけじゃない。


　瑛一さんがオレをこんなふうにしたんじゃないか。


　悔しすぎて、涙なみだも出ない。


　オレは唇くちびるを嚙かみ締しめた。


「ほら、こうやって、もっとよく見えるようにしないとね。これから検査をするんだから」


　瑛一さんはオレの膝ひざを立たせた。腕は縛しばられているから、腰こしだけが高く上がる。


　すごくみっともない格好だ。


　なんで、オレはこんなことされなきゃいけないんだろう。こんな屈辱的な扱あつかいをされて当たり前なことを、何かしたっていうのか。


　でも、せめて、瑛一さんがこれほど冷たい態度でなければ……。


　いつものように笑いながらしてくれれば、オレも冗じよう談だんのように済ませられたかもしれない。


　けれども、今の瑛一さんはいつもと違ちがう。


　瑛一さんはローションのボトルを手に取った。そのローションで濡ぬれた手で、オレの股こ間かんに触ふれる。


　ぬるぬるとした感かん触しよくがオレを襲おそう。


　冷たい仕打ちを受けて、感じるどころじゃないはずなのに、やっぱりそこを刺し激げきされると、次し第だいに硬くなってきてしまう。


　瑛一さんの思いのままに操あやつられているようで、二重の屈辱を受ける。


「こんなの……嫌だっ」


「嫌だと言われても、君に拒きよ否ひ権はないんだ」


「そんな……」


「それに、いくら嫌だと口で言ったところで、これじゃ……ね。君もいじめられるのを楽しんでいるんじゃないか？」


　まるで馬ば鹿かにしたように言われて、オレは口を引き結んだ。


　確かに、いくら嫌だと言っても、こんなに感じて硬くしているのは事実だ。本当に嫌なら、こんなことにはならないはずなんだ。


　だけど……。


　瑛一さんの慣れた手つきには抗あらがえなかった。いや、瑛一さんの手にオレの身体が慣れているんだ。いくら状じよう況きようが違うといっても、やってる行こう為いはいつもと同じだ。


　オレだって、こんなことで感じたくないんだから。


「こっちも同じように感じるのかな」


　瑛一さんはローションで濡らした指をオレの中へと押し込んでいく。


「あ……っ……」


　声なんか出したくないけど、勝手に出てきてしまう。だって、いつもと同じ瑛一さんの指じゃないか。オレが感じるポイントを瑛一さんはよく知っているから、そこを刺激すればいいだけの話だ。


　揺ゆらしたくもないのに、腰が揺れる。まるで、瑛一さんを誘さそっているみたいに、物欲しげに揺れるんだ。


「いやらしい身体だ。他ほかのものを入れても、やっばり感じるんだろうね」


「そ…んなこと……っ」


　なんで、いやらしい身体なんて言われなくちゃいけないんだろう。自分がさんざんオレにエッチなことをしておいて、その結果、こうなったんじゃないかと思う。


　だけど、結局、何をされても感じてしまうオレが悪いってことになるのか。


　瑛一さんは指を引き抜ぬいた。当然、この先に来るものはひとつだと思っていた。いつもなら、オレの中に瑛一さんが入ってくるはずだからだ。


　なのに、オレのその部分に押し当てられた感触はまったく違ちがっていた。


「何……？」


「動かないで。動くと怪け我がをするかもしれない」


　人間の身体の一部なんかではない、何か冷たくて硬かたいものがオレの中に押し入れられようとしている。


「そんなの……入れないで……」


　それがなんなのか判らないけど、たぶん普ふ通つうは体内に入れるようなものでないことだけは確かだ。そして、うかつに動くと、中が傷ついてしまうようなものだ。


　だけど、それは容よう赦しやなく、オレの中に埋うめられていく。


「嫌いやだ……嫌だぁ……」


　もう弱々しい泣き声しか出せない。


　動いちゃダメだと思うのに、あまりの恐おそろしさに小刻みに身体が震える。


「大だい丈じよう夫ぶだ。ただのペンなんだから」


　ただのペン……。ペンだって、身体の中に入れれば、充じゆう分ぶんな凶きよう器きだ。無理に入れて中を傷つければ、とんでもないことになる。


　だから、動くなと言ったんだろうが、それにしたってひどい。


　いくら奴ど隷れいだからって、していいことと悪いことはあるじゃないか。それが瑛一さんに判らないはずはないよ。当然判っててやってるんだ。


「動かすよ」


「えっ……やめてください……っ」


　瑛一さんは本気だ。オレの中のものをゆっくりと動かしていく。


　気持ちいいどころじゃない。こんなことに耐たえられるわけがない。オレは吐はき気けを催もよおして、身体から力が抜けていくのを感じた。


「恵太……！」


　気がつくと、オレは頰ほおを軽く叩たたかれていた。軽い失神状態に陥おちいっていたらしい。中に入っていたものは取り去られていて、手を縛っていたネクタイも解かれている。


「瑛一さん……」


　オレを心配そうに見つめる瑛一さんの顔を見て、ホッとする。


　よかった。オレが失神しても、どうでもいいと思うような瑛一さんじゃなくて。


　オレはまだ瑛一さんを信じていてもいいよね。ほんの気まぐれで意地悪をしただけで、本当は優やさしいところだって、あるんだよね。


　オレは手を伸のばして、瑛一さんの頰に触れた。


　その手に瑛一さんの温かい手が重なる。


　大丈夫。オレは大丈夫。まだ傷ついてない。瑛一さんを信じられる。だから、ほんのちょっとだけ、優しくしてほしい。


　オレは瑛一さんを心からひどい人だとは思いたくないんだ。


「君は昔の寛人によく似ている」


　瑛一さんはオレを見つめたまま、ポツンと言った。


「え……？　どういう意味？」


「いつもまっすぐな目で私を見ていた。まったく歪ゆがみのない素す直なおな性格で、曲がったことは嫌きらい。半分は血がつながっているはずなのに、私とまったく違う寛人を見て、この子はどれだけ愛されてきたんだろうと思った。そして、君を初めて見たときも、たくさんの愛情を受けて、これほど素直な明るいいい子に育ったんだと思ったんだ」


「あ……」


　瑛一さんはオレを選んだと言った。オレでなければ……とも言った。だから、瑛一さんには、オレに対する特別な何かがあったんだと思った。


　そうでなければ、わざわざ男のオレを抱だいたりしないって……。


　でも、違うんだ。


　瑛一さんは寛人さんに似たオレが欲しかったんだ。きっと、可愛かわいがっていた頃ころの素直な寛人さんとの生活を取り戻もどしたかったんだろう。


　寛人さんを重ねたオレにエッチしたのは、何な故ぜなのか判らない。ただオレに逃にげられたくなかったのか、それとも、寛人さん自身にそんな欲望を抱いだいていたのか……。


　いずれにしても、瑛一さんは最初からオレなんか見てなかったんだ。


　涙なみだがあふれ出て、止まらない。


「恵太……」


　瑛一さんはオレの頰に触れ、涙を拭ふき取ろうとした。けれども、オレの目は壊こわれたように涙を流し続ける。


　胸が張り裂さけそうなほど痛む。


　そのとき、オレは瑛一さんに望んでいた優しさというものの正体が判ってしまった。


　ほんの少しでいいから、オレを好きでいてほしかった。瑛一さんが欲しかったのは、奴隷ではなく、オレという人間だったんだって。


　オレが男でも抱いてしまいたくなるほど、オレのことを好きになったんだって。


　もしそうなら、瑛一さんがオレにしたいろんなことも、許してしまえる。どんなことでも、もしオレを好きでいてくれるなら……。


　だけど、現実は違っていた。


　オレがそう思いたかっただけで、瑛一さんはオレなんかどうでもよかったんだ。本当は、瑛一さんにオレでなければならない理由なんてなかった。


　そして、いつしかオレと瑛一さんとの関係は、まったく逆になっていたんだ。


　オレが……。


　瑛一さんでなければいけなくなっていた。


　オレは身体からだだけではなく、心まで奪うばわれていた。瑛一さんが見せるいろんな表情に惹ひかれ、胸をときめかせた。


　落ち着いた大人の顔を見せるときもあり、傷ついた子供のような顔を見せるときもあった。イタズラをするときのような表情を覗のぞかせるときもあり、優しい表情をしてオレを包んでくれるときもあった。


　オレと瑛一さんの間は、決して身体だけの関係じゃないと思っていた。


　だけど、それはオレの一方的な思い込みだったのかもしれない。瑛一さんが欲しかったのは、オレじゃなかったんだから。


　瑛一さんはオレの涙を止めるように、何度かキスをした。


　ズキズキ胸が痛む。


　こんなキスなんて意味がない。オレを好きでないのなら、こんなキスに意味があるわけない。


　それに今まで気づかなかった自分が滑こつ稽けいだった。


　裏切られたりしない。傷ついたりしない。そう思っていたのは、間ま違ちがいだった。


　瑛一さんは涙がようやく止まったオレの髪かみを撫なでながら尋たずねた。


「落ち着いた？」


　オレはうなずいた。でも、涙は止まっていても、胸の中では血が流れているのと同じだった。


「すまなかった。今日、寛人から私のところに電話があったんだ。君が寛人のところへ行ったと聞いて、思わず……」


　それであんなに怒おこっていたのか。オレが瑛一さんのことを告げ口したとでも思われていたんだろうか。


「オレは寛人さんに何も言ってません」


「そのようだね。だが、私は君が個人的に寛人と会っていたことが許せなかった。寛人は私に偉えらそうに説教するし、君を大事にするべきだと主張するんだ。君は私のもので、そんなことに口を出される筋合いはないのに」


　結局、オレは兄弟喧げん嘩かに巻き込まれただけなのかもしれない。あんな目に遭あったのが、たったそれだけの理由だったなんてね。


「寛人さんはオレに瑛一さんと初めて会ったときのことを話してくれました。一いつ緒しよに暮らしていくうちに、いろんな価値観の違いがひずみを生んだんだって」


「そう。だから、私と寛人は永遠に判り合うことはない」


　瑛一さんはあっさりと結論を言った。


「仲直りするチャンスはないんですか？」


「ないね。仲直りなんてするつもりはない。それは寛人も同じだろう。私達はそれでいいんだよ。ぶつかれば、火花が散る。火事にならないようにするには、離はなれているしかない」


　本当にそれでいいんだろうか……。


　瑛一さんは子供の頃に可愛がっていた寛人さんの姿をオレに重ねているんだ。二人きりの兄弟で、どれだけ互たがいを支え合って生きてきたのかと思うと、仲直りは無理でも、せめて憎にくみ合わずにいられたら、幸せなんじゃないかな。


「それでいいんだ……私には君がいる」


　瑛一さんの言葉に、オレの胸の傷がえぐられる。


　もうオレは騙だまされない。


　そんな言葉や優しげな瞳ひとみで、騙されたりしない。瑛一さんはオレ自身を好きになることなんか、絶対にないんだ。


　寛人さんの身代わりとして、オレはこのまま何年もここにいなくてはいけないのか……。


　それは耐えられない。


　唇くちびるが重なる。


　舌が絡からまり、いつものように、たちまちオレの身体を溶とかしていく。慣れてしまった身体は、また瑛一さんの言いなりになってしまう。


　オレは……。


　どうしたらいいんだろう。








　翌日、オレは学校が終わると、再び寛人さんの事務所を訪おとずれた。


　瑛一さんには、もう寛人さんとは会ってはいけないと言われ、そう約束させられたばかりだった。だから、本当は会ってはいけないんだと思う。


　でも、オレはもう耐たえられなかった。耐えられなくなったら、寛人さんのところに来るように言われたのは、昨日のことだったか。


　まさかたった一日で、こんなに状じよう況きようが変わるとは思ってもみなかった。


　オレの暗い表情を見て、寛人さんは驚おどろき、そのままオレを自分の一人暮らしのマンションへと連れてきたんだ。


　寛人さんのマンションはこぢんまりとしていたけど、落ち着いたインテリアで、寛人さんの性格がそのまま出ているような気がした。


　案外、寛人さんは瑛一さんより大人なのかもしれない。いつでも人を包めるようなそんな広い心を持っているようにも見える。


　オレは寛人さんに勧すすめられ、柔やわらかいソファに腰こしを下ろした。寛人さんはその横に腰かけ、オレの顔を覗き込む。


「一体、どうしたんだ？　もしかして……昨夜ゆうべ、何かあったのか？」


　自分が瑛一さんに電話をかけたせいかと心配しているんだろう。オレは寛人さんにちょっと笑って見せた。


「ありましたけど、あれはただのきっかけで。根本的なことを、オレが間違っていたことに気がついたんです」


　明るく言ったつもりなのに、目に涙が溜たまる。


　なんて根性のない目なんだろう。オレは寛人さんの前で泣いたりしたくない。いや、もう誰だれの前でも泣きたくない。


　しっかりしよう。オレを救うのは、オレしかいないんだ。寛人さんも瑛一さんも他人だ。そして、家を出た以上は、もう親にも頼たよれない。


「恵太君……無理しなくていい。君はまだ子供なんだから、つらいことがあれば周囲の大人に頼っていいんだ」


　寛人さんの言葉に、一度引っ込んだ涙がまた出てきそうになる。オレは必死でまばたきをして、それを抑おさえた。


「……オレを甘やかさないでください。オレはもう子供じゃないです。一応、親元を出て、働いているんだから」


　上手うまく声が出てこないけど、オレはきっぱりと言った。


「そうか……。では、俺は君を大人として扱あつかえばいいんだな？」


　寛人さんはそう言いながらも、オレに気を遣つかっているようだった。子供を包むようなオーラで、大人として扱うと言ってくれている。


「はい、そうしてください。あの……それから、オレがこれから言うことは、瑛一さんに言わないでもらえますか？」


「それは約束できないな。必要とあれば話す。つらそうな君を救うのが、俺の仕事だ」


「仕事……って、オレ、お金ないですけど」


　あわてて付け加えると、寛人さんは笑った。


「そういう意味じゃない。人として、困っている人を助けるのは当然のことだ」


　なんだ、そうか。こっちから事務所に押しかけていったし、仕事と思われたらどうしようと思ったよ。


　オレは改めて寛人さんに向かって座り直し、姿勢を正した。


「本当はこんなこと、人に言いたくなかったんです。でも、瑛一さんの気持ちを寛人さんには伝えておきたくて。オレは誰かの身代わりだなんて嫌いやだから……」


　寛人さんはオレの言う意味がまだ判らないだろうけど、黙だまって前置きを聞いてくれた。


　なんだか心臓がドキドキしてくる。こういうことを口にするのは初めてで、ちゃんと説明できるかどうか自信がない。だけど、寛人さんの優やさしい眼まな差ざしを受けて、口を開いた。


「オレ……実は瑛一さんにすごくエッチなことされてて……」


「なんだって！」


　寛人さんが急に大きな声を出したから、オレのほうがビックリしてしまう。そこまで激しい反応をされるとは思わなかったからだ。


「なんて奴やつだ……。ロクな奴じゃないことは知っていたが、君みたいな子供……しかも男の子にセクハラするなんて、そこまで腐くさっていたとは。よし、判った。後は全部、俺に任せておけ」


　瑛一さんを糾きゆう弾だんするつもりの寛人さんがすぐさま立ち上がろうとするのを、オレはなんとか押しとどめた。


「待ってください。オレがしてほしいのは、そんなことじゃないんです」


「え？　しかし、君はセクハラされているんだろう？　それで、悩なやんでいて、俺に相談しにきたんじゃないのか？」


「寛人さん……オレの話を最後までよく聞いてくださいね」


　たぶん寛人さんにとって、瑛一さんがオレにセクハラ行こう為いを働いていたなんて、とんでもなくショックだったんだろう。まあ、実際はセクハラどころの行為ではないんだけどね。そこまでストレートに言わなくてよかったかもしれない。


「最初はオレもそれがセクハラだって思ってました。だけど、だんだんそうじゃなくなっていたんです。こんなこと言うと、気持ち悪いって思われるかもしれないけど……オレは瑛一さんに惹ひかれていたし、瑛一さんがもし好意を寄せてくれているなら……こういう関係でもいいんじゃないかと思いました」


「俺は……そういう気持ちや関係を一いち概がいに否定はしない。しかし、君があいつを好きになったというのは、本当の君の感情じゃないかもしれない。住み込みで働いているところへセクハラされて、特とく殊しゆな状況下に置かれ、自分の心を守るために、あいつを好きになったと思い込んでいるんじゃないのか？」


　本当に寛人さんの言うとおりに、ただの思い込みだったらよかった。だけど、それなら、自分が身代わりだと知ったときの、あの胸の痛みを説明することができない。


「自分のそんな気持ちに気づいたのは、昨日のことなんです。それまでは……自分でもよく判らなくて。ただ、自分の主義として、約束したことは守ろうと思っていただけなんです」


「約束……とは？」


「仕事の契けい約やくのことです。オレは瑛一さんの身の回りの世話をすることになっていたんですが、瑛一さんはエッチも身の回りの世話に入るんだって言って……」


　寛人さんはそれを聞いて、眉まゆを寄せた。


「それは……ただ君にイタズラをしたというわけではなくて……性的欲求を君で晴らしていたということなのか？」


　そこまで言うのはどうかと思ったが、話の成り行き上、避さけては通れないみたいだ。


「……まあ、そういうことです」


　オレが肯こう定ていすると、寛人さんは自分の頭を押さえて下を向いてしまった。


　ずいぶん落ち込んでるようだ。やっぱり言わないほうがよかったかな。


「そんな奴と血がつながっているなんて……」


「すみません。オレ、寛人さんをそんなに落ち込ませるつもりはなかったんですけど……」


　突とつ然ぜん、寛人さんはガバッと顔を上げた。


「君はどうしてそれを拒きよ絶ぜつしなかったんだっ？　そんなもの、身の回りの世話には当たらないだろう？」


「それは判ってたんですけど、やっぱり、いろいろされると気持ちいいわけだし……なんだかズルズルとそういうことになってしまって……。それに、借金のことを持ち出されると、無理に拒絶もできなかったんです」


「借金のこと？　まさか君はあんな奴に借金をしてしまったのか？」


「はい、正確にはうちの親が、なんですけど」


　オレは組長の息子むすこにつきまとわれたことから借金に至るまでの事情を話した。


「君も君のご両親もどうしてあいつの言いなりになってしまったんだ。いや、それだけ人がいいということなんだろうな。あいつがあんな奴だとも思わずに騙だまされて……」


　寛人さんはオレを哀あわれみの眼差しで見つめた。


　オレの場合は、人がいいというより、馬ば鹿かだったんだろう。瑛一さんの笑え顔がおの裏にあるものなんて見み抜ぬけなかったし、偉えらい弁護士の先生の言うことなんだから、間ま違ちがってないだろうし、悪いようにはしないだろうと思い込んでいたんだ。


「でも、それはひょっとしたら、瑛一さんが仕組んだのかもしれません。昨日……オレは瑛一さんに、昔の寛人さんに性格とかが似ているって言われたんです。最初見たときにそう思ったって」


「昔の……俺に？」


　寛人さんは驚おどろいたように目を見開いた。


「はい。だから、オレを手元に置くために、瑛一さんはわざわざ借金を仕組んだんじゃないかな。証しよう拠こはないけど、そう思います。そして、あんな手を使って、オレを縛しばりつけた……」


「もしそうなら、とんでもないことだ！　いや、たとえそれが故意でなくても、君と君のご両親が出るところに出れば、あの人は……」


　非常にショックを受けた様子の寛人さんを見て、やっぱり兄弟の絆きずなみたいなものは、喧けん嘩かしようが主義が違おうが、強く残っているものなんだろうと思った。


「出るところに出ようという気はないです。オレは……結局、瑛一さんが好きだったわけだし」


「しかし……それではあまりに……」


「いいんです。ただ……残念なのは、瑛一さんの気持ちがオレにあったわけじゃなかったことかな。瑛一さんは昔可愛かわいがっていた頃ころの寛人さんをオレに重ね合わせていただけで、最初からオレなんかどうでもよかったんですよね。それさえなければ……オレのこと、ちょっとでも好きでいてくれれば、このままの生活を続けていてもよかったんだけど」


　オレの言葉はすでに過去形だった。まだなんにも終わってないのに、気持ちだけはもう終わりになっていたんだ。


　寛人さんは眉を寄せて、オレの顔をじっと見た。


「俺には判らない……。そんなふうに思ってしまう君の気持ちが。借金を負わされ、セクハラされて……どうしてあいつを好きになれるのか。本当なら憎にくむべきなんじゃないか？」


「そうですよね。憎むべきなんでしょうけど……」


　それでも、好きになってしまったんだから仕方ない。


　奴ど隷れいだの、自由意思はないだの言っていたわりに、瑛一さんはエッチ以外では普ふ通つうにオレに接していたと思う。たまには優しくしてくれたし、オレの体調や勉強のことも気き遣づかってくれていた。


　だからこそ、瑛一さんはオレを好きでいてくれるんじゃないかって、勘かん違ちがいすることになったんだけど。


「やっぱりオレは瑛一さんを憎めない。なんであんな人を好きになってしまったかと思います。でも……」


　思わず涙なみだが出てきそうになって、懸けん命めいに堪こらえる。


　寛人さんはそんなオレの肩かたを抱だいた。暖かい体温が伝わり、オレはそれで癒いやされるような気がした。


「俺にはその気持ちが理解できないが、それでも、君が本当にあいつを好きなのは判った。それで……君はどうしたい？　このままの生活が嫌いやなら、俺は君のためにしてあげられることがある」


　優やさしい口調で、寛人さんはそう言った。大人として扱あつかうと言いながらも、寛人さんはやっぱりオレを子供のように思っているんだろうな。


「ありがとうございます。やっぱり、今のままだとつらいから……オレが家に戻もどれるようにしてもらえませんか？　借金はなんとか働いて返しますから」


「君への慰い謝しや料りようとして借金分くらい要求できると思うが……」


「慰謝料なんていいんです。オレは……ただ、今がつらいだけだから。でも、慰謝料をもらうほど傷ついたと思われたくない。これは言わば、失しつ恋れんみたいなものだし、そんなことで慰謝料なんて……」


　逆に、オレが瑛一さんの元を去れば、瑛一さんが傷つくだろう。もちろん傷ついたということを、表面上は見せないだろうけど。


　今までの瑛一さんを見ていれば、それは想像できる。


　しかも、寛人さんにオレは話をつけてもらおうとしている。それは二重の裏切りだった。


「そこが判らないな。君があいつを好きなのは判った。それで、あいつがそんな借金を負わせてまで君を手に入れようとしたのは、好きでもないとしたら、何な故ぜなんだろう。そこに、君と昔の俺が似ているというのが、どう関かかわっているのか、俺には理解できない」


　寛人さんの立場からすれば、そうかもしれない。オレだって、二人の子供時代の話を聞いていなければ……そして、実際に瑛一さんに、昔の寛人さんに似ていると言われなければ、思いつけなかったことだ。


「今日、オレが寛人さんに話をしにきたのは、そのためなんです。瑛一さんは今でも子供時代に寛人さんと支え合って生きてきたことを、忘れてはいないと思います。それどころか、強くこだわっている。だから、昔の寛人さんに似ているオレを、あんな手まで使って自分の手元に置いておきたかったんじゃないかって……そう思うんです」


「しかし、昔のことは、昔のことに過ぎない。時間は逆戻もどしにできないのだから、君にそんなことをするのは、理り屈くつに合わない」


「オレのことはもういいんです！」


　寛人さんはオレの肩から手を離はなし、驚いたように視線を向けた。


「……よくはないだろう？」


「いいんです。オレは家に帰れればそれで。でも、瑛一さんの本当の気持ちを、寛人さんに知ってもらいたい。仲直りなんてできないのかもしれないけど、少しでも憎み合わずにいられたら、それが一番なんじゃないかって思うんです。瑛一さんは淋さびしい人だから……オレはそれだけが心残りで……」


　本当はオレが寛人さんの代わりに、ずっと瑛一さんの傍そばにいてあげられればいいのかもしれない。だけど、それだと、オレはつらすぎるんだ。


　好きな人に、自分を自分として見てもらえないのは嫌だ。そんな状態で、エッチするなんて耐たえられない。


「君はそこまで……」


　寛人さんは視線を逸そらし、何事か考えているふうだった。ふと目を上げると、オレをまっすぐに見つめる。


「あいつが高校生のときに、ある事件があったと言ったが……」


「確か、それが瑛一さんと寛人さんの仲を決定づけることだったって……」


　寛人さんはそれをオレに話してくれようとしているんだろうか。


　オレはドキドキしながら、寛人さんの次の言葉を待った。


「当時、あいつの友人がある事件で警察に逮たい捕ほされたんだ。友人なら、普通は何を置いてもまず相手の無実を信じるものだろう。しかし、あいつは違っていた。冷静に事件について分ぶん析せきしていた。それを聞いたとき、この人はなんて冷れい酷こくな人なんだろうと俺は思った。もし俺が……何かの間違いで逮捕されたら、この人は同じように分析して、決して俺を信じてくれようとはしないんだろうと……」


　それは、寛人さんにとって、一番恐おそれていたことじゃないんだろうか。瑛一さんだけを慕したっていたのに、もし突つき放はなされたとしたら、たぶん耐えられない。


「だから、俺はあの人の考え方を容認することができない。あの人が俺のことをどう思っていようと、決して歩み寄ることはできないんだ」


「裏切られるのが怖こわいんですね？」


　寛人さんは一いつ瞬しゆん、オレの目を射い貫ぬくような視線で見つめた。が、すぐに目を伏ふせる。


「……そうかもしれない。君の言うとおりだ。裏切られて傷つくのが怖い。信じていれば、その分、ダメージは大きい。そうであれば、近づかないほうがいい。離れていれば……憎んでいれば、傷つくことはないからだ」


　オレに指し摘てきされるまでもなく、寛人さんはそんなこと判っていたんだろう。瑛一さんも同じように、寛人さんを失ってしまうことが怖くて、あれほど反発していたのかもしれない。


　結局、瑛一さんも寛人さんも、子供のときの心をまだ残していたってことだ。


「たまには家に帰って、瑛一さんと食事でもしてください。寛人さんが歩み寄れば、瑛一さんもその分きっと振ふり返ってくれる。考え方が合わなくて喧けん嘩かもするかもしれないけど、それでも兄弟なんだから……」


　そうしたら、瑛一さんの心は満たされるはずだ。オレなんかいなくても。それでいいはずなんだ。


　涙が出てくるから、目を擦こすってごまかそうとしたら、寛人さんにギュッと抱きしめられた。


「寛人さん……？」


　なんだろう。慰なぐさめてくれてるつもりなんだろうか。


「君は……それでいいのか？」


「いいんです。もう早く家に帰りたい。オレの望みはそれだけです」


　寛人さんはオレの髪かみを何度も撫なでる。そうされると、瑛一さんと触ふれ合ったときのことを思い出して、妙みように懐なつかしい気持ちになった。


　もう、あんなことは二度とないんだ……。


　胸はまだすごく痛むけど、きっとそのうち忘れられる。すべてが元どおりになるんだ。普通に生活して、普通に学校に行き、普通に店の手伝いをする。そうすれば、以前の何も知らなかったオレにきっと戻れる。


　こんな痛みなんか、なかったことにするんだ。


　やがて、寛人さんがポツンと言った。


「やっと、あいつが君を手元に置きたがった気持ちが判ったような気がする」


「……そうですか？」


　寛人さんは身体からだを離した。そうして、オレの両肩かたに手を置く。


「家に戻っても、何かあったら、いつでもまた相談しにきてくれ。あいつと違って、法外な料金は取らないから」


「……はい」


　無理して笑うと、また涙がこぼれ落ちる。


　やっぱりオレはまだ子供なのかもしれないね。








　それから、オレは寛人さんと共に西園寺家に戻った。


　しばらくして、瑛一さんが帰ってくる。そして、母おも屋やのリビングにいたオレ達を見て、驚おどろくより強こわ張ばった顔をした。


「……なんの用だ？　恵太には近づくなと昨日言ったばかりだぞ」


　オレには寛人さんと会うなと言ったが、同様に寛人さんにも釘くぎを刺さしていたわけか。


「その恵太君から相談を受けたんだ」


　すぐに瑛一さんの鋭するどい視線がオレに向けられる。オレはそんな視線を受け止める勇気がなくて、うつむいた。


「……喋しやべったんだね？」


　オレは瑛一さんの顔を見ずにうなずいた。


　瑛一さんはそれ以上、オレには何も言わずに溜ため息いきをついた。オレはそれを聞いただけで、瑛一さんがどれほど傷ついたのか判ってしまう。


　だけど、もうどうしようもないんだ。


「恵太君のことで、俺はあんたをもう責めようとは思わない。だが、とりあえず代理として、話しておきたいことがある」


「……判った。離れで話そう」


　瑛一さんはあっさりとそう言うと、オレ達を連れて離れに移動する。オレは自分の部屋にいるように言われて、そのまま引っ込んだ。二人はリビングで話をするらしい。


　もう、この部屋に入るのも最後なのかな……。


　オレは瑛一さんに買ってもらったベッドに腰こしかけた。机も本ほん棚だなも、ここにあるものはほとんど瑛一さんが買ってくれたものだ。


　そういえば、服や靴くつも買ってもらった。オレがここに来たときは、本当に少ない荷物だけを持ってきたんだ。


　あれからずいぶん経たったような気もしたけど、一ヵ月くらいのことだ。


　瑛一さんに意地悪なエッチをされ、オレは瑛一さんのペースに引き込まれて、いつしか瑛一さんを好きになっていた。


　なんだか、まるで夢の中の出来事のようだった。


　そう……。


　だから、夢の中のことはもう忘れるんだ。家に帰れば、オレは現実に戻もどれるんだから。


　やがて、オレは寛人さんに呼ばれて、リビングへ向かった。話し合いは終わったみたいで、これからオレは家に戻ることになるんだろう。そう思うと、足が妙にガクガクとしてくる。


　二人はソファに座っている。オレは足の震ふるえのためにそこに近づくことができずに、少し離れた位置で止まった。


　寛人さんはソファから立ち上がって、オレに向かって言った。


「恵太君、君は家に帰れる。雇こ用よう契けい約やくは無効。借金は君への慰い謝しや料りようということで相そう殺さいされることになったが、それでいいかな？」


「え……だって、借金は……」


　顔を上げると、瑛一さんがじっとオレを見つめるのと目が合ってしまった。


　オレは急いで視線を逸らす。


　そんなふうに悲しい目で見つめられたら、苦しくなる。これが一番いいことだと思っても、やはり瑛一さんはオレを裏切ったと思うだろう。


　それは仕方ない。判っていても、これ以上、オレはここにいることができないんだ。


「それだけのことを、この人は君にしたんだ。本来なら、裁かれてしかるべきところを慰謝料で済まそうというわけだから、それくらいは当然だ」


　そういうものなんだろうか。借金は返すつもりでいたが、返さなくていいものならそれがいい。両親にそのことで心配や迷めい惑わくをかけたくない。


「じゃあ……それでお願いします」


「本当はご両親にちゃんと真実をお話しすべきなんだが……」


「それだけはやめてください！　お願いします！」


　オレは寛人さんに頭を下げた。


　両親にそんなことは絶対知られたくない。


「判っている。そのことは俺が上手うまくごまかしてご両親に話しておこう」


「すみません……」


「いいんだ。君はいい子だから、人から優やさしくされる権利がある」


　そんなの、違ちがう。オレはいい子なんかではないし、優しくされる権利なんかあるわけがない。


「恵太君は家に戻って、普ふ通つうに高校生らしく生活するのが一番いいと俺は思う」


「はい……」


　そうだ。それが一番いいことだ。


　そして、瑛一さんのことを一日も早く忘れて……。


「だが、建前はともかくとして、本当にそれでいいんだろうか。後こう悔かいはないのか？」


「……ないです」


　だから、早くオレを帰してほしい。ここにいるのは、胸が痛くてたまらないのに。


「じゃあ、最後なんだから、この人に言いたいことを言ってしまいなさい」


　言いたいことなんてないって、そう言いたかった。だけど、それを言わないうちには、寛人さんはオレを帰す気がないようだった。


　最後なんだから……。


　そう思うと、胸が熱くなる。


　もう会えないかもしれないのなら、やはり最後に一言くらい言葉を交かわしておきたい。


　オレは思い切って顔を上げた。


　瑛一さんの青ざめた顔が目に入る。オレはいつも自信たっぷりなこの人を、こんな顔にさせてしまっているんだ。


　口を開くが、胸が何かでいっぱいになっていて声が出ない。オレは深呼吸をして、少し気を落ち着かせる。


「瑛一さん……」


　なんで、こんなしわがれた声しか出ないんだろう。今にも泣き出してしまいそうな声じゃないか。


「いつも仕事ばかりしてるけど……ちゃんと睡すい眠みんを取って……身体に気をつけて」


　なんて月並みなことを言ってるんだろう。でも、最後に言うことは、これしか思いつかない。


「私への恨うらみ言ごとはないのか？」


　瑛一さんはオレに話しかけた。


　これもきっと最後なんだな。もう瑛一さんの声も聞くことがない。顔も見られない。温ぬくもりも感じられないんだ。


　オレは黙だまって首を横に振ふった。


　同時に、我が慢まんしていたはずの涙なみだが流れ出る。


「なんで……君が泣くんだ？」


　瑛一さんにとっては不思議でならないだろう。裏切ったのはオレのほうなんだから。


「だって……」


　オレは無理に微ほほ笑えんだ。


「好きな人と別れるのはすごくつらいから」


　瑛一さんの目が見開かれる。


　オレが瑛一さんを好きだなんて、瑛一さんは気づかなかったんだろう。まあ、それも仕方ないか。オレだって、ずっと気づかなかったんだし。


「……もう、これで思い残すことはないです。瑛一さん、さようなら。いろいろあったけど、オレは楽しいこともあったし、幸せでした」


　オレはペコリと頭を下げる。


　幸せだったと言いながら慰謝料をもらうのは、ちょっと図々しいけどね。


　言いたいことを言って、スッキリした感じだ。これで本当に思い残すことは何もない。後は胸の痛みが消えるのを待つだけだ。


「ちょっと待った！」


　瑛一さんはソファから立ち上がり、オレの目の前へと来た。


　近くで瑛一さんの顔を見ると、やっぱり胸がドキンとする。そんなに簡単に好きな気持ちは変わらないから。


「君は私のことが好きなのか？」


「あ、はい……」


　そういうことをいちいち確かく認にんしないでほしいよ。勢いで言っちゃったオレもちょっと恥はずかしいんだからさ。


「じゃあ、どうして私から離はなれていこうとするんだ？」


　それも、わざわざ訊きいてほしくないことだ。自分の痛む胸を切り開いて見せなくてはならないからだ。


　でも、それはやっぱり必要なことなのかもしれない。瑛一さんにも、寛人さんに対する本当の気持ちに気づいてほしい。


「だって……オレは昔の寛人さんと似てるんでしょう？　瑛一さんはただ昔の寛人さんのような子を手元に置いておきたかっただけで、別にオレじゃなくてもいいんだ。でも、オレはそんなの嫌いやです。誰だれかの代わりにされるなんて……」


　オレの話を聞いているうちに、瑛一さんの顔は次し第だいに明るくなってきた。不思議なことに、今にも笑い出しそうな顔になっている。


　何がそんなにおかしいんだろうな。オレはすごく苦しくて、必死に言葉を紡つむいでいるのに。


「君は馬ば鹿かだな」


　いつものように微笑んで、瑛一さんはそう言った。


「そんな、馬鹿って……」


　それは、あんまりじゃないだろうか。オレは真しん剣けんな気持ちを瑛一さんに伝えたはずだ。それを馬鹿だなんて言われたら、それこそオレが馬鹿みたいだ。


「いや、馬鹿だよ。確かに、君は昔の寛人に性格が似ている。だから、最初見たとき、うちに連れて帰りたいと思って、いろいろ画策したわけだけど、実際には君は寛人より何倍も馬鹿がつくくらい素す直なおだった。こっちが騙だまそうとしているのに、無む邪じや気きにこっちを信じてついてくる。頑がん張ばりますって頭を下げてくれる。なんて可愛かわいい馬鹿なんだろうと思ったんだ」


　何度も馬鹿馬鹿と連呼されて、なんだか空むなしくなってくる。もうこれでスッキリ別れるつもりだったのに、どうしてこんなことを言われなきゃならないんだろう。


「そもそも……これははっきり言っておきたいが、私は弟に欲情するほど変態じゃないということだ」


「え……でも……」


「でもじゃない！　私が君を抱だいたのは、君自身を抱きたいと思ったからだ。君が可愛くてたまらなくて、好きになってしまっていたからだ」


「え……？」


　オレはポカンとして、瑛一さんの顔を見つめた。


　瑛一さんは完全に元の自信満々な瑛一さんに戻もどっていた。そうして、オレに笑いかける。


「これでも説明が足りないかな？」


「あ……」


　オレは瑛一さんを見つめたまま首を横に振る。


　だけど、瑛一さんがオレのことを好きだったって……？


「ホントに？　ホントに？」


「本当だ。こんなときに噓うそをついたって仕方がない。というか、私が君を好きだなんて、判りそうなものなのに」


「そんな勝手なことを……。すごく判りにくかったですよ……」


　オレは気が抜ぬけて、その場にペタンと座ってしまった。


　昔の寛人さんに似ているなんて紛まぎらわしい話をされなければ、オレだって、変な誤解はせずに済んだものを。


　それに、借金のことを持ち出してまで、無理やりにエッチしておいて、判りそうなものだって言われても……。


　いや、まあ、瑛一さんって、こういう人なんだろうね。


　瑛一さんは座り込んだオレの前に身を屈かがめて、手を差し出す。


「おいで」


　それじゃ、まるでペットの犬に言ってるみたいなんだけど。


　オレは苦笑しながらも、なんだか涙が出てきてしまった。それを見た瑛一さんの顔が曇くもる。


「どうして泣くんだ？　まだ何かあるのか？」


「違ちがう……。違うけど……っ」


　オレはそのまま瑛一さんの腕うでの中に飛び込んでいった。


　温かい手がオレの身体からだをギュッと抱きしめる。


　その温もりこそが、オレを好きだっていう証しよう拠こなんだよね。オレはもう瑛一さんから離れたくなかった。


　たとえ、意地悪みたいなエッチをされても。勝手なことを言われても。


　オレは瑛一さんと出会えたことを感謝したい。


　後ろで、寛人さんの咳せき払ばらいが聞こえて、オレはパッと手を離した。思わず抱きついてしまったが、同じ部屋には寛人さんがいたんだ。


「まだいたのか？」


　瑛一さんにそう言われて、寛人さんは肩かたをすくめた。


「いるに決まっている。まだ話は終わってない」


「それで、なんだったかな？」


　寛人さんはうんざりとしたように首を振って、溜ため息いきをつく。


「都合の悪いことは忘れたふりが上手うまいな。……さっき言ったとおり、雇こ用よう契けい約やくは無効、借金は慰い謝しや料りようで相殺。これに関しての念書はこちらで作成する。そして……」


　オレは寛人さんがこちらを見て、にっこり笑うのを見た。


「その上で、恵太君がここに残るというのは自由だ」


「寛人さん……！」


　つまり、寛人さんは瑛一さんの気持ちが判っていて、オレにチャンスをくれたんだ。最後だから、言いたいことを言えと。


「ありがとうございます！」


　オレは寛人さんに感謝の念を込めて頭を下げた。


「いや、一番いい解決方法を取ったまでだ。だが、本当にいいのか？　この男は将来、君の障害になるかもしれないぞ」


　それに反発したように、瑛一さんは口を挟はさむ。


「失礼な。私は恵太をいい大学に入れてあげて、いい就職口も紹しよう介かいする」


「それはまさか、自分の事務所だとか言わないだろうな？」


「それ以上の就職口なんかないだろう」


　瑛一さんは自信たっぷりな態度で腕組みをした。寛人さんは溜息をつき、オレを見た。


「……こんな奴やつだが、いいのか？」


「はい！　オレ、こういう瑛一さんが好きだから」


「変わった趣しゆ味みだな。俺には理解できない」


　そう言いながらも、寛人さんはちゃんと瑛一さんに歩み寄ったんだと思う。なんとなく雰ふん囲い気きや態度が今までとは違って、ずいぶん柔やわらかい。


「とりあえず、俺は恵太君の顧こ問もん弁護士になるから。何か困ったことがあれば、すぐに相談に来てくれ」


「ありがとうございます」


　どうして寛人さんがここまでしてくれたのか判らないけど、オレはすごく感謝している。だけど、瑛一さんはちょっと不満のようだった。


「おまえが恵太の顧問弁護士？　私はおまえに金なんか払はらわないぞ」


「あんたからもらおうとは思わない。恵太君からもらう」


「えっ、でも、オレはお金なんて持ってないんですけど……」


「いや……金はいらない」


　寛人さんはオレに目を向けて、微ほほ笑えむ。そして、こちらに近づくと、素早くオレの頰ほおにキスをした。


「寛人！」


　瑛一さんはあわててオレを自分のほうに引き寄せる。寛人さんはそれを見て、明るく笑った。


「恵太君を大切にしろ。あんたにはもったいないからな」


　そう言うと、寛人さんは去っていった。








　それから、オレと瑛一さんはラブラブのいちゃいちゃ状態になった……と言いたいところだけど、食事がまだだったから、とりあえず夕食を摂とった。


　でも、両想おもいってことが判ったんだから、もっと感動のキスとかやってもいいんじゃないかと、オレはちょっと思ったんだけど。瑛一さんはなんだか余よ裕ゆうがあるんだ。


　さっきは、あんなに青ざめた顔をしていたのに。


　オレが瑛一さんのことを好きなんだって判った途と端たん、まるで釣つった魚にエサはやらないって感じで、距きよ離りを置かれるのはつらい。


　いや、そんなことないよね。ただ、食事を先にしているだけだよね。


　瑛一さんの考えていることは判りにくいので、やっぱりオレは不安になってしまう。


　食事が終わった後も、オレに先に風ふ呂ろに入るように言って、書しよ斎さいに閉じこもる。仕事が忙いそがしいのかもしれないけど、オレのほうは気持ちも身体も盛り上がってて、エッチしてもらいたくてたまらない。


　バスルームでこっそり抜いちゃおうと思ったくらいだけど、なんとか我が慢まんする。きっと、寝ねるときにはお呼びがかかるだろうと期待して。


　それでも、呼ばれなかったら……。


　悲しくなって泣いちゃうかも。


　風呂から出た後、オレは自分の部屋で勉強をしていたが、教科書を開いても、ロクに頭に入ってこない。どうにもイライラしてしまって、オレはこっそり二階の書斎を覗のぞきにいってみることにした。


　足音を立てないように近づいて、そっとドアノブを回そうとしたら、内側からいきなりドアが開く。


「痛っ」


　思いっきり顔をぶつけてしまい、オレは鼻と額を押さえた。


「どうしたんだ？　私に何か用？」


　パジャマにガウン姿の瑛一さんはそう言いながら、ニヤッと笑って、オレをじろじろ見た。なんだかいやらしい笑い方で、オレがどうしてこんなところにいるのか、だいたい想像ついてるようだった。


「オレ、コーヒー飲みたくなって。瑛一さんもいるかどうか訊きこうと思ったんです」


　もっともらしい理由を挙げたが、今までそんなことしたことないから、どうせ噓だって思うだろうな。


「コーヒーはいらない。……おいで」


　瑛一さんはオレをいきなり抱だき上げた。


「な、何っ？　なんでこんなこと……」


「こういうの、期待していたんじゃない？　私に可愛かわいがってもらいたいんだろう？」


　それはそうだけど……。


　オレと瑛一さんの間に温度差があるっていうか、オレばっかりが瑛一さんを求めてるみたいじゃないか。絶対、そんなことないはずなのに。


　瑛一さんはオレをベッドルームに連れていった。が、下ろしたのはベッドの上ではなくて、ソファの上だった。


　なんでソファなんだろう。オレはすぐにでもエッチしたいのにな。


　だいたい、このソファに座ると、向かいの壁かべに大きな鏡がかかっているから、落ち着かなくて、なんか嫌いやなんだ。


「さあ、検査しようか」


「えっ、検査っ……て？」


　オレは驚おどろいて、傍そばに立ったままの瑛一さんの顔を見上げた。


　まさか、またペンを入れられたりするんじゃないかな。そういえば、オレ、寛人さんとは会わないって約束したのに、破ったんだった。


　だけど、もうあんなことされるのは嫌だよ。


「オレ……検査は辞退したいです」


「辞退はナシ。これは強制検査だから」


「そんな……」


　強制検査って聞いたら、もっと恐おそろしいことをされそうな気がする。


「昨日はちゃんとした検査にならなかったからね。今日は絶対する」


　ということは、昨日のあれとはまったく違ちがうものなんだろうか。強制検査って。


「あの……ペンを入れたりとかはない？」


「しない。それは絶対にしない」


　オレはそれを聞いてホッとした。


「まあ、君が入れてほしければ、してもいいけど」


「……入れてほしくありません！」


　瑛一さんは朗ほがらかに笑った。オレはその笑い声を聞いて、肩かたの力が抜ぬけていった。


　大だい丈じよう夫ぶだ。昨日の瑛一さんとは違う。怒おこってもいないし、優しくしてくれるはずだ。


「じゃあ、服を脱ぬいで」


「……ここで？」


「そう。背もたれがあるところじゃないとね」


　何な故ぜ、ここに背もたれが出てくるのか、すごく謎なぞだ。だが、瑛一さんの命令だし、オレは仕方なく服を脱いでいく。


　いや、もう前のような借金云うん々ぬんということもないし、オレの意思でここにいるだけだから、命令とかは関係ないはずなんだけどね。なんとなく、以前の名残なごりで、つい……。


　オレはソファで真まっ裸ぱだかになる。鏡にそんな自分が映っていて、オレは気き恥はずかしくて視線を逸そらした。


「これでいいですか？」


「正面を向いたまま、両足をソファに上げて」


「えっ……どうやって？」


「こうやるんだ」


　瑛一さんはオレの足をそれぞれ持ち上げて、身体からだの外側に来るようにソファの上に置く。そして、それを自分の手で押さえるように言うんだ。


　つまり、足を広げて、大事なところを見せるようなポーズになってしまっている。しかも、それが鏡に映っているし。


「すごい格好だね。知ってる？　これってＭ字開かい脚きやくって言うんだよ」


　それは一体、何用語なのか……。確かに足を広げた形がＭの字になっているけど。


　オレは自分がこんなエッチな格好をさせられていると思うと、眩暈めまいがしてきた。


「そのまま後ろのクッションにもたれかかるようにして……」


　きっと何をしても、これ以上の恥ずかしいことはないと思いながら、オレは言われたとおりにやってみた。


　すると、今度は鏡のほうに向かって、オシリを突つき出すようなポーズとなった。


　これは……。


　涙なみだが出そうなくらい恥ずかしいポーズだ。


　よくこんなことを考えたなと、ヤケクソで瑛一さんの頭に感心するくらいだ。


「これで……なんの検査をするんですか？」


「もちろん綺き麗れいに洗えたかどうかの検査に決まっているじゃないか」


　瑛一さんはオレのオシリをするっと撫なでた。


「あっ……」


「これだけで感じる？」


　ニヤニヤしている瑛一さんを、オレはちょっとにらんだ。


「だって……」


「そうだね。君は感じやすいんだから。検査の前にこんなふざけたことをやってはいけないね」


　一体、どんな検査をするんだろう。と思ったら、瑛一さんはまた例のローションを出してきた。昨日のペンのことが頭に甦よみがえってきて、オレはあまりいい気持ちはしなかった。


「手を出して」


　そう言われて、左手を出した。すると、その手をローションで濡ぬらされる。


　ま、まさか……！


「さあ、自分で綺麗になったかどうか確かめてみて」


「オレが検査するんですかっ？」


「そう。私がしたら、いつもと同じじゃないか」


　それはそうだけどっ。


　オレはドキドキしながら、手をその部分に伸のばす。


「そこだよ。自分で触さわってみて、どう？」


「どうって……」


　自分で触っても、気持ちよくない。と言いたいところだけど、この特とく殊しゆな状じよう況きようで、オレはすっかり興奮していたみたいで、自分で触ふれただけで身体がビクンと揺ゆれた。


「恵太はずいぶんエッチなんだね。まだ入れてもいないのに、こんなになって……」


　瑛一さんはオレの前の部分に触れる。そこはもう、硬かたくなっていて、オレが感じていることを示していた。


「さあ、入れてごらん」


「あ……あっ……」


　自分で指を入れて、声を出しているなんて、こんな恥ずかしいことはない。まるで自じ慰い行こう為いを瑛一さんに見せつけているようにも思える。


　指が徐じよ々じよに奥へと入っていく。


　これがオレの中なんだ……。


　瑛一さんがいつも、柔やわらかいだの、あったかいだの言っていたけど、本当にそうだ。


「指を動かしてみて」


「そんな……ぁ」


　オレは口では抵てい抗こうしながらも、好こう奇き心しんと興奮には勝てずに、自分で指を動かしてみる。


「あ……あん……あっ」


　もう夢中になっている。やめたいけど、やめられないんだ。


「もう一本、入れてみて」


「えっ、無理……」


「無理じゃないよ。いつも私のが入っているんだから」


　確かに理り屈くつではそうだが、自分で入れるのは怖こわいじゃないか。


「さあ、早く。二本入れると、もっと気持ちよくなるよ」


　そんな誘さそい文句に乗ってしまうオレがいけないのか。でも、一本も二本も似たようなものだよね。大した違ちがいはないよ。


　そんな言い訳を考えながら、オレは二本目を埋うめていく。


「鏡を見て」


「あ……」


　鏡の中に自分の指を二本も入れている恥ずかしい姿が映っている。


「こんなの……やだ」


「どうして？　素敵だよ。こんなに興奮して……」


　瑛一さんがオレの勃たっていものの先せん端たんに触れる。すると、分ぶん泌ぴつした液で濡れた音がした。


　オレはもう我が慢まんできずに、誰だれにも命令されていないのに指を動かしてしまう。そして、その様子がまた鏡に映っているんだ。


　すごく恥ずかしいのに、感じている。


　オレは夢中で指を動かした。感じすぎて、涙が出てくる。


「もういいよ」


　突とつ然ぜん、瑛一さんにそう言われて、オレは戸と惑まどった。身体はすっかり燃え上がっていて、止めようにも止められない。


「え……？　だって……」


「だってじゃないの。もう、おしまい」


　無理やり瑛一さんに指を引きずり出されて、オレは我慢できずに腰こしを揺らした。


「瑛一さん……っ」


　オレは身体を震ふるわせながら、瑛一さんが来てくれるのを待った。


「さあ、どうしようかな。もうちょっと君をいじって遊んでみたいんだけど」


「そんなぁ……っ」


　オレはもう我慢できない状態なのに。


　瑛一さんはソファの背もたれに手をかけると、オレに顔を近づけてくる。


　唇くちびるが重なって、静かなキスをされた。


　今のオレの身体の状態とはまるで違うキスだったが、オレはそれで少し落ち着けたような気がする。


　いつもより、愛情のこもったキス……って思っていいかな。


　瑛一さんはオレの前まえ髪がみをかき上げ、優しく微ほほ笑えんだ。


　ドキンと胸が高鳴る。


　身体の気持ちよさとは違う。胸の奥がジーンと熱くなってきた。


「ベッドに行こうか？」


　オレはその問いかけにうなずいた。


　瑛一さんはオレを抱だき上げ、今度はちゃんとベッドに移動する。そして、ガウンとパジャマの上を脱ぬぎ捨てると、すぐさまオレの中へと入ってきた。


　やっぱり、オレの指なんかより、瑛一さんがいい。それは愛されてるって感じがするからなのかもしれない。


　中ちゆう途と半はん端ぱに燃え上がっていた身体が、瑛一さんによってさらに熱くなる。


「あっ…あっ……瑛一さんっ」


　オレは瑛一さんの腕うでにしがみつく。瑛一さんはオレの身体からだを強く抱きしめた。


　もう……。


　オレは今、すごく幸せで……。


　唇を重ねた瞬しゆん間かん、気持ちよすぎて、意識が飛んでしまった。








　エッチの後、もう一回エッチして、軽くシャワーを浴びた後、そのまま二人とも裸はだかでベッドに入って、抱き合った。


　これから眠ねむろう……ということだったんだけど、さっきからキスばかりしていて、とても眠れない。


　瑛一さんがここまで情熱的なのは初めてじゃないかな。いつもクールなところがあったから、今日はすごく不思議なんだ。


「瑛一さん……もう寝ねないと、明日がつらいですよ」


　明日は別に休みじゃないんだし、こんなことをしていたら、睡すい眠みん不足になってしまう。


「いいんだ。別に」


　またチュッとキスをしてくる。


「……よくないでしょう？　瑛一さんはお仕事、オレは学校があるし」


「じゃあ、君は我慢できるのか？　私はこんなに君のことを深く愛しているのに」


　そう言いながら、深く口づけてくる。


　どうしよう。そんなディープなキスをされると、また身体のほうが勘かん違ちがいしてきそうだ。


「……勃ってきたみたいだね？」


　裸で抱き合っているから、隠かくしようもない。瑛一さんは手を伸ばし、そこに触れる。


「あ、あの……オレ、二回が限界だと思うんです」


　瑛一さんはにっこりと微笑む。


　ああ、この微笑みがクセモノだよ。罠わなだと判っていても、ついフラフラと飛び込んでしまいそうになる。


「ねえ、恵太。限界にチャレンジしようか」


「嫌いやです！」


「そう？　嫌なんだ？」


　瑛一さんはそう言いながら、オレの硬くなっている部分を刺し激げきする。


　結局、オレが奴ど隷れいでなくても、瑛一さんは自分の思うとおりにしかしたくないんだろうな。


　でも、そんな人だとだいたい予想はついていたからね。


「瑛一さんって、強ごう引いんなんだから」


「うん。だって、私は君を五百万で買ったんだよ」


「え……？　買った？」


　そんなことは初耳だ。いつ瑛一さんがオレを買ったって言うんだろう。借金だって、もうないのに。


「慰い謝しや料りようを払はらったんだ。買ったも同然だ。君は私のもの。永遠にね」


　そんな理屈、アリだろうか……。慰謝料を払ったら、好きにしていいなんて、そんなはずはないだろう。


　この人、ホントに弁護士？


　オレは呆ぼう然ぜんとしてしまった。


　瑛一さんはふっと笑って、オレの頰ほおにチュッとキスをする。


「一生、大事にするよ」


　真顔でそう言われて、オレはやっと瑛一さんの真意に気がついた。


　なんだか、照れるな。


「オレも……瑛一さんを大事にします」


　そして、チュッと唇にキスを返す。


「じゃあ、契けい約やく成立だね。契約書には判を押さないといけないから……」


　瑛一さんはオレを仰あお向むけにして、上に乗ってくる。


「あの……まさか、契約書がオレで、瑛一さんが判子だなんてことは……ないですよね？」


「勘がいいね。もちろんそうだ」


　この人は……。


　いや、そういう人なんだよ。瑛一さんって。


　さんざんオレを焦じらしておいて、今になって、どうしてエッチモードになっているんだか、よく判らないし。


「明日、オレ、起きられないかも……」


「明日のことは、明日考えればいいんだよ」


　瑛一さんはオレの目の前で微笑んだ。


　不敵な微笑み。


　でも、どこか優やさしいところもあって……。


　それがきっと瑛一さんの愛情だから、オレはホッとできる。


　そして、いろんな顔を見せてくれる瑛一さんが、オレは好きで好きでならないんだ。


「恵太……大好きだよ」


　甘い言葉がオレの耳をくすぐる。


　瑛一さんはうっとりするオレの唇をゆっくりと塞ふさいだ。
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